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「恋は常に、痛みを伴います」

　百もも瀬せは俺おれの顔を見上げてそう言った。

　俺たちが両りよう思おもいだと発はつ覚かくした日。見送るよ、と付いて行った彼女の家の前で。

「片かた思おもいであっても、両思いであっても、付き合いはじめたとしても、夫婦になったとしても、きっとその痛みは消えることはありません。むしろ、より鋭さを増すのではないかとすら、私は思うのです」

「そうなのかな……」

　ぐしゃぐしゃになった彼女の髪かみをほどきつつ、俺はいまいちその話を理解できない。

「あまりそんな気はしないけど……」

　辺りを冷たい風が吹き抜ける。百瀬のスカートが煽あおられ、ふわりと揺ゆれた。

　十一月下げ旬じゆん。冬ふゆ本ほん番ばんまではまだ日があるけれど、北ほつ海かい道どうの夜は本格的に冷え込む。見上げれば、マニキュアのラメにも似た密度の星が、真まっ暗くらな夜の空にこぼれていた。

「実のところ、私も実感があるわけではありません」

　百瀬はかすかに目を細めた。

「そもそも、誰だれかとこのような仲になるのは初めてですから。それでも、人と人の関係である以上、そこにすれ違いや食い違いが起きないはずはないのです。であれば当然、当とう事じ者しやには負ふ担たんがかかることになります」

「……そっか」

「だから私は、少し心配なのです」

　……なるほど、百瀬らしい考え方だな。

　慎しん重ちようで、客きやつ観かん的てきで、俺にはちょっとだけ悲ひ観かん的に思える考え方。

　彼女がそう言うなら、多分そのとおりなのだと思う。実際、俺は百瀬の思し慮りよ深さにこれまで何度も救われてきた。

「だとしても」

　百瀬の髪から手を離し、俺はまっすぐ彼女の目を見る。

「俺たちはきっと上う手まくやれるよ」

　百瀬はじっと俺の目を見返した。

「確かに、色んなことがあるのかもしれない……。普通に学校生活を送るだけじゃなくて、失しつ恋れん探たん偵ていまでやってるんだしな。でも、ちゃんと向き合っていけば……問題とか辛つらいことから逃げ出さなければ、俺たちはそばにいられると思うんだ」

　百瀬の言うとおり、恋に痛みはつきものなのかもしれない。関係が深まるにつれ、その苦しみも増していくのかもしれない。

　それでも、そこから目を逸そらさないことの価か値ちは、他の誰でもない百瀬が教えてくれたのだ。

　失恋探偵の活動を通じて、この身をもって実感させてくれたのだ。

　だから俺おれは、これからもこの気持ちに──百もも瀬せに対する気持ちに誠実でありたい。そうすれば、どんな問題だって乗り越えられるんじゃないかと思う。

「そうですか」

　しばらく考えるように視線を落としてから、百瀬は俺の胸におでこをとん、ともたせかけた。

　コート越しに彼女の熱が伝わる気がして、俺の心しん臓ぞうは小さく跳ねた。

「そう言ってもらいたかったので、ほっとしました……」

　つぶやくように漏もれる、彼女の声。

　そこには珍めずらしく本ほん心しんが滲にじんでいるように思えて。

　感情表ひよう現げんの乏しい彼女の、俺に対する気持ちが詰まっているように思えて。

　もう一度、実感した。

　──本当に、俺たちは両りよう思おもいなんだ。

　──きっとこれから、俺と彼女の間には幸せなことが沢たく山さんあるんだ、と。




　──今になって思う。このときの俺は、まだ何もわかっていなかったのだ。

　人に近づく、ということの意味も。

　誰だれかを大切に思うことの難しさも。
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　この冬休みは、これまでの人生で最も楽しい冬休みだった。

　恋をしても片かた思おもい、場合によっては相手の名を知ることもできないまま気持ちの終わりを迎えてきた俺おれが、クリスマス、初はつ詣もうで、という冬の二大イベントを、好きな女子と一いつ緒しよに過ごしてしまったのだ。

　相手の名は千ち代よ田だ百もも瀬せ。

　去年の春、俺の所しよ属ぞくする宇う田た路ろ中央高校ミス研けんに入部してきた後こう輩はいだ。

　冬休み直前に両りよう思おもいであることが判はん明めいしたのをきっかけに、俺たちは以前よりもちょっとだけ親しん密みつな距きよ離り感かんで付き合うようになった。「ただの先せん輩ぱい後輩」から、「恋人っぽい何か」に関係がシフトチェンジしたのだ。

　ただ、これが「彼かれ氏し彼かの女じよの関係」かと問われるとちょっと自信が持てない。クリスマスも正月も普通にプレゼントを交換し、一緒にお参まいりしただけだし、本人に確かく認にんしたこともない。

　それでも──百瀬に控えめに服の裾すそをつままれるたび、わざとらしく肩をぶつけられるたび、俺はときめきのあまり鼻はな血ぢを噴ふき出しそうになった。感情表ひよう現げんの希き薄はくな百瀬がそんな態度を見せるなんて、俺にとっては革かく命めい的てきな出来事だったのだ。

　俺は完全に浮かれていた。夢ゆめ見み心地ごこちだった。




　そして──そんな冬休みが明けた現在。

　一月十八日の放課後ご。

　ミス研の部室にて、俺と百瀬は「依い頼らい者しや」が来るのを待っていた。約束の時間まであと五分。もうそろそろ、到とう着ちやくしてもおかしくない頃ころ合あいだろう。

　ちらりと百瀬の様よう子すを窺うかがう。

　いつものように、難しい顔色で少女漫まん画がを読みながら、時とき折おりくしゃくしゃと髪かみを搔かいている彼女。

　目め鼻はな立だちや薄い唇くちびるはどこか現実離ばなれして整っているのだけど、柔やわらかそうな頰ほおや小こ柄がらな体たい軀くが彼女の印いん象しようをかわいらしいものにしていた。一見無む機き質しつにも見える表情にはかすかに幼さが漂ただよっていて、そのアンバランスさが危うげな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「……」

　──ヤバい、心しん臓ぞうが痛い。

　胸が詰まって息が苦しい。

　俺は一いち度ど彼女から目を逸そらし、呼吸を整える。

　……最近、百瀬といるといつもこんな具合だ。なんだか彼女が異常にかわいく見えて、変にドキドキして心しん身しんに変へん調ちようをきたしてしまう。

　問題はそれだけじゃない。いろんな欲よつ求きゆうが凄すさまじい勢いで胸にこみ上げるのだ。

「ほっぺたつねりたい」「髪ぐしゃぐしゃにしたい」「寝ね顔がお観察したい」なんて比ひ較かく的てきソフトなものから、「ちょっと口に出すのがはばかられる」類たぐいのものまで……。

　もちろん、そのことは百もも瀬せ本人には内ない緒しよだ。バレれば絶対にドン引きされる。本ほん気きで嫌きらわれる可能性だってある。

　故ゆえに俺おれは、こみ上げるときめきを嚙かみ殺し、何とか平へい静せいを装いながら過ごすのがこのところの習慣になっていた。

「──どうかされました？」

　俺の様よう子すがおかしいのに気づいたのか、百瀬は気き遣づかわしげな表情でこちらを覗のぞき込んだ。

　気持ちが顔に出てしまっていたらしい。

「い、いや、なんでもない！」

　慌あわてて首をぶんぶん振った。

「ちょっとほら、む、むせそうになっただけだから！　ジュース飲んでて！」

「そうですか。気を付けてください」

　ジュースの紙パックを掲かかげてみせる俺に、百瀬は小さくほほえむ。そして、何かを考えるように小さく俯うつむいてから、漫まん画がを机に置き切り出した。

「ところで先せん輩ぱい。改めて、『失しつ恋れん探たん偵てい』の活動についてお話ししておきたいことがあります」

「……おう、どうした？」

　うなずいて、俺は話を聴きく体たい勢せいになった。なんとか頭を切り替えて、ここからはちょっと真ま面じ目めモードだ。

　──俺と百瀬は、このミス研部室を拠きよ点てんにして「失恋探偵」という一種の探偵活かつ動どうを行っている。

　業ぎよう務む内容は名前のとおり、失恋に関する事実調ちよう査さだ。振られちゃった人のため色々調べる探偵、と言えばわかりやすいだろうか。

　これまでも、俺と百瀬はいくつもの依い頼らいを解決してきた。その過程で意見がわかれ、激しい言い合いをしてしまうこともあったし、数すう週間前まえにはあわや活動停てい止しかという状態にまで陥おちいった。まあ、散さん々ざん揉もめた結けつ果か百瀬と俺は和わ解かい。失恋探偵は活動を再開し……ついでに俺たちが両りよう思おもいであることまで判はん明めいしたのだけど。

「以前もお話しましたが、私と先輩が両思いになったからと言って、失恋探偵の活動に変化はありません。これまでどおり、皆さんの恋の終わりを手伝うため私は推すい理りに徹し、先輩にはクライアントのケアと記録をお願いします。ただ、最近の状況を踏まえて、一つ提てい案あんがあるのです」

「どういう？」

「私たちが両思いであることは、学校では隠かくすことにしませんか？」

「……あぁ」

　彼女のセリフに、俺はゆるゆるとうなずいた。

　実は俺も、同じようなことを思っていた。俺たちの関係は、表おもてに出さないようにすべきなんじゃないかと。

　失しつ恋れん探たん偵ていに依い頼らいにくるクライアントは、必ひつ然ぜん的てきにみな失恋をした直後、ということになる。そんな人を前に自分たちが両りよう思おもいなのを見せてしまうのは、無む配はい慮りよ以外の何なに物ものでもない。

　もちろん、両思いになって以い降こう、冬休みにはいるまでに依頼を受けたクライアントに対してもその辺りのことは気き遣づかってきたつもりだ。ただ、ここで改めてはっきりそう約束するのは、決して悪いことではないと思う。

「もちろん、報告すべき人には伝える方がよいでしょう。ただ私としても、冷静に推すい理りするためにはそれなりに落ち着いた状態である必要があるのです。なのに、先せん輩ぱいとそういう雰ふん囲い気きになると、その……やはり浮ついてしまいますし」

「……そ、そうだな」

　もじもじする百もも瀬せにこっちまで恥はずかしくなりつつ、俺おれはもう一度うなずいた。

「本当に仲のいい人ひと以外には、両思いの件、秘ひ密みつにするか……」

　決して難しいことではないと思う。単に、校内ではほんの数すう週間前まえみたいな関係を装えばいいだけだ。きっとそれだけで、俺たちの仲が露ろ呈ていしてしまうことはないはず。

　ただ正直──そうするのが残念なのも事実だった。

　探偵業ぎよう務むはきちんとこなしたい。クライアントにも嫌いやな思いはさせたくない。それでもせっかくお互い気持ちが通じたのに、それを隠かくしながら生活しなければいけないなんて……。できることなら、全ぜん世界の人に俺たちの関係を喧けん伝でんして回りたいくらいなのに……。

　そんな気持ちを察したのか、百瀬はうつむく俺の顔を覗のぞき込んだ。

「もちろん、私も可能であればそんなことしたくないですよ。先輩のこと、本当に大だい好すきなのですから」

　……突然の「大好き」発言に、頰ほおがカッと熱くなった。

「それでも、私たちの役目を考えればそうせざるを得ないのです。仕方がないのです。だからその分──」

　言って、百瀬は密ひそやかにほほえんだ。

「──二人だけになったときは、うんと優しくしてください」

「!?」

　心しん臓ぞうが、口から飛び出そうなほどに強く脈みやく打うつ。

　──うんと優しく。

　百瀬がどの程てい度どのことを望んでそう言っているのかはわからない。

　それでも──「百瀬に何かを求められている」というそれだけのことが本当に幸せで。心しん拍ぱく数すうも体温もとんでもないことになってしまって。ああ、やはり俺は、この子に恋をしているんだと改めて実感する。

「……わ、わかった！」

「ありがとうございます。では、これからも、皆の前ではただの『先せん輩ぱい後こう輩はい』ですよ？」

「おう……！」

　力強く、俺おれはうなずいて見せた。

　──と。

　そんなタイミングでからからと部室の扉とびらが開き、一人の女じよ生徒がこちらを覗のぞき込んだ。

「あのう、こんにちはー……。失しつ恋れん探たん偵ていって、ここであってますー？」

　幼さの残る高めの声で、探るように尋たずねる彼女。どうやらクライアントらしい。

「あ、はいそうですよ！」

　椅い子すから立ち上がり、俺は彼女を迎えいれた。

「お待ちしてました！　どうぞ、お入りください！」

「はーい、じゃあ、お邪じや魔ましますー……」

　言って、彼女はとことこ部室に入ってくる。

　さらさらの茶色い髪かみに、されているのかいないのかわからない程てい度どのメイク。顔かお立だちはどこか素そ朴ぼくでかわいらしく、身のこなしも庇ひ護ご欲よくをそそる女の子らしさだ。特に顔立ちがずば抜けて整っている、というわけではないのだけど、クラスで一番モテるのはこういう隙すきのあるタイプだよな、なんて思う。

「一年の有あり村むら春はる香かって言いますー。よろしくお願いしますー」
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　言って、彼女はぺこりと頭を下げた。




「えっとー、最初にその人を……悠ゆう斗と先せん輩ぱいを知ったのは、友達に連れてってもらった吹すい奏そう楽がく部ぶの春の定期演えん奏そう会かいだったんだー」

　眉まゆをふやっと寄せ、有村さんは経けい緯いの説明をはじめた。

　百もも瀬せの向かい、俺おれたちがクライアントシートと呼んでいる席で。

「先輩ね、そこの部員でトランペット吹いてるんだけど、超かっこよくて演奏もうまくてー。もうほんと一ひと目め惚ぼれー！　って感じだったの……。同じ楽がつ器きの人、他はみんな女の子なのに、負けないくらいキラキラしててー……」

　ゆっくりした口く調ちようで話す有村さんの目は、切なげであると同時にどこか楽しそうでもあった。頰ほおもちょっと赤らみ、少々興こう奮ふんした様よう子す。

　そうなる気持ちはよくわかる。俺も百瀬がいかにかわいいかを周囲に吹ふい聴ちようしたい気分になったりする。漫まん画がを読んだりぼーっとしたりしてる彼女のキュートさを、できる限り詳しよう細さいに誰だれかに説明したい気分に。もちろん、決して実行したりはしないのだけど。

「で、その夜クラスメイトの吹奏楽部員に『あのトランペットのイケメンは誰だれ？』って訊きいたら、『宮みや代しろ悠斗先輩だよ』って教えてもらえてー。それ以い来らい私、吹奏楽部の演奏会には全部顔かおを出してるんだー。夏の大会とか、秋の文化祭さいでの演奏とか、こないだ札さつ幌ぽろでやったクリスマスコンサートとかもうほんと全部ねー。それまでは音楽とか全然興きよう味みなかったんだけど、すんごくはまっちゃってー」

「ふむ」

　百瀬はうなずく。

「その宮代悠斗先輩と、直接話はなしたりはされなかったのでしょうか？」

「あ、うん。直接は二、三回だけかなー」

　そう答えると、有村さんは髪かみの毛を指ゆび先さきでいじった。

「やっぱ話しかけるのも気が引ける感じでー。だから最初は遠くから見てるばっかりだったんだー。でもなんかね、悠斗先輩が私と同じジュース飲んでたりするだけで『運うん命めいかも！』とか思って、ほんと幸せだったー……」

　……うん、これもよくわかる。

　偶ぐう然ぜんでも同じジュース選んでるとか嬉うれしいよね。あと、こっちからメールしようと思ったタイミングで先に相手から来たときとか、マジで運命を感じる。

「で、そのうち私、やっぱりお話とかしてみたいなーと思って、ちょっとずつ『プロフブック』で悠斗先輩とやりとりするようになったんだ。日記にコメントつけたりしてねー」

　ああ、プロフブックか。最近何なにかと話題のアメリカ産ＳＮＳだな。

　日記やフォトアルバムの公開、コメントのやりとりがメインとなる普通のＳＮＳなのだけど、「実名登とう録ろく」を基本としているのがその特とく徴ちようだ。

　先日、雑ざつ談だん中ちゆうにＳＮＳの話題になったときに百もも瀬せはやっていないと言っていたけれど、俺おれは登録済ずみで結けつ構こう頻ひん繁ぱんに使っている。割と楽しいのだ、あれ。

「悠ゆう斗と先せん輩ぱい、最初はクールな人なのかなあと思ってたけど実は明るくて面白い人で、普通に返事もしてくれてー。夏休みに入るくらいまでに結構仲良くなれたから、試しに一回文化祭さいのときに話しかけに行ったりしたんだよねー」

「なるほど」

　顎あごを撫なで、百瀬は続けて尋たずねる。

「そのときにはどのような話をされたのですか？」

「それがねー、全然ちゃんと話せなかったのー」

　当時の悔くやしさを思い出したように、彼女はさらに眉まゆを寄せた。

「あの、私有あり村むらです。すごくかっこよかったですー、くらいしか言えなくて……。向こうはありがとうって笑ってくれたんだけど、もっとプロフブックの話とかすればよかった……。あっ、でもそれからね……」

　と、そこで有村さんは声こわ色いろを切り替え、

「プロフブックでやり取りは続いてー、ぶっちゃけね、これは結構いい感じじゃない？　って雰ふん囲い気きになったんだー」

　その顔にうっすら笑えみを浮かべた。

「日記にもすごく一いつ杯ぱいコメントくれたし、逆に向こうの日記に『悠斗先輩カッコいいです』って書いたら、『春はる香かちゃんだってかわいいじゃん』って返してくれたりして……。なんか、これ絶対いける！　って感じだったんだよねー。だからもうコクろうと思って、彼女にしてもらおうって思って昨日きのう会いに行ったんだー」

　ふむふむ……傍はたで聴きく分には本当にいい感じっぽいじゃないか。コメントの具体的な内容にもよるけど、仮に自分が同じ状況に置かれたとしても、「行ける！」と判はん断だんしたんじゃないかと思う。

「告こく白はくはスムーズにできたのでしょうか？」

「ううん。もうほんと、緊きん張ちようでガチガチでー」

　有村さんは残念そうに首を振った。

「部ぶ活かつ終わりの帰り道で悠斗先輩が一人になるまで待ってー、追いかけて『好きです、付き合ってください』って言うのが精いっぱいだったー……。でね……」

　と、そこまで言うと、有村さんの表情の陰かげりが濃くなる。

「悠斗先輩……びっくりした顔の後に申もうし訳わけなさそうに『気持ちには応えられない』って……。『付き合うことはできないよ』って……」

　……彼女が「ここ」に来た時点でそうなったことはわかっていた。

　彼女は「失しつ恋れん」してしまったからこそ、「失恋探たん偵てい」に調査を依い頼らいしに来たのだ。

　それでも、なんだか妙みように凹へこんでしまう。その恋が、上う手まくいってほしかったと本ほん気きで思う。

「正直ねー、行けるとしか思ってなかったんだー。向こうが私のことを好きだったとまでは言いきれないけど、すくなくとも、かなりいい感じには思ってくれてるんだろうなって……。だから、そんな簡単に断られると思ってなくて、びっくりして何も言えなくなっちゃって……」

「……残念でしたね……」

　思わずそう声をかけると、

「うん……」

　有あり村むらさんも曇り気ぎ味みの表情のままでうなずいた。

「何か思い当たる原因はありましたか？」

「んー、ないんだよねー……。悠ゆう斗と先せん輩ぱいが何なに考えてるのかもほんとわかんなくて……」

　だから、と前置きして、有村さんは上うわ目めづかいで百もも瀬せを見る。

「噂うわさで聞いた失恋探偵に、その辺りのことを調べてもらいたいなーと思ったんだ……」

「なるほど、では」

　咳せき払ばらいし、背せ筋すじを伸ばして百瀬は確かく認にんする。

「今回の依頼は、『いい雰ふん囲い気きだったはずの宮みや代しろ悠斗が、なぜ自分を振ったのか知りたい』でよろしいでしょうか？」

「うん」

　有村さんは、まっすぐ百瀬の目を見み据すえた。

「調査の結果、思いもよらない事実が判はん明めいすることもあります。予想以い上じように残ざん酷こくな事実や、受け入れるのが難しい事実に直面する可能性もあります。それでも──調査を望まれますか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。お願いします」

　そう言ってうなずく有村さんに、百瀬は宣せん言げんするように言った。

「失恋探偵百瀬とその助手野の々の村むら、間違いなく、あなたの依頼を受じゆ理りしました」




「しっかし、何でだろうなー……」

　有村さんの去った部室で。俺おれは腕を組みながら思わずそうこぼしてしまう。

「話に聞く限りでは、確かに上う手まくいきそうな感じなのにな……」

　いつの間にか、俺の中では有村さんは完全に「同どう志し」みたいな立ち位置になっていた。彼女は俺と同じように恋しているのだ。なんとかスムースに依頼を完了させ、早めに結果を報告してあげたい。

「いくらでも、可能性は考えられると思います」

　百瀬は顎あごに手を当て答えた。

　何な故ぜか変に推すい理り力りよくのあるこいつは、俺が悶もん々もんとしている間も冷静に思し考こうを進めてくれる。

「例えば、有あり村むらさんが悠ゆう斗と先せん輩ぱいの書き込みを『自分がそうであったらいいな』と思うように読み取ってしまっていた、などですね。実際はごく普通のコメントを、彼女が最さい大だい限げん好こう意い的てきに解かい釈しやくしてしまったとしたら、悠斗先輩が彼女を振っても不ふ思し議ぎはありません」

「あー……いや、でもさすがにそこまで勘かん違ちがいするかね？」

「あくまで可能性です。ところで先輩は、プロフブックのアカウントを持っているのですよね？」

「ああ、うん」

「ということは、有村さんや悠斗先輩の実際の書き込みも確かく認にんできるのですか？」

「あ、そうだな、できるよ！　ちょっと見てみるか」

　言って、俺おれはポケットからスマホを取り出しプロフブックを開く。百もも瀬せは探たん偵ていシートから身を乗り出し、こちらにグッと頭を寄せるとスマホの画面を覗のぞき込んだ。

　……顔が近い！

　あとちょっと距離が縮まれば、顔のどこかが接せつ触しよくしてしまいそうなほどに近い！

　それになんか……いい匂においがする。これはシャンプーの匂いだろうか……。なんかもう、一生この芳ほう香こうを嗅かいでいたい気にもなるが、鼻はな息いきの荒さを悟さとられるのもまずい。必ひつ死しで自じ重ちようし、通つう常じよう呼吸の範はん囲い内ないでその香りを楽しむことにする。

「なるほど、ここで日記にコメントをつけ合ったり、メッセージのやりとりをしたりできるのですね」

　俺のアカウントのトップページが表示されると、百瀬は画面を凝ぎよう視ししながら顎あごを撫なでた。

「というか先輩、結けつ構こう頻ひん繁ぱんに日記を書いているのですね」

「うん、読んだ小説の感想がほとんどだけど……」

　ささっと画面を操そう作さし、ためしにいくつかの記事を開いて見せた。

「本当ですね。それに矜きよう持じヶが谷やさんがコメントしてますね」

「そうそう、あの子毎回何なにかしら残してくれてさ」

　矜持ヶ谷さん、というのは俺のクラスメイトにしてつい先日失しつ恋れん探偵のクライアントにもなった女の子だ。もともと彼女とは仲が良かったのだけど、あの依い頼らい以い降こうより親しくなりつつあった。

「なるほど。本の貸し借りもしているのですか」

「そうだな。好みが結構近いんだよ」

「……」

「……どうした？」

「何でもありません、有村さんのページを探しましょう」

「……おう」

　検けん索さく欄らんに「有村春はる香か」と打ち込んだ。出てきたユーザーは全部で三名。主婦と女じよ子し大生と女子高生がそれぞれ一人ずつ。女子高生の「有あり村むら春はる香か」のプロフィール画が像ぞうは──つい先ほどまで目の前にいた女子の顔かお写真だ。うん、これで間違いない。

　画面をタッチすると有村さんのアカウントのトップページが表ひよう示じされる。最近の日記一いち覧らんに、フォトアルバムやつながりのある友人一覧。興きよう味みのあることや好きなものなんかもわかりやすく羅ら列れつされていた。どうやら俺おれ以上の頻ひん度どで日記を更こう新しんし、コメントもかなりの数ついているようだな……。

　さらに何度か画面をタッチし、いくつか記事を確かく認にんしてみる。

　……ふむ。確かに、なかなかの頻度で「宮みや代しろ悠ゆう斗と」がコメントを付けているみたいだ。

　そしてその内容も、

「……ほら、マジでいい感じじゃん！」

「そうですね」

　有村さんが言っていたとおり、はた目から見てもかなり親しん密みつなものだった。

　もうなんだか「付き合う直ちよく前ぜん感かん」みたいなものが丸まる出だしなのだ。

　有村さんの「明日あしたの演えん奏そう、楽しみにしています！」という書き込みに「頑がん張ばるね、有村さん来るなら、マジでかっこいいとこ見せたいし」なんて宮代君くんは返していたりして。しかも、彼のファンたち（そんなのまでいる）が、そのやりとりに嫉しつ妬としている有あり様さまだった。

「こんなコメント来たらさ、『行ける』って判はん断だんするのも当然だろ！」

　席に座りなおした百もも瀬せの髪かみに手を伸ばし、しっちゃかめっちゃかになったそれを直しはじめる。こいつには、考えごとをしているときや何かに集中しているとき、こうやって髪を搔かきぐしゃぐしゃにしてしまう癖くせがある。そしてそれを直すのは、俺の役目だ。

「そうですね。やはり、プロフブックだけで事情を全ぜん部ぶ読み取るのはむずかしそうです」

　先ほどよりも少々ぼんやりした様よう子すで、百瀬は言った。髪を直されているとなんだか落ち着くらしい。

「明日から聞き込みをはじめましょう。いつものように、放ほう課か後ご部ぶ室しつ集合でお願いします」

「おう、わかった」

　言って、百瀬の髪を直し終えた俺は窓の外に視線をやった。

　空には少しずつ雲が出はじめ、日はすでに沈みかけている。朝に見た予よ報ほうでは、夜にちょっとだけ吹ふ雪ぶくという話だったし……今のうちに帰き宅たくしておこう。

「そろそろ帰るか……」「そうですね」

　鞄かばんからマフラーを取り出し首に巻く。暖だん色しよくのストライプの、生き地じのしっかりしたマフラー。

　実はこれ──百瀬が先日のクリスマスにプレゼントとしてくれたものだ。

　もともとどこかのブランドのマフラーで物はいいらしいのだけど、なぜだろう、百瀬がくれたっていうそれだけで、これをしていると妙みようにあったかい気分になるのだ。

「どうしたのですか？」

　百もも瀬せが不ふ思し議ぎそうに首をかしげた。どうやらにやけてしまっていたらしい。

「……なんでもない」

　恥はずかしさに顔をそむけて答えると、

「そうですか」

　百瀬はまんざらでもなさそうに言って目を細めた。

「変な先せん輩ぱいですね」

　そんな彼女が今付けたファーでモコモコの耳当ては──俺おれが彼女にあげたクリスマスプレゼントだ。
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「『イケメントランぺッター探たん偵てい』みたいな小説を書きたいなと思ってるんです！」

　翌よく日じつの放課後ご、南みなみ校舎と北きた校舎をつなぐ渡り廊下の途と中ちゆうで、俺は練習合あい間まの休きゆう憩けい中ちゆうらしい吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんにそう話しかけた。

「ただ、実際の吹奏楽部員の方がどんな感じなのかわからないんで、まずは取しゆ材ざいをしてみてるんですよ。なのでもし吹奏楽部にイケメンの、できればトランペットの方がいたらどういう方なのか伺うかがいたいなと……」

「イケメントランぺッター探たん偵てい……どんな話になるか、全然想そう像ぞうつかないんだけど……」

　黒い縦たて笛ぶえ的てきな楽がつ器きを持った女じよ生徒は、俺のセリフにちょっと驚いた様よう子すになった。

「でもうん。いるよ、イケメンのトランペットの人。うちの部ぶ活かつ、何でかわかんないけど妙みようにイケメン多いんだ。トランペットだと、宮みや代しろ君くんていう二年生なんだけど……」

　言って、彼女は怪け訝げんそうな顔でこちらを見る。

「……ちなみに取材って、どういうことを知りたいの？」

　……よし、上う手まくいった。

　この女生徒、完全に俺の話を信じてくれた。噓うそをついてしまったのはちょっと申もうし訳わけないけれど、これで安全に悠ゆう斗と先輩の情報を訊ききだせるだろう。

　──これが俺たち失しつ恋れん探偵の調査の一つ。「聞き込み」だ。

　失恋にまつわる事こと柄がら専門である以上、俺たちは自らが探偵であることを明かすことはできない。当とう事じ者しや同どう士しの揉もめごとに発展するのはもちろん、最悪教きよう師しまで交えた問題になる可能性もある。という訳わけで、俺たちはこんな風ふうに狙ねらいをカムフラージュしながら調ちよう査さ対象の情報を集めるのが常だった。

　ちなみに「ミステリ小説書かいててその取材中なんです」というのは、俺たちの使う中でも十お八は番こ的なごまかし方だったりする。

「まず伺いたいのは」

　それまで黙だまっていた百もも瀬せが切り出した。

　空気を読むのが苦にが手てな彼女に代わってここまでは俺おれが会話を主しゆ導どうしてきたけれど、ここからは進行をバトンタッチだ。

「そのイケメンの方の女性関かん係けいです。特別仲なかのいい女の子がいた、というようなお話を聞かれたことはありますか？」

「……え、仲のいい女の子……？」

「──というのもね！」

　不ふ審しんそうな表情になった女じよ生徒に、俺はかぶせ気ぎ味みに説明をはじめた。

「イケメントランぺッターは女の子にモテまくりで、それでも実は一人だけ本ほん命めいの女性がいる、って設定にしたいんです！　なので、実際のトランペットの宮みや代しろ……？　君も、好きな方がいるならどのような感じなのか伺うかがいたいなと……」

　探たん偵てい小説の取しゆ材ざいだ、と言っておきながらいきなり女性関係の話に入るなんて、奇き妙みように思われるのも仕方がないだろう。百瀬はその辺の気き遣づかいが全くできないものだから、こういう連れん携けいプレーが必要になる。

「ああ、そうですか……」

　彼女はうなずく。どうやら納なつ得とくしてくれたようだ。

「確か最近仲なか良よくしてる女の子がいるって言ってたなあ。一年の女の子らしいんだけど……」

「なるほど、どのような女生徒なのかはご存ぞん知じですか？」

「というのもね！　あの、キャラづくりの参考にしたいんですよ！」

「……うーん。えっとね……」

　女生徒は思い出すように視線を上げる。

「詳くわしくは知らないんだけど、プロフブックで仲良くしてるらしくて……アリノさん？　アリムラさん？　そんな感じの名前だったかな」

　思わず、横よこ目めでちらりと百瀬の方を見た。間違いないだろう、きっと有あり村むらさんのことだ。

「宮代さんとその女生徒は、具体的にはどのような関係だったのでしょう？」

「ネットでやり取りするのが主だったみたいで、あんまり直接会あったりはしてないみたいだったね。でも、彼もずいぶん気に入ってて、会話にもちょこちょこその子の名前出だしてたよ。本当にかわいいんだって自じ慢まんしてたなー。あと、自分の演えん奏そうで吹すい奏そう楽がくに興きよう味みを持った子がいるっていうのはうれしいんだってさ。宮代君、演奏に関してはめちゃくちゃストイックだったからね。そのへんやっぱり、生きつ粋すいのトランぺッターなんだろうなー」

「ということは、例えば二人が付き合いはじめたとしても不ふ思し議ぎはない様よう子すだったのでしょうか」

「ああうん、全ぜん然ぜん不思議はないね。むしろもうどっちからコクるか、みたいな感じだったんじゃないかなー？　まあ、それこそ彼、そのトランぺッター探偵みたいな感じに他校の女子とかにもモテてたから、悲しむ子は結けつ構こういそうだけどね……」

　と、そこまで言うと女じよ生徒は携けい帯たいを確かく認にんし、慌あわててそばにあった譜ふ面めん台だいを手に取った。

「っと、ごめん、そろそろ合がつ奏そうの時間だ。明日あした駅前で演えん奏そうするから、今日きようみっちりやらないといけないんだー。私行くね」

「はい、ありがとうございました」

「本当に助かりました！」

　俺おれたち頭を下げると、女生徒は手を振り小走りで南みなみ校舎に向かった。去り際、廊下を曲がる前にこちらを振り返り「あ、小説完かん成せいしたら読ませてね」なんてセリフを残してから。

「はーい、あはは……」

　俺は小さくため息をつく。

　こうやって小説を期待されるのはこれで何回目になるだろうか。

　もしかしたら、そろそろミステリを書いた方が良いかもしれないな……。これまでの聞き込みの際の出まかせを総合したら、めちゃくちゃカオスな設定になるけど。




「やっぱり、宮みや代しろ君も有あり村むらさんのこと気に入ってたんだな」

　部室に戻り、俺はノートを見返しながらそんな声を上げた。

「部員にあんな話してたんなら間違いないだろ。なのに。あっさり振るとか……。もうほんと……意い図とがわかんねえ……」

　有村さんの話、プロフブックの書き込み、女生徒の話、すべてが現状に齟そ齬ごなく嚙かみあっている。どう考えたって宮代君は有村さんのことを気に入っているし、なんなら異い性せいとして意い識しきしているのも間違いないのだと思う。

　なのに……彼が実際に取った行動、それだけが、あきらかに状況と矛む盾じゆんしている。

「この状況でも、まだいくつか考えられることはあると思います」

　百もも瀬せはそう言って、むんと腕を組んだ。

「例えばどんな？」

「まずはシンプルに、他にもキープしている女の子がいる、という仮か説せつです。確かに、プロフブック上で仲良くしているのは有村さんでした。周囲にそういう話をするのも、彼女のことだけでした。ただ、イケメンでモテていて、ファンの女の子もいたというのなら、他にこっそり親しん密みつにしている女子がいたとしても不ふ思し議ぎはありません」

「……あ、ああ」

　うめくような声を上げながら、俺はうなずく。

　確かにまあ、そういう考え方もできるか……。

　有村さんと仲良くしているのが確かく定てい的てきであっても、同どう時じ進行でほかの誰だれかと仲を深めるのだって不可能ではない。それはまあ、そのとおりだと思う……。

「他ほかにも、一回振ふることで上うわ手てに立とうとした、だとか、遊びで彼女に気のあるふりをした、なんて可能性も消えないでしょう。いくらでもパターンは考えられます。あくまで可能性の域いきを出ませんが、どれもよくある話です」

　……これもまた、否定はできない。

　恋愛に於おいて駆かけ引きをする人は少なくないだろうし、かわいい女の子相あい手てにちょっと遊んでやろうと思う男がいても、全く不ふ思し議ぎはない。

　ただ……そうだったら、本当に嫌いやだな……。

　有あり村むらさんは、本ほん気きで宮みや代しろ君くんのことを好きだったのだ。恋をしていたのだ。その気持ちをそんな理由で踏みにじるなんて、俺おれとしては許す気になれない。

　そしてなぜだろう、俺は百もも瀬せが「そんな発想」を口にしたことにも、ちょっとした不安を覚えた。理由も原因もよくわからない、ぼんやりとした不安。

「どうされましたか？」

　俺の表情に気付いたらしい、百瀬が尋たずねる。

「……な、なんでもないよ！」

　慌あわてて首を振って見せた。

「とりあえず、明日あしたは張り込むか！　ちょうど駅前で演えん奏そうするって言ってたし、やっぱりいろいろ、実際見みてみた方が良いだろ！」

「そうですね。そうしましょう。できれば宮代先せん輩ぱい本ほん人にんとも話してみたいところですし」

　うなずきながら、百瀬は鞄かばんに荷物を詰め片づけをはじめる。

「明日の昼ひる過すぎ、いつもの場所に集合でお願いしますね」

　そう言ってこちらを見る百瀬はいつもどおりかわいらしくて……胸に芽め生ばえていた不安は、緩ゆるやかに霧む散さんしていった。
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　翌日。

　土曜日の昼過ぎ。

　家の近くの集合場ば所しよに現れた百瀬は、普段以上にその身を縮こまらせ、小さく震えていた。

　というのも、

「耳みみ当あてしてないじゃん！」

　このところ、宇う田た路ろの気温は零れい度ど以下の日が続いている。防ぼう寒かん具ぐフル装そう備びの俺でも寒いのだから、耳丸まる出だしでは相当辛つらいだろう。

「家、取りに行こうよ！　どうせ近いんだし、すぐだろ」

　百瀬の家は待ち合わせ場所に選んだここ、フードセンターの前から歩いて数分程てい度どだ。このままじゃ風か邪ぜを引いてしまいかねないし、それになんというか……俺おれのプレゼントを使ってもらえないのは、ちょっと寂しい……。

　しかし百もも瀬せは、

「いえ、それでは吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏に遅れてしまいますから」

　俺の腕を手に取り、駅の方に向かって歩き出す。

　そして、

「それに──くっついていれば、寒さはちょっと和やわらぎます」

　そう言って、俺の腕をぎゅっと抱きしめた。

「駅の近くまででいいので、こうしていてください」

　──服ふく越ごしに伝わる百瀬の温かさ。

　──鼓こ動どうが一気に加か速そくし、動きがぎこちなくなってしまう。

　百瀬の体はなんて柔やわらかいのだろう。決して肉付きが豊かなほうではないはずなのに、力の込められた腕は、たまに触れるお腹なかは、どうしても意い識しきしてしまう胸は、じんわり温度を放ち噓うそみたいに柔らかい。

　駅まではほんの十分くらいで着くだろう。それでも、俺は酷ひどく幸せな気分になって、

「お、おう！　そうだな！」

　頰ほおが上がるのを自覚しつつ、駅に向かって歩みを進めた。




　宇う田た路ろ駅えき前まえには、昨日きのうまでなかった特とく設せつステージが設置されていた。雪のどけられた地面に横たわる、木製のカラフルな舞台。広さはちょうど学校の体育館の舞台と同どう程てい度どだろうか。

　そしてその上には、

「おお、もういるんだな！」

　宇田路中ちゆう央おう高校の吹奏楽部員いんたちがスタンバイしていた。

　五十人ほどの部員はみなコートに身を包み、寒そうに演えん奏そう開始を待っている。日につ中ちゆうとは言えここまで寒い中なか演奏するのは本当にご苦労なことだ……。天気が快晴だったのがせめてもの救いだな……。

　ステージの周囲には主婦やおじいちゃんおばあちゃん、部員の友達と思おぼしきギャラリーがかなりの人数集あつまりはじめていた。確か、宇田路中央高校の吹奏楽部は道どう大会でも上位に入るほどの強きよう豪ごう校こうだったはず。身み内うちのみならず一般のお客さんも楽しめる演奏が期待できるのだろう。

　俺は視線をステージに戻すと、宮みや代しろ君を探し出すべく部員を一人一人を観察しはじめた。

　彼の顔は知らないのだけど、「トランペットのイケメン」ということだったから、多た分ぶん問題なく見つけることができるだろう。トランペットパートは……壇だん上じよう左奥に五、六人いる感じだな。男子は一人だけで……おお、確かにイケメンだ。

　短めに切られ、ワックスで無む造ぞう作さにセットされた髪かみ。はっきりした顔だちに、どこか繊せん細さいな作りの鼻び梁りよう。間違いない、彼が宮みや代しろ悠ゆう斗とだ。

「しかしまあ……」

　言いながら、俺おれはステージ全体を再さい度ど見渡す。

「確かに、なんかイケメンが多いな……」

　部ぶ員いん全体の男女比は、大体１：５くらいと言ったところか。男子は全体で十人にも満たないほどだが、そのほとんどが男の俺から見ても「おお」と思うほどのイケメンなのだ。

「トロンボーンの人とかなんかインテリ風ふうだし、サックスの人はちょっとワルっぽい感じだし、ほら、あのチェロの人とか、サブカル俳はい優ゆうとかでいそうじゃね？」

　内ない心しん不安を抱きながら、俺は百もも瀬せの方を向く。さほどイケメンでもない身としては、ここで百瀬が目を輝かせていたりしたら結けつ構こうつらい。

　しかし、彼女は不ふ思し議ぎそうな表情でこちらを向き、

「そうでしょうか。んん」

　ぼんやりした口く調ちようでそう言った。

　……よかった、別べつ段だんテンションが上がったりはしていないようだ。

　ほっとしているうちに指し揮き台だいの上に吹すい奏そう楽がく部ぶ顧こ問もんが上がり、演奏がはじまった。

　俺は改めてステージの方を向くと、華はなやかなその音に意い識しきを集中させはじめた。




「……あ、あのー、宮代君、だよね？　演えん奏そうお疲れ様！」

「……ん？」

　演奏が終わってから十五分後ご。

　俺と百瀬はステージ脇わきで楽がつ器きの片づけをはじめていた宮代君にそう声をかける。

「あのー、俺、宮代君と同じ宇う田た路ろ中央高校二年の野の々の村むらって言うんだけど……今日きようの演奏ホント最高だったよ！　だからちょっと、どうしても話してみたくて……」

「おっ、マジ!?　ありがとう！」

　言って、彼はこちらに向き直ると右手を差し出した。

「そういう風ふうに言って貰もらえると、すっげーうれしいよ！」

　握あく手しゆに応じながら俺は彼の様よう子すをもう一度観かん察さつする。

　こうやって近くで見ると、顔立ちよりもその人ひと柄がらのよさそうな感じが好こう印いん象しようだな……。正直、他のイケメン連れん中ちゆうと比べると二枚目度ど合あいではやや劣るかもしれない。それでも、明るい笑顔や気さくそうなその態度、大切そうにトランペットを抱えている佇たたずまいに夢む中ちゆうになる女子は多いんじゃないだろうか。

　……こんな好こう青年が、なんであんな状況から有あり村むらさんを振ったんだ？

「後こう輩はいも一いつ緒しよに見に来てたんだけど、こいつもよかったって言ってたし……しかも、お客さんも結けつ構こう聴ききに来るんだな。人ひと垣がきできててびっくりしたよ」

「そうそう。最近は他た校こうの生徒も来てくれるようになってさー。ありがたい限りだよほんと！」

「女じよ生徒もかなり見に来ているようでしたが」

　それまで黙だまっていた百もも瀬せが、一歩前まえに出てそう切り出した。

「宮みや代しろさんのファンもいるのでしょうね。ずいぶんモテるのではないですか？」

「いーやいや全然そんな！」

　笑いながら、彼は大げさに手を振って見せる。

「確かにうちの吹すい奏そう楽がく部ぶ、他校の女の子ファンも多いけど、基本ほら、俺おれみたいな暑あつ苦くるしいのよりあいつらのがモテるから」

　言って、彼はちょっと離れた場所で片づけをしていたチェロ、トロンボーン、サックスのイケメンを指さす。彼らも宮代君の様よう子すには気づいたようで、

「でも宮代だって、最近プロフブックで仲良くしてる子いんだろ？」

「お前、なんだかんだでそういうとこ抜ぬけ目めないからなー」

　冷やかすようにそんな言葉を返した。

「ちょ、やめろよー！　そういう言い方するの！」

　宮代君は頰ほおを赤く染そめ、慌あわてた様よう子すで言い返す。

「なるほど、仲良くしている女性もいるのですね」

「ああ、うん……実はそうなんだよねー！」

　言って、宮代君ははにかんだ。

「俺の演えん奏そうをきっかけに吹奏楽に興きよう味み持ってくれたみたいで……最近結けつ構こういい感じなんだよ。おっとりしてて、本当に良い子でさ！」

　……そのリアクションに、激しい違い和わ感を覚える。

　つい先日「その女の子」を振っておいて……この口く調ちようは何だ？　本当にうれしそうだし、浮かれているようにすら聴きこえる。

「じゃあ俺、そろそろ行くよ！　学校に楽器置おきに行かなきゃいけないんだ！　これからも校内で演奏する機き会かいはちょくちょくあると思うから、また聴ききに来てくれよな！」

　言って、彼は手を振るとほかのイケメン部員と共にその場を去って行った。

　……なんだこれ。

　もうほんと、何がどうなっているのか全くわからない……。

　あんないい奴やつっぽい男子が、有あり村むらさんの話を振られてはにかんだ彼が、なんで彼女を振ったんだ……？　意味も事情も全然わからない……。

「とりあえず」

　隣となりで百瀬が髪かみを搔かきはじめた。

「もう一度プロフブックの内容を確かく認にんしたいです」

「……また？」

「はい」

「まあいいけど……二人が出会ってからの書き込みは大だい体たい見たし、もうあそこからは新しい情報手てに入らなくね？」

「ええ、それはそうですが」

　言って、彼女はこちらを向いた。

「少し気になることがあるので、じっくりパソコンで確かく認にんしたいのですよ」

「……なるほど」

　百もも瀬せが「気になる」なんて言い出すのは、基本的に依い頼らい解決の糸いと口ぐちをつかんだときだけだ。なら、ここは素直に従っておくべきだろう。

「わかった。そうするか」

　そして、百瀬は当たり前みたいな顔で──こんなことを言い出す。

「ではさっそく──先せん輩ぱいの家へ行きましょう」

「……俺おれんち!?」




　彼女を自分の家に招くのは初めてだった。

　何度か千ち代よ田だ邸ていにはお邪じや魔まし、母親に挨あい拶さつさせてもらったことがあったけれど……その逆は一度もなかったのだ。

　という訳わけで。

　俺の個こ人じん部屋。

　ベッドの上。

　現在百瀬は俺のノートパソコンをいじっていた。

　──胸に変な緊きん張ちよう感かんが込み上げる。

　女の子に自分のパソコンを触らせる、というのは、なかなかに不安になるものだな……。

　多くの男だん子し高校生にとって、マイＰＣのハードディスク内は誰だれにも見せることのできない超ちよう絶ぜつプライベート空間だろう。勢いで書きはじめたものの途と中ちゆうでやめたオリジナル小説やポエム、いかがわしい類たぐいのファイルなんかも当然そこに格かく納のうされている。

　そしてそのハードディスクを司つかさどるＰＣは今──自分と両りよう思おもいの関係にある百瀬に操そう作さされているのだ。

　とりあえず、見られちゃまずい類のものは事じ前ぜんに隠かくし、ブラウザのサイト閲えつ覧らん履り歴れきなんかも削さく除じよした。それでも、うっかり何かを見られる可能性はゼロではないだろう。

　しかも、問題はそれだけじゃない。

　現在、隣となり同どう士し座る俺との距離はゼロ──完全に密みつ着ちやくしている。

　さらに百瀬は、プロフブックの宮みや代しろ君のページを眺ながめつつも──

「百瀬……それ、首くび痛いたくないの……？」

「ええ、大だい丈じよう夫ぶです」

　──俺おれの肩に、こてんと首をもたせかけているのだ。

　両親のいない俺の家の、俺の部屋という密みつ室しつの中の、俺のベッドの上で。

　ちょっと身をよじり距離を取ろうとしてみる。しかし、彼女は無言で再びくっついてきた。「……」

　気を落ち着かせるために一度息いきを吸い込む。

　冬休みの間、俺と百もも瀬せは全く関係を進しん展てんさせることができなかった。

　抱きしめたりキスしたりすらしなかったことを考えれば、むしろ後こう退たいした、というのが正しいのかもしれない。

　ただもちろん、俺としてはそういう欲求がなかったわけではないのだ。

　むしろある。全然ある。

　それがここにきて、突とつ然ぜんこんな状況に置かれてしまっているのだ。正しよう直じき俺は──自分の衝しよう動どうを押しとどめるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「……んん」

　咳せき払ばらいしつつ、ちらりと百瀬の方を窺うかがう。甘い匂においのする髪かみに、おもちみたいに柔やわらかそうな頰ほお。小こ柄がらな割に胸はある方だし、ショートパンツから覗のぞく太ももは雪みたいに白い。

　……仮に今、俺が行動に出たらどうなるのだろう。
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　一歩踏ふみ出そうとしたら、百もも瀬せはどうするのだろう。

　百瀬が俺おれのことを好いてくれている、というのは、これまでの彼女の行動で実感していた。しかも、この状況下かで向こうから密みつ着ちやくしてくるってことは……ある程てい度どは許してくれるってことじゃないのか……？　そもそも、最初にキスしてきたのは百瀬の方だし……。ここまで健けん全ぜんなお付き合いを続けてきたのだ、ちょっと冒ぼう険けんしたところで、誰だれにもとがめられない……はず……。

　……しかし、五秒ほど躊ちゆう躇ちよしてから息を吐はきだし気持ちを抑え込むと、

「……はぁ……」

　俺は視線をディスプレイに戻した。

　やっぱり……やめておこう。

　今日きようのところは、調査に集中しておこう……。

　ストイックな百瀬のことだ、考えている途と中ちゆうに邪じや魔まされるのはきっと嫌いやなはず。俺だって、できればお互い完全に了りよう承しようを取れた上で前に進みたいし、別に今焦あせって何かをする必要はないのだ……。それがきっと、誠せい実じつってことなんだと思う。

　我が慢まんしろ……落ち着け自分……。

「……しかしこの人」

　欲求を紛まぎらわすため、俺は浮かんだ感想を無む理りにでも口に出しはじめた。

「本当に音楽好すきなんだな……。こんなＣＤ買いましたとかこんな曲やってますとかそんな書き込みばっかり……フォトアルバムも音楽室の風景とかそういうのだけで……。友達と撮とった写真とか、そういうのはないんだな」

「そうですね」

　一度肩かたに頭をぐりぐりしてから、百瀬も同どう意いする。

「ストイックな方なのですね」

　言って、彼女はとある記事でページを捲めくるのをストップした。

　いつもどおり、トランペットについて語っている普ふ段だんと変わりのない日記ページだ。その下に、有あり村むらさんを含む複数からのコメントが付いている。彼女が書いているのは、

『トランペット、難しそうですよね。。。音おん程ていとかちゃんと合わせるの大変そう。。。』

　なんて内容だ。まあいつもどおりの、なんてことのない感想と言えるだろう。

　しかし百瀬は肩から頭を離し姿し勢せいを正すと、

「先せん輩ぱい」

　真剣な声こわ色いろでそう言って、まっすぐこちらを向いた。

「週しゆう明あけ、有村さんを部室に呼んでいただけませんか？」

「……へ？」

　一いつ瞬しゆん、俺はぽかんとしてしまう。

「呼ぶって、なんで……？　もしかして百もも瀬せ、もう依い頼らい解決できたのか……？」

「いえ、今いま一歩、という所です」

　彼女はぐしゃぐしゃと髪かみを搔かいた。

「ただ、一点確かく認にんしたいことがあります。場合によっては、それですべて解決、となるかもしれません」

「マジか……」

　毎まい度どのことながら、俺おれは百瀬の発言に驚いてしまう。

　俺はまだ宮みや代しろ君の意い図とが全く見えないままなのに……百瀬はここまでの調査で、何をどう判はん断だんしたって言うのだろう。

　と、百瀬はぱたりとノートパソコンを閉じ、膝ひざから降ろすとベッドに置いた。何をするのだろうか？　と俺は彼女の動きを待っていたのだが、

「……」

「……」

「……」

　……え、なに？　この沈ちん黙もく。

　百瀬は俺にくっついたまま、特に何もしない。かと言って、密みつ着ちやくされている以上身み動うごきもとれないし……どうすればいいのかわからない。

「……も、百瀬……？」

　硬こう直ちよくした姿し勢せいのままで、俺は彼女に呼びかける。

「ど、どうしたんだよ……」

「……」

「……おーい」

　何も言わない百瀬。しかし、彼女はしばらくそうしてから息を吐はき出すと、

「帰ります」

　言って、すっくとその場に立ち上がった。荷物を手早くまとめ、さっさと部屋を出て行こうとする。

「お、おい……送るよ……」

　慌あわてて俺もベッドから立ち、彼女の後を追った。
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「もう調査の結けつ果か出たのー？」

　月曜の放課後ご、午後の日差しが差し込むミス研けん部室のクライアントシートで、有あり村むらさんはそう言って首をかしげた。

「調査をお願いしたの、ほんの二、三日前まえだよねー……？　こんな早くだと思ってなかったから、ちょっとびっくりなんだけどー……」

　相変わらず彼女はどこかぼんやりした表情だ。ただ、本ほん心しんから驚いているのに間違いはないらしい。どこかそわそわした様よう子すで百もも瀬せの顔かお色いろをうかがっている。

「まだ完全に結果が出た、という訳わけではありません」

　百瀬はそう言って腕を組んだ。

「ただ、一点確かく認にんしたいことがあるので、この度たびはここにお越しいただきました。順番にご説明いたします」

「うんー、お願いします……」

　半はん信しん半はん疑ぎのままうなずく有あり村むらさん。そんな彼女に百瀬は、いつもどおりの語り口で説明をはじめた。

「まず今回は、お二人のプロフブックの確認、吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんへの聞き込み、宮みや代しろ先せん輩ぱいへの聞き込み、という形で調査をさせていただきました。その中でわかったのは、本当に宮代先輩が有村さんと親しん密みつだった、ということでした」

「でしょー」

　有村さんが唇くちびるをとがらせうなずく。

「本当に仲良かったもん。毎日あれだけやりとりしてさー……」

「プロフブックの書き込みは、有村さんのおっしゃるとおり『付き合う直前』の関係にも見えるものでした。助手も同どう様ようにそれを拝はい見けんしましたが、同じ感想を持ったようです」

　言いながら、百瀬はぐしゃぐしゃと髪かみを搔かく。綺き麗れいなボブヘアーが一気にボリュームを増した。

「また、吹奏楽部員に聞き込みを行い話を聴きいたところ、彼が有村さんと思おぼしき女じよ生徒と親密にしていた、という証しよう言げんを得ることができましたし、そして何より、宮代先輩本ほん人にんからも、同様の話を聴くことができました。ただ、そうであっても──宮代先輩が本当に有村さんに好こう意いを抱いていても、『有村さんが振られる状況』ができ得ることに、私は気が付いたのです。それが本当に有村さんの失しつ恋れんの理由なのかを確かく認にんするため、今日きようはここに来ていただきました」

　言って、百瀬は脇わきに置いていた鞄かばんをごそごそと漁あさりはじめる。

「きっかけは、この助手が吹奏楽部の演えん奏そうを見に行った際、『チェロ担たん当とうの男子がイケメンだ』と言い出したこと。プロフブックで有村さんが宮代先輩にされていた『音おん程ていを合わせるのが大変そうですね』というコメントの二点でした」

　……ん？　なんだそれ……。

　確かに俺、チェロ担当男子をイケメンだと思ったけど……なんでそれがきっかけになるんだ……？

「まずはこの写真をご覧らんください」

　言って、百もも瀬せはファイルの中から一枚の紙を取り出し、有あり村むらさんに差し出した。

　彼女はそれを受け取るとしばらく眺ながめ、

「あー、うん、吹すい奏そう楽がく部ぶの悠ゆう斗と先せん輩ぱいと同い年の人だねー……演えん奏そうのときもよく見てたから覚えてるー」

　こくりとうなずきながら答えた。

　確かに、百瀬が差し出した紙には、例のチェロのイケメンの写真がプリントされていた。パーマがかかった長めの髪かみに、濃い目の顔立ちが印いん象しよう的てき。プロフブックかどこかから拾ってきたらしい。

「そのとおりです、やはり覚えていらっしゃったのですね。では続きましてこちら」

　百瀬はもう一枚ファイルから紙を出した。そこにプリントされているのも吹奏楽部男だん子しの姿すがただ。

「この人も……吹奏楽部の人だねー」

　うん、間違いない。あの日サックスを担たん当とうしていた、ちょっとだけ不ふ良りようっぽいイケメンだ。

「はい。では続きまして」

　百瀬はさらに紙を取り出す。

「こちらをご覧らんください」

　と、その紙に視線をやった瞬しゆん間かん──

「あー悠斗先輩！」

　──有村さんは声を上げ、勢いよくその身を乗り出した。

「あの人プロフブックに写真のせないからなかなか画が像ぞうとか手に入らないんだけどー、どうしたのこれ？　私もほしー！」

　言って、じっと写真を見つめる有村さん。喜き色しよく満まん面めんのその表情は、まさに恋している女の子。完全に浮かれたものだった。

　しかし……ハイな彼女とは対たい照しよう的に、俺おれはひどい混乱に陥おちいる。

　何なに言ってるんだ……？　有村さんは、なんでこの人を……。

「では、こちらの人もご存ぞん知じですよね？」

　言って、百瀬は最後にもう一枚紙かみを取り出して見せた。

「あ、うん知ってるー。この人も吹奏楽部の人だよねー。でも今は悠斗先輩の写真見みたいー！」

　有村さんはそう言って百瀬が差し出した紙をよけると、もう一度先さきほどの画像を眺めはじめた。

「んふふーかっこいいなー。このサラサラの髪とか、クールなメガネとかー。実際は結けつ構こう熱い人ってギャップもかわいいし……。あーもう、ほんと何で振られたんだろ……」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　慌あわてて言うと有村さんがどけた紙を拾い上げ、俺はそれを彼女に向けた。

「な、何なに言ってるんですか有あり村むらさん……だってこれ……」

「なにー？」

「これ……今どけたのが──宮みや代しろ君くんの写真ですよ？」

「……へ？」

　彼女はぽかんと目を見開いた。

「今いま有村さんが見てるの……別の人です……」

　──そう、今俺おれの手にあるのは宮代君の写真だ。

　そして、有村さんが「悠ゆう斗と先せん輩ぱいだ」と喜んで見ていたのは──宮代君ではなく昨日きのう駅前で演えん奏そうしていた、別のイケメン──トロンボーン担たん当とうの男子の写真なのだ。

「えっ……？　えっ……？」

　訳わけがわからない様よう子すで目を白しろ黒くろさせる有村さんに、百瀬が説明をはじめる。

「順番にお話ししましょう。まずはじめに、この助手が先日の駅前での演奏の際、『チェロの男子がカッコいい』と言い出したのに、私は最初の引っ掛かりを覚えました」

「は、はいー……」

　困こん惑わくも露あらわに有村さんは相あい槌づちをうつ。

「確かに、吹すい奏そう楽がく部ぶには客きやつ観かん的てきにも美少年だと言える男子生徒が何人もいました。各パートにバランスよく散らばる形で。ただ、『チェロ』のイケメンが吹奏楽部に存在するはずがないのです。というのも──吹奏楽部に『チェロ』は編へん成せいとして組み込まれていませんからね」

「……え？」

　思わず、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。

「吹奏楽部で使用される弦げん楽がつ器きはおおむねコントラバスと、たまにエレキベースくらいでしょうか。実際、宇う田た路ろ中央高校の吹奏楽部にも、コントラバス担当が三名いるだけでした。他に『チェロ』と見み間ま違ちがえ得る楽器はありません。ので助手はきっと、そのうちの一人の男子を指して『イケメンだ』と評したのだろう、と考えました」

　……そうだったのか。

　デカいバイオリン的な楽器は全部「チェロ」なのだと思っていたけど……あれ「コントラバス」っていうのか。初めて聴きく名前だな……。

「そして次に、『音おん程ていを合わせるのが大変そうですね』という宮代先輩に対する有村さんのコメント。確かに、金きん管かん楽がつ器きは音程を合わせるのには技術が必要とされます。手て元もとのピストンなどで調ちよう節せつするだけでなく、唇くちびるの形や力の入れ具合でも微び細さいに変わるので。ただ──先輩」

「お、おう!?」

　急に呼ばれて変な声が出た。

「トランペットに、音程を合わせるのが難しいという印いん象しようはありましたか？」

「……あー」

　腕を組み考える。

「あんまそういう印いん象しようはないかも……。その、手て元もとのピストンみたいのを押せば普通に音おん程てい変わるんだってくらいにしか思ってなかった」

　多分あの楽がつ器きにはピストンみたいなものが二、三個ついていたはず。あれを押せば音程が上下するのだろうから、特別な技術が必要なイメージはなかった。

「ですよね。私も以前は大だい体たい同じような認にん識しきでした。ただ、有あり村むらさんは『音程を合わせるのが大変そう』と判はん断だんした。楽器自じ体たいにあまり興きよう味みがあるようには見えなかったにも関わらず。ここに違い和わ感かんを覚えた私は、ある仮か説せつにたどり着いたわけですが──有村さん」

「……何ー？」

「この楽器の名前は何でしょう？」

　言って、百もも瀬せはもう一度ファイルから紙を取り出す。そこには、ピストンを押すことで音程が変わる小さな金きん管かん楽がつ器きの画が像ぞうがプリントされていた。

「……ラッパ？」

　有村さんは首をかしげ、自信なさげに答える。

「ではこれは？」

　続いて百瀬が出した、スライドを手で調ちよう整せいすることで音程を上下させる金管楽器の画像に、

「……これ、トランペットだよねー？」

　有村さんはつぶやくように、答えた。

「私、そうだと思ってたんだけど……」

「有村さん」

　百瀬は紙をしまい、彼女に呼びかけた。

「今いま見せたのはトロンボーンで、その前にお見せしたのがトランペットです」

「……」

「有村さんはずっとトロンボーンを、手元のスライドで音程を上下する金管楽器を、トランペットだと勘かん違ちがいしていたのです。悠ゆう斗と先せん輩ぱいの名前を確かく認にんした際、有村さんはクラスの吹奏楽部員に『トランペットのイケメン』と尋たずねたとおっしゃっていましたね？」

「……うん」

「そこで入れ違いが発生したのですね。つまり、実際に一ひと目めぼれした相手とプロフブックでやり取りしていた相手は、完全に別べつ人じんなのです」

　……なんだよそれ!?

　マジでそんな……人ひと違ちがいしたままやり取りが進行するとか、そんなことがあり得るのか!?

　……でも確かに、宮みや代しろ先輩と有村さんの話がかみ合わないのはこれで説明がつく。

　それになんというか……有村さんの性格というか雰ふん囲い気きを考えれば、そういう行き違いもなくはないかという気がしてしまう。俺おれ自身、楽器の名前をちゃんと知らなかったわけだし……。

「実際、有あり村むらさんは一度も自分があこがれたイケメンと名前を合がつ致ちさせる機き会かいがなかったのではないですか？　宮みや代しろ先せん輩ぱいは、そのストイックな性格もあってかプロフブックに自分の写真を載のせていません。先ほどの画が像ぞうも、市の吹すい奏そう楽がくの大会が行われた際のニュースページから拝はい借しやくしたものです。実際に会って話したときも、告こく白はくしたときも、本当に最さい低てい限げんの会話のみだったとのことですし、きちんとお互いのことを確かく認にんし合ったりしなかったのではないでしょうか？」

「それは……そうだねー……」

　どこかぼんやりした口く調ちようで言って、有村さんはうなずいた。

「まだ実感が沸わかないようですね。では、こちらをご覧らんください」

　百もも瀬せは最後にもう一枚、紙をファイルから抜き出す。そこには吹奏楽部男子で撮とったらしいプリクラがプリントされていた。

「これは、コントラバス担たん当とうの男子のプロフブックに載のっていたものです。各かく男子の下に名前が記き載さいされており──このとおり、有村さんが宮代先輩だと認にん識しきしていた男子のところには『マナブ』と書かれていますね」

「……」

「ということで、ご依頼は『宮代先輩が自分を振った理由を知りたい』とのことでしたが」

　百瀬はまっすぐ有村さんを見ると、静かに、そして簡かん潔けつに結論を述べた。

「『有村さんは宮代先輩には振られていない。振ったのはマナブ先輩である』、以上が調ちよう査さ結果となります」

「……うわー」

　相変わらず悄しよう然ぜんとした表情で、有村さんはつぶやくように言う。

「うわー……」

　……そりゃまあ、混乱するよな。

　関係を深めていたはずの相手が自分が思っていたのと別人だったなんて……どうすればいいかわからなくなってしまうだろう。かく言う俺おれも、仲間意い識しきを覚えていた彼女の意い外がいな事実にひどく戸と惑まどっていた。

「この事実をどう受け止めるかはあなた次し第だいです」

　ノートを閉じ、いつものように百瀬が調査の終了を告げる。

「でも、いつかまたあなたに恋の終わりが訪れたら、そしてそれにどこか引っかかりを感じていたら、もう一度ここにいらしてください。失しつ恋れん探たん偵ていが、あなたの恋の終わりをお手伝いします」

「……はいー」

　夢うつつ、といった様よう子すで有村さんは椅い子すから立ち上がった。

「ありがとうございましたー……」

　言って、頭を下げると彼女はふらふらと部室から出ていった。

「……大だい丈じよう夫ぶかな、有村さん」

「大だい丈じよう夫ぶだとは、思いますが」

　その背中を見送りながら、俺おれは彼女がこの後どうするのかがひどく気にかかっていた。

　宮みや代しろ君くんやマナブ君に、有あり村むらさんはこれからどう接することになるんだろう……。どうふるまうのが、一番いいんだろう……。
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　数日後ごの放課後。

　俺と百もも瀬せが二人して自じ販はん機きに向かう最さ中なか、廊下でばったり有村さんと出会った。

「あ、どうもー。この間はありがとうねー」

　笑顔で頭を下げる彼女に、俺も会え釈しやくで返す。

「いえいえ全然です……。というか、あのー……」

　一いつ瞬しゆんためらい、微び妙みように緊きん張ちようを覚えつつ俺は尋たずねた。

「そ、その後どうですか……？　宮代君とはどうしてます……？」

　──有村さんがどうするのかは、あれからずっと気になっていた。依い頼らいはきちんと解決したけれど、有村さんの恋はまだ終わっていないのだ。依頼解かい決けつから日もたったし、そろそろ何か動き出していてもおかしくない。

　……まあ、個人的にはもう一いち度ど宮代君にアプローチをかけるんじゃないかと思っているのだけど。プロフブックでやり取りしてきたのは、気持ちを育はぐくんで来たのは彼なわけで、それこそが「恋の本ほん体たい」なのではないかと思うから。

　しかし、

「あー、実はあれから、悠ゆう斗と先せん輩ぱいとはあんまり連れん絡らくとってないんだー」

　相変わらずのほほんとした表情で彼女は言う。

「……へ？」

「でね、マナブ先輩とプロフブックで仲良くしはじめたのー。向こうからしたら、突然コクられただけだしー、もうちょっと頑がん張ばりたいなってー」

「あ、ああ……」

　……確かに、言われてみればそうかもしれない。努力の余よ地ちはあるだろうし、まだチャンスは残されているのかもしれない。

「……ちなみに、なんでその、マナブ君を選んだんですかね？　それこそ、宮代君が有村さんに好こう意いを持ってるのは間違いないと思うんですけど……」

「あー、それはねー」

　指で髪かみをいじりながら、有村さんは答える。

「やっぱり私、マナブ先輩の顔が好きなんだー。だって、そもそもは一ひと目めぼれだしね。その気持ちに噓うそはつきたくないからさー」

　……くっ、結局顔かおか！

　言ってることはわからなくもないけど、個人的にはちょっと胸に来るものがある……。

「また何か進しん展てんがあったら報告させてもらうね、じゃーねー」

　言って、有あり村むらさんは笑顔で手を振り去って行った。




「……なあ、百もも瀬せはどう思う？」

　自じ販はん機きでジュースを買い、部室に戻った俺おれは百瀬にそう尋たずねてみた。

「何がですか？」

「あの、有村さんがあっさり宮みや代しろ君から乗り換えたの。あんなに宮代君と仲良くしてたのに顔であっさり乗り換えるって、さすがにひどくない？」

　別に有村さんの判はん断だんが間違っているとは思わない。言ってることはもっともだ。それでも、諸もろ手てをあげてその選択を肯こう定ていする気にはなれなかったし……百瀬がどういう感想を抱いたのかも少々気になった。

「んん」

　百瀬は視線を落とし、小さく唸うなった。

「確かに、宮代先せん輩ぱいからしてみれば失礼な話だと思います。人ひと違ちがいで言い寄られたわけですからね」

　ただ、と前置きして彼女はこちらを見る。

「どこを好きになるか、なんていうのは本当に人それぞれで、複数の要素が絡からみ合うもので、良いも悪いもないように思います。誰だれも彼女のことは責められないと思いますよ」

「……じゃあたとえば本当に顔だけとか体目め当あてとか……最悪お金かね目当てとか、そういうのも百瀬的にはありなの？」

「問題ないと思います」

　言って、彼女は紙パックのジュースを一ひと口くち飲んだ。

「実際、ルックスを一切気きにせずに恋愛をできる人はかなり少ないでしょうし、そうでない人を責めるわけにはいきませんよ。経済面だって、私たちくらいの年ねん齢れいでは実感がありませんが大人おとなになれば重要でしょう。もちろん、どちらも『それを手に入れるため相手をだます』というのが目的であれば、私としてもどうかとは思いますが、根こん本ぽん的てきには間違いではないと思います」

　……マジか。

　百瀬結けつ構こう、そういう割り切り方もできるタイプなのか。

　なんだか、微び妙みようにショックを受けてしまう。冷静なこいつのことだから、考え方としては確かに百瀬らしいのだけど。

「ただ」

　百もも瀬せはジュースを机に置き、視線を俺おれの方からそらした。

「そうは言っても、私がルックスや経済面めんを理由に先せん輩ぱいを好きじゃなくなることはないので、安心してください。だって私は──先輩の全部が、好きなのですから」

「……」

　──自分の中で、不安が喜びにぬりつぶされていくのを感じる。

　そうだ……百瀬はただ「理り屈くつの上は、有あり村むらさんは正しい」と言っているだけなのだ。それは彼女自じ身しんの本ほん心しんとは全く関係ない。

「……ならよかった」

　言って、俺は百瀬の髪かみに手を伸ばし、手て櫛ぐしでそれを整えはじめた。

　世の中には、いろんな価か値ち観かんがあるのだと思う。

　いろんな考え方や、いろんな正しさがあるのだと思う。

　そのすべてが、自分に理解できるものである必要はないのだ。

　俺はただ……百瀬と同じ気持ちでいられるなら、それで十分なのだ。

　そんな風ふうに、思っていた。
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「最近どうしたッスか、九つ十く九も先せん輩ぱい？」

　有あり村むらさんの依い頼らいから二週間ほど経たったある日。百もも瀬せが日につ直ちよくで部室に来るのが遅れた放課後ご。

　四十八願よいなら志し穂ほ里りは、探たん偵ていシートでニヤリと笑って俺おれに尋たずねた。

「なんか、一時期はうざいくらいモモとラブラブ感かん出してたのに、ここしばらくは落ち着いちゃった感じッスけど」

　短めの髪かみに日に焼けた肌はだ。快かい活かつな印いん象しようの顔に意い地じ悪わるな笑えみを浮かべ、志穂里はこちらを見ている。

　こいつは百瀬の親友にして、失しつ恋れん探偵の発ほつ足そくのころからの関係者しやだ。さらに言うと、百瀬と両りよう思おもいだと発はつ覚かくしたのもこいつのおかげなところがあったりして……まあなんというか、俺たちにとってかなりの重じゆう要よう人物とも言える女じよ生徒なのだ。

　普ふ段だんは所しよ属ぞくしている陸上部ぶの練習でこんな時間にこの部室にはこないのだけど、今日きようはそれも休みらしい。

「あー、別にまあ、何もないんだけどさ」

　俺は彼女の問いに雑に答える。紙パックのジュースをストローで飲みながら。

「浮かれることもあれば落ち着くこともあるんだよ……」

　……実は俺、この志穂里のことが少々苦にが手てだったりする。いいやつなのも、恩おん人じんなのも認めるのだけど、こうやって人の事情にずけずけ踏み入ってくる辺りが。

「そッスか」

　志穂里はニヤニヤ笑ったままで机に頰ほお杖づえをついた。

「まあ何にもないならいいッス。もしモモと何かあったなら、力になれると思ったッスけどね」

「……」

　何かあったなら、か……。

　有村さんの依い頼らいを解決してから、ここしばらくのことを思い返してみる。

　基本的には、俺と百瀬の関係は変わっていない。学校では両思いであることを隠かくして行動し、家に戻ればくっついたり手をつないだりする、密ひそやかで楽しい関係。毎日一いつ緒しよに登とう下げ校こうするのも、それまでどおりだ。

　──なのになぜだろう。俺の中で、わずかな引っ掛かりが生まれつつあった。

　それまでは当たり前だった彼女の配はい慮りよのなさに、冷静さに違い和わ感かんを覚えるのだ。

　例えば、二人で部室にいる際、無む言ごんでふらっと出て行き一時間くらい帰ってこなかったり、朝の待ち合わせに連れん絡らくもなしに十分くらい遅ち刻こくしたりと、そういう些さ細さいなことに。

　つい昨日きのうも、新たなクライアントに調査を依頼されたのだけど……その際「ちょっと引っかかること」を彼女に言われて、今も微び妙みようにもやもやした気分だ。

「……」

　一いち度ど視線を志穂里からそらし、考える。

　正直なところ、こいつが力になってくれるなら助かるのは事実だ。志し穂ほ里りなら……なんだかんだで俺おれたちのことをよく知っているこいつなら、上う手まく状況を読み取って適切なアドバイスをくれそうな気がする。そもそも俺と百もも瀬せのこんな些さ細さいな変化にも気が付いたわけだし。

　ここで相談しはじめるのも術じゆつ中ちゆうにはまったみたいで悔くやしいけれど……話してみるか。あんまりあけすけになるのもあれだから、適てき度どに話をぼやかしつつ。

「……逆に訊ききたいんだけど」

「なんスか？」

「志穂里はさ……結けつ構こう、尾お崎ざき君くんとは気が合うの？」

　──尾崎君、というのは志穂里の彼かれ氏しだ。

　彼女と同じ陸上部ぶにいて、仲もすこぶるいいらしい。であれば、彼女たちの関係から学ぶべき部分もあるかもしれない。

「あー、どうスかね？　合うとこもあり、合わないとこもありって感じッスかね。まあ、ほとんどのカップルがそうだと思うッスけど」

「へー……じゃあ、言い合いになったりとかはする？」

「たまに。ていうか九つ十く九も先せん輩ぱい、モモと言い合いになったッスか？」

「あ、いや、そうじゃないんだけど」

　俺は首を振って見せる。

「他のみんなもこう……恋人の細かい言げん動どうに妙みように引っかかっちゃったりとか、そういうことあるのかなって……」

「ふむ……」

　志穂里はむんずと腕を組む。

　そして、何かを理解したような表情で、

「九十九先輩……モモともうしました？」

　真ま面じ目めにそう尋たずねてくる。

「『した』って……何を？」

「そんな、両りよう思おもいの相手とするなんて決まってるじゃないスか。セック──」

「──してねえよ！」

　思わず、大おお声ごえで彼女のセリフをかき消した。

「お前……何訊きいてくんだよいきなり……」

「でも、真面目な話ですよ。してないんスか。モモ、ちっこいのに出るとこ出てて、結構いい体してるのに」

「知らねえよ……」

　……いや、本当は知らなくないけど。むしろ気になるけど……。

「ていうか、そういうのってホント大だい事じだと思うッスよ」

　仕切りなおすように、真剣な声で志し穂ほ里りは続ける。

「そこまで行かなくともチューとかハグとかも。ちゃんと気持ち確かめられれば、いろんなことの解決策さくが見えてくる気がするッス」

「……ふうむ」

　志穂里らしい意見だなと思う。頭じゃなくて体で考えるんだ！　的なところが。

　ただ、問題を根こん本ぽん的には解決しないまま、スキンシップでどうこうっていうのは、色々先送りにしてるだけじゃないのか？　あまり見習うべき態度じゃない気がする……。

「マジな話モモとそういう関係を進めたいと思わないッスか？　私相あい手てだから気にしなくていいッスよ。リアルにそういうこと、したいって全く思わないッスか？」

「んん……まあ、そりゃしたいけどさ……。一応俺おれだって、男子なわけだし……」

「じゃあ、押し倒そうとか思ったことないんスか？」

「……それもあるけど──」

　──と、そこまで言ったところで、

「──何があるんですか？」

　部室の扉とびらが開き、外に立っていた百もも瀬せが首をかしげた。

「──ぶばふぁ！」

　ジュースを噴ふき出した。
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「ちょ、も、百もも瀬せ……いたのかよ……」

「今ついたばかりですけど」

「そっか……」

　よかった、聴きかれたわけではなさそうだ……。

「日につ直ちよくお疲れモモー！」

「うん。疲れたー」

　百瀬は志し穂ほ里りとやりとりしながら部室に入り、手て近ぢかなクライアントシートに腰かける。

　そして、

「ところで先せん輩ぱい、『日につ誌し』は読んできましたか？」

　こちらを向き、いつもどおり平へい坦たんな口く調ちようでそう尋たずねた。

「……おう。ちゃんと全部法のり枝えださんが書いた分は読んだよ。読めるところは、だけど」

　──今俺おれたちが取り組んでいる調査に於おいて、「日誌」は重要アイテムだった。

　言ってみればそれが「調査対たい象しよう」だし、まずはそこに目を通さないと話ははじまらない。昨晩、二、三時間かけて俺はその内容を読どく破はしてあった。

「あ、調査はじめる感じッスかね？　じゃあ私は行こうかな」

　志穂里がそう言って席を立つ。

「モモ、また明日あしたね！」

「うん、明日ね」

「あと九つ十く九も先輩は頑がん張ばって！」

「……何を頑張るんだよ」

「決まってるじゃないスか。セック──」

「──じゃあお疲れ志穂里気きをつけて帰れよ!!」

　慌あわてて声をかき消す俺に、志穂里はニヤリと笑いかけ部室を出ていった。

　……あいつはほんと……応おう援えんしたいのかからかいたいのかはっきりしてくれよ……。

　ため息をつき、怪け訝げんそうな表情の百瀬に向かい場を仕切りなおす。

「とりあえず……気づいたこととか挙げてくか」

「そうですね」

　ちょっと考えてから、何事もなかったかのようにうなずく百瀬。よかった、特に今のやりとりを追つい及きゆうされることはなさそうだ……。

　ほっとしつつカバンから日誌のコピーを取り出し、俺は依い頼らい者しやが部室を訪ねてきたときのことを反はん芻すうする。

　昨日きのうの放課後ご、下げ校こう時間の一時間ほど前のこと。
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「二年の、芥あくた川がわ共とも樹きです。よろしくお願いいたします」

　言って、百もも瀬せの前でクライアントは頭を下げた。お辞じ儀ぎの教科書なんてものがあったら模も範はん例れいとして採用されそうな、背せ筋すじの伸びたきれいな姿し勢せいで。

　頭を下げ返しつつ、俺おれは彼の様よう子すを観察する。

　校こう則そくのとおりしっかり着こなした制せい服ふくに、同じく校則のとおりしっかり整えられた髪かみ型がた。何というか、仕し草ぐさも相まって漫まん画がに出てくる生徒会長みたいな印いん象しようだな……。

　ただ、決して全体の印象は野や暮ぼったくない。むしろ、品ひんがあり洗せん練れんされたセンスが感じられる。かけている銀ぎん縁ぶちのメガネもしっかりアイロンのかけられたシャツも、どこかインテリジェントな上品さを放っていた。

「メールにも記き載さいさせていただきましたが、現在僕ぼくは映えい画が研究会に所しよ属ぞくしています」

　教師が生徒に語りかけるようなゆっくりとした口く調ちようで、彼は事情の説明をはじめる。

「まあ、部と言っても現在の部員は僕一人ひとり。活動も映画鑑かん賞しようと批ひ評ひようの雑ざつ誌し投とう稿こう、それからたまに自分でも脚きやく本ほんを書いてみる程てい度どで、本当にささやかなものなのですが。その部室には、昔からつけられている日につ誌しがありまして……」

　言って、彼は鞄かばんをごそごそとあさり、一冊のノートを取り出した。

「……たとえば、これがそうです」

　ひどくボロボロになったそれを開き、芥川君はこちらに差し出す。

「ふむ」

　百瀬と順じゆん番ばんでページを覗のぞき込んだ。そこには、十五年ほど前の日付とその日の日記のようなものがつづられていた。女じよ生徒が書いているらしい、綺き麗れいに整った、それでもどこかかわいらしい印いん象しようの文字たち。

「特に内容に決まりはなく、歴れき代だいの部員がその日の活かつ動どう内容や、感じたこと、テストの情報などを書き込んでいます。全部で数すう十冊、創そう部ぶから二十年分ほどの分ぶん量りようが部室にはあるのですが、映画鑑賞の合あい間まにそれを古いものから読み進めていくのが僕の日課でした。やはり鑑賞には体力を使うので、良い息いき抜ぬきになるのです。そしてちょうど先月くらいでしょうか、今お見せした十五年前の日誌にたどり着いたのですが……そこに書かれていた文章に、強く感かん銘めいを受けまして……」

　言って、彼は怜れい悧りなその顔に高こう揚ようの色を浮かべた。

「本当に……好みだったのです。当時の二年生の女子が書いた日々の記録なのですが……どこかひねくれた文ぶん体たいに知ち性せいとセンスの良さが滲にじんでいて……。ネガティブなことを書いていてもキュートさにあふれていて……そのまま女じよ子し高生の日常を描く青せい春しゆん映画にできてしまいそうで……」

　彼は俺おれたちから日につ誌しを受け取り、とあるページを開くと再さい度ど手渡した。

「この辺りがまさにそれなんですが……ほら、ここなんて、ただ単に登校中ちゆうに考えたことをつづっているだけなんですけど……すごいんですよ！」

　芥あくた川がわ君くんの熱ねつ意いに押され、俺たちもその日誌に目を通していく。




　　　　　　　　　　～




　家を出るときの感覚は面白い。急に外の日を浴びて、視し界かいがハレーションして、その乱らん暴ぼうさに私はイライラするのだけど、それにもすぐ慣れて、「いい天気だな」と気分がよくなる。私の気持ちはころころ変わるし、一いつ貫かん性せいがないと姉には非ひ難なんされたりもするけれど、それがいけないことだとは全く思わない。そんなものにこだわっている人間は、自分に不ふ誠せい実じつなのだ。一貫性なんて、あくまで生まれた気持ちにあとから勝かつ手てに見出すべきもので、間違っても、一貫性のために気持ちが捻ねじ曲げられることがあってはならない。

　学校に向かって歩いていると、他校の男だん子し生徒とすれ違う。彼らは道をゆく女性の姿すがたを目で追っている様よう子すで、それがすごく下げ品ひんに見えて、「おえっ」となってしまう。きっと彼らは、私がどれだけきれいに制せい服ふくのリボンを結ぶことができても、褒ほめることはおろか、気付くこともない。仮に気付くことがあるなら、私はあっという間に恋に落ちて、一生添そい遂とげる決意をしてしまいそうなのだけど。

　でもきっと、恋なんていうのは本来そんなものなのだ。私はそういうものに、一生を賭としてみたいと思う。




　　　　　　　　　　～




　……んん。

　途と中ちゆうまで文章を読み終え、俺は顎あごを撫なでる。

　確かに独どく特とくの思し想そうを感じるな。百もも瀬せとはまた違ったベクトルでひねくれていて、よく言えば面白そう、悪く言えば面倒めんどくさそうだなと思う。個人的にはそこまでの魅み力りよくは読み取れないけれど……一応、何かしら感想は言っておこう。

「……ユニークで、素す敵てきな文章ですね」

　顔を上げほほえむと、芥川君はその表情をぱっと輝かせた。

「ですよね！　他にもこの女生徒が──法のり枝えだ文ふみさんが書いた文章は素晴らしいものだらけで、毎日舐なめるように、大切に読んでいたんです。そしてですね、自分の中で彼女の存在が大きくなりつつあったある日、ふと気づいたんです。学校にある過去の卒業アルバムを見れば──彼女がどんな女じよ生徒だったのかを知ることができると」

「……あー」

　確かに、図書館の一角にはこれまでの卒業アルバムがまとめて置かれているコーナーがあったはずだ。あそこで当時の卒そつアルを見つけ出せば、彼の言うとおり法のり枝えださんの写真も発見できるだろう。

「早さつ速そく僕は、図書室で当時の卒業アルバムから彼女の写真を見つけました。それが──これです」

　言って、彼はＡ４のコピー用紙をこちらに差し出す。そこには、一人の女じよ生徒の小さなバストアップ写真が印刷されていた。

　肩に着くくらいの黒くろ髪かみに、透すき通るように白い肌はだ。綺き麗れいに整った黒い眉まゆに──冷ややかなのだけど強い意い志しを感じさせられる顔立ち。

　客きやつ観かん的てきにも、間違いなく美人と呼べるタイプの女生徒だった。

　この人が……さっきの文章を書いていたのか。

「これを見たときにですね……はっきり気付いたんです。この法枝さんに……十五年前まえの先せん輩ぱいに、恋している自分に」

　芥あくた川がわ君くんは、深く息を吐はきだした。

「失しつ恋れんどころか、そもそもかなうはずがない恋を、僕はしてしまったんです」

　言って、彼は困ったように笑うと百もも瀬せの方を向いた。

「なので、厳げん密みつには自分は『失恋』はしえない、ということになります。告こく白はくすることも、その返事を訊きくこともできないのですから。失恋探たん偵ていさんは、失恋専せん門もんの探偵とのことでしたが……こういった人間の依い頼らいも、受けていただけますか？」

「もちろんです」

　百瀬は当然のようにうなずいた。

「私たちは『恋の終わり』をお手伝いする探偵です。そもそも叶かないえない恋に関しても、調査はさせていただきます」

「そうですか……ありがとうございます」

　ほっとした様よう子すで、芥川は小さく頭をさげた。

「では、続きを話させていただきます。はっきりと恋を自覚した後も、僕は彼女の日につ誌しを毎日読んでいました。こんなことをいうのもおかしな話ですが、なかなか幸せな日々でした……。言ってみれば、十五年のときを経て、文ぶん通つうしているような気分になれるわけですからね。誰だれも知らない、二人だけのやりとり……なんだか、彼女の特別な存在になれたような、そんな気すらしていました。ただ……」

　彼は寂しげにほほえむ。

「向こうにとって二年生の夏を迎えた辺りからでしょうか……少しずつ彼女の記き述じゆつの中に、特とく定ていの男だん子し生徒が出てくるようになったんです。同じクラスの、演えん劇げき部の男子の記き述じゆつが……」

　ああ……、と声を漏もらしかけた。

「最初はたまたま名前が何度か出ただけなのだと、そう思いました。それでも、何回も彼女が彼に対して言げん及きゆうしていくうちに……気付かされてしまいましたよ。……ああ、法のり枝えださんは恋をしたんだなって。その男子のことを、好きになったんだなって」

　穏おだやかな芥あくた川がわ君くんの顔が、苦しそうにゆがむ。

「おかしな話ですよね……十五年も前の恋で、僕はひどくうろたえてしまったんです」

「……わかる気がします」

　思わず俺おれは、そんな声を上げた。彼の気持ちには共きよう感かんできたし、辛つらそうな彼を放っておく気にはなれない。

「これまで二人きりの空間だった日につ誌しに、突とつ然ぜん他人が割り込んでくるわけですからね……。しかも、クラスメイトなんて自分が絶対なれないポジションの……。同じような経験があるわけではないですけど、なんか、その辛つらさは想そう像ぞうできる気がします……」

「ああ、はい、まさにそのとおりで……」

　俺の方を見ると、芥川君は眉まゆを寄せこくこくとうなずいて見せる。

「本当にショックでした。しかもその後も、二人の関係は順じゆん調ちように進しん展てんしているようで、それを読むのは本当に辛くて……。もう日誌を読むのを止やめようとも思いました。ただ……どうしても気がかりで。彼女がその後どうなったのか知りたい気持ちも、抑えられなかったのです……」

　言って、彼はその場に背せ筋すじを伸ばし、力強い声で続けた。

「だから僕は──覚かく悟ごを決めました。最後まで、法枝さんの日誌を読もうと。彼女がそれからどうなったかちゃんと知ろうと。それなのに──」

　彼は日誌のページをめくる。

「──ある日を境さかいに、彼女の日誌が大きく変わりました。これを見てください」

　差し出されたページに目を向けた。

　そして俺はそこに書かれていたものに──

「……なんすかこれ？」

　──思わず首をひねった。

　何というのだろう……ひたすら記号のようなものが羅ら列れつされているのだ。

　直ちよく線せんや曲きよく線せんが組み合わされた記号……。

　その前日までごく普通の日本語で書かれていた日誌が、いきなり意味不ふ明めいな子供の落らく書がき帳みたいになっている。

「僕も最初は面めん喰くらいました……」

　もう一いち度ど日誌を眺ながめながら、芥川君は言う。

「ある日ひ突然、ページがこんなことになっている訳わけですから……。しかも、結けつ局きよく法枝さんは卒業までこんな調子の書き込みしかしていません……。最初のうちは、まったく訳わけがわからなくて途と方ほうに暮れたんですが……何ページも見ていくうちに気が付いたんです──これは暗あん号ごうなんではないかと」
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　彼は真剣な目でこちらを見る。

　……ふむ、確かにそういう風ふうに見えなくもない。

　きれいに記号が並んでいるその様さまは、適当に書きなぐったのではなくどう考えても一いつ定ていの法ほう則そくを持っているのだろう。なんらかの意味や意い図とがあったということは考えられる。

「それから、僕は何とかこの暗号を解かい読どくしようとしました。ネットで色々と調べたりだとか、参考文ぶん献けんを図書館で借りてみたりだとか……。それでも結局、どの方法を試しても上う手まく行きませんでした。少なくとも、一般によく使われている手しゆ法ほうで作られたものではないようで……。そこで、失しつ恋れん探たん偵ていさんならこの日につ誌しに何が書かれているかを解読できるかもしれないと、伺うかがわせていただいたのです」

　言って、彼は百もも瀬せの目を見る。

「あまり、こういった依い頼らいはお受けになってないのかもしれませんが……どうしても、法のり枝えださんがこのあとどのような日々を過ごしたかを知りたいのです。お力を、お貸しいただけませんでしょうか……？」

　……ふむ。暗号の解読か。初めてのタイプの依頼だな……。

　どうするのだろう、百もも瀬せはこの依い頼らい、受けるんだろうか……。

　なんて考える俺おれの隣となりで、

「では、ご依頼は、『法のり枝えだ文ふみの残した暗あん号ごうを解かい読どくする』でよろしいですね？」

　そう言って百瀬はぐしゃぐしゃと髪かみを搔かく。なるほど、普通に受じゆ理りするんだな。

「はい」

「調査の結果、思いもよらない事実が判はん明めいすることもあります。予よ想そう以上に残ざん酷こくな事実や、受け入れるのが難しい事実に直ちよく面めんする可能性もあります。それでも調査を望まれますか？」

「もちろんです」

「では、失しつ恋れん探たん偵てい百瀬とその助手野の々の村むら、間違いなく、あなたの依頼を受理しました」




「暗号とか、どうすればいいんだろうな……」

　芥あくた川がわ君が帰った後。

　部室で俺おれは日につ誌しをぱらぱらめくりつつ、思わずそうこぼす。

「今までみたいな調査じゃ解けなそうだし……解読ってどうやってやるものなんだろう……？」

　円えん形けいやら直線やら、ボールペンで書かれた記号らしきものが羅ら列れつされているその暗号。少なくとも、目を細めてみれば文字に見えるとかそういうたぐいのものではなさそうで、俺はあきらめてまともに文章が書かれているページをチラ見する。

　十五年前まえ……ちょうど二千年代だい突とつ入にゆうの直ちよく前ぜんになるのか。ルーズソックスやポケベルなど、今の高校生はあまり話題にしない単たん語ごがいくつか見えて、時代を感じた。

「調査方法ほうですが」

　俺がメモを付けたノートに視線を落とし、百瀬は髪かみを搔かいた。

「まずは当時の情報を可能な限り集めるようにしましょう。高校生の生活や、流は行やっていたもの。法枝さん自身がどのように暮らしていたかも含めて」

「……当時の情報？　なんかそれ、解読に関係あるの？」

「ええ。考えてみてください」

　言って、百瀬はこちらを見た。

「仮に先輩が今から暗号を作るとしたら、どうやって作りますか？」

「……えっと、そうだな」

　顎あごに手を当て俺は考える。

「……とりあえずこれまで読んだミステリとか思い出すかな。で、その中で使えそうなアイデアを……あっ、なるほど！」

「そうです。高校生が暗号をゼロから作るのは難しいでしょう。ゆえに、何かを参考に法枝さんは暗号を考えたと思われるのです。なのでまず、当時のことと彼女のことをもっと知るため、日につ誌しを読み込む必要があります。先せん輩ぱいにはコピーをお渡しするので、今こん晩ばんのうちに目を通しておいてください」

「そういうことか、了りよう解かい」

「そして明日あしたからは聞き込みです。この学校に十五年前から勤きん務むしている先生や、当時のことを知っている人を見つけて話を聴ききましょう。きっと、日誌では読み取れない空気感かんみたいなものを知ることができるはずです」

「わかった。十五年前からいる人とか、ちょっとレアそうだけど……探してみる」

　言って息を吐はき出すと、俺おれはもう一いち度ど日誌に目を落とした。

　破れそうな背せ表びよう紙しがセロテープで補ほ強きようされ、色あせたノート。

　その汚れ具合には「十五年」という月日を、現在との隔へだたりをはっきりと感じさせられて、

「……しかし、大変だな」

　思わずそんなセリフが漏もれる。

「もう絶対会あえない人を好きになるって……。もちろんさ、今もどこかには法のり枝えだ文ふみさんがいるわけで、その人に会うことはできるんだろうけど、この日誌の中の法枝さんには絶対会えないとか」

　自分が同じ境きよう遇ぐうになったらと思うと、センチメンタルな気分になってしまう。あらかじめかなわないことが決まっている恋なんて……俺だったらちょっと耐えられそうにない。

　しかし、

「そうでしょうか」

　百瀬は髪かみを搔かき、視線を落とす。

　そして彼女は──

「──そばにいるより幸せなこともあるかもしれませんよ」

　──何なに食くわぬ顔でそんなことを言い出す。

「……」

　返す言葉に詰まった。

　……それ、どういう意味なのだろう。

　どういう意い図とで言ったのだろう？

　絶対に会えない方が、そばにいるよりも幸せなこともある……？

　もしかして……今自分は幸せじゃないと遠まわしに言いたいのか？

　もちろん真意なんてわからない。俺の考えすぎの可能性も高いだろう。

　ただ、仮にそうだとしても、俺としてはドキッとしてしまうし不安になってしまう。もうちょっと、その辺配はい慮りよしてくれればいいのに……。

「……」

　俺は無む言ごんで百瀬の方に手を伸ばし──彼女の頰ほおを指でつまんだ。

　冷たくてさらさらして、むにっとした感かん触しよく。

「……なんですか？」

　突然のことに驚いたのか、いぶかしげな眼まなこで百もも瀬せはこちらを見る。

「なんか……柔やわらかそうだったから、つい」

「ついですか」

　百瀬は納なつ得とくしたような表情になると、鞄かばんから漫まん画がを取り出し読みはじめた。

　──いつまでも、純じゆん粋すいに浮かれていたい。

　──不安になんてなりたくない。

　そう思って伸ばした手だったけれど、指に伝わる感触がどこか噓うそっぽく感じられて、胸むな騒さわぎはなかなか消えてくれなかった。
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　そしてその翌日。志し穂ほ里りが去ったあとの部室で。

「──で、俺おれが日につ誌しを見て気付いたことだけど」

　微び量りようの気まずさを覚えつつ、俺は話をはじめる。

「特に気になったのがあれだなー、例の男子に音楽とか色いろ々いろ勧められるとこ」

　言って、俺は該がい当とうのページのコピーを取り出した。

　どうも、例の男だん子し生徒はかなり多た趣しゆ味みなタイプらしく、様々な物や文化、人を法のり枝えださんにお勧めしている様よう子すだったのだ。そして法枝さんもそれを楽しみにしているようで、日誌でも勧められたものについて何度も記き述じゆつしていた。

「新しん宿じゆく系けいを名乗った女性シンガーのデビューアルバム『有ゆう罪ざいヘクトパスカル』と……人と人の出会いを交こう差さ点てんに見立てた映画『交通員いん』。イングランドのサッカー選手『ベン・テイラー』辺りかな。彼から勧められて、法枝さんが気に入った感じだったのは」

「ですね」

　有罪ヘクトパスカルは登校中ちゆうヘビーローテーションで聴きいていたようだったし、何度も「交差点」というフレーズを日誌内で繰り返していたのは「交通員」の影えい響きようだろう。そして、ベン・テイラーの出場する試合は必ずビデオテープに録画していた様子だった。法枝さんがこの三つを特別に思ったのは間違いないと思う。

「でもさ……」

　俺はもう一度手てに紙を取る。

「これ……暗あん号ごうとかそういうのに関係ありそうなの、一個もないよな」

　そう。ミステリ的要よう素そが一いつ切さい見当たらないのだ。音楽も、映画も、サッカー選手も……暗号には全く関係がなさそうなのだ。

「まあ、そうではありますね」

　百もも瀬せは言って、髪かみをもしゃっと搔かいた。すでに膨ふくらみ気ぎ味みだった髪が派は手でに乱れる。

「ので、今のところは一いつ旦たん聞き込みに参まいりましょう。先せん輩ぱい、十五年以上ここで働いている先生、見つかりましたか？」

「あ、おう……。昼休みに職しよく員いん室しつで担たん任にんに訊きいてきたんだけど……図書室の司し書しよやってる御手洗みたらい先生がそうみたいだ」

「なるほど、では図書室ですね」

　言って、椅い子すから立ち上がる百瀬。彼女はボサボサになった髪をふわりと揺ゆらしながら部室の入り口に向かいかけるが、

「あ、ただその前に」

　踵きびすを返すと俺おれの前に立ち、小さく頭を振って見せる。

「先輩？」

「……おう」

　百瀬がこうやって見せるのは、髪を直してほしいという合あい図ずだ。

　俺は乱れに乱れたその頭に手を伸ばし、ゆっくり絡からまりをほどきはじめる。いつものように、気持ちよさげにそれを受け入れる百瀬。

　しかしなぜだろう。俺は彼女のそんな表情を、指ゆび先さきから伝わる体温を、素直に喜べない気がしてしまう。




「十五年前……」

　北きた校舎三階の西せい端たん。

　図書室の奥にある小さな教員室で、御手洗先生はそう言って目を細めた。気のよさそうなその顔が、くしゃっとしわくちゃになる。

「はー、もうだいぶ前のことだね」

　この御手洗先生、定てい年ねんを過ぎた非ひ常じよう勤きんのおばあちゃん先生で、生徒の間では「図書室の主ぬし」として愛されていた。確かに、なんだか平和そうな表情でこちらを見るこの人のことは、どうしたって嫌きらいになれそうにはない。だからこそ、学校側も非常勤という形でこの人を長らく雇やとい続けているんだろう。

「そうなんです。学校の文ぶん化か研究をしてまして、その頃ころのこの学校のことを、色々お教えいただきたいんです！」

　俺はできるだけ大きな声で、ゆっくりと御手洗先生にそう言った。最さい近きん耳が遠くなりはじめたらしいのだが、御手洗先生は一生懸けん命めいうんうんとうなずいて話を聞いてくれる。

「そうなのね。何でも訊きいてちょうだいな。覚えてることだったら答えるから」

「ありがとうございます！　お忙いそがしいところすみません……」

「いえいえいいのよ。図書室の方は、図書委い員いん会かいのみんながやってくれてるからね」

　御手洗みたらい先生に勧められ、俺おれたちはそばにあった丸まる椅い子すに腰かけた。

「早さつ速そく伺うかがいたいのですが」

　百もも瀬せが髪かみを搔かき、湯ゆ呑のみのお茶を飲む御手洗先生に切り出す。

「当時の学生はどんな様よう子すだったのでしょう？　今と何か違うところはあったでしょうか？」

「そうだね……」

　言って、御手洗先生は遠くを見るように目を細めた。

「しかし、十五年前……バブルの頃ころになるかな？」

「あ、いや、もっと後ですね……」

　俺は穏おだやかに訂てい正せいする。バブルはもう二十五年くらい前ですよ先生……。

「ああ、そうか……じゃあ、オバマが大だい統とう領りようになった頃？」

「あー、それだと行き過ぎっす。その間くらいですね」

「間……」

　言って、御手洗先生は何かをぶつぶつつぶやき、

「……ああ、じゃあ、そろそろ二十一世せい紀きになる、って頃だね」

　顔を上げるとまっすぐ俺の方を向いた。

「あ、そうですそうです！　ちょうどその頃です！」

「はー。ならちょっと思い出せそうだわ」

　御手洗先生は目を細める。

「ちょうどあれだね、二千年問もん題だいとかが起きた頃だ……私はパソコンのことはよくわからないから、詳くわしくは話せないんだけど」

　……ふむ、二千年問題か。なんとなくその名前は聞いたことがあるな。

　どういう問題だったのかはよく知らないけれど……御手洗先生から詳しく内容を聞くのはむずかしそうだ。後で調べておこう。

「あとはそう、生徒のみんなが携けい帯たいを持ちはじめた頃だね。それまでは一部の子がポケベルやＰＨＳを持ってただけだったんだけど、ちょうどあの頃から、みんなこぞって持つようになったんだわ……」

　なるほど……携帯電話。

　今ではみんな当然のように持っているけれど、高校生に普ふ及きゆうしはじめたのはその頃なんだな。

　そういえば、日につ誌しでは法のり枝えださんも「親に携帯を買ってもらった」と書いていた。まあその後、その携帯は主おもに例の男子とのやりとりに使われることになるのだけど。

「あれは便利だね。友達とも簡単にお話できて、手紙まで送れて。親おや御ごさんも安心だろう。さっきのパソコンもそうだけど、私の若いときにもああいうものがあればと思ったよ……」

　僅わずかにほほえむ御手洗先生。かなり高こう齢れいではあるけれど新しい文化にも寛かん容ような方らしい。

　しかし彼女は短く息をつくと、

「だけどね、学校側がわはやっぱりそれを簡単に認めるわけにもいかなくて、校こう則そくで携けい帯たいを取り締まることになったんだ」

　机に視線を落としてそう言った。

「……そうだったんですか」

「ああ。最初は持ち込みを禁止するだけだったんだが、そのうち没ぼつ収しゆうされる子なんかも出てね……」

　ふうむ……。もちろん、今も宇う田た路ろ中央高校の校則は携帯の持ち込みを禁止としている。それでも、事実上じようほぼすべての生徒が携帯を持ったうえで登校しているし、教師側もそれを黙もく認にんしている形だ。中には、生徒と番号を交換している教師もいるんじゃないだろうか。

「一時期は本当にひどくてね、積極的に携帯を見つけようとする先生までいて……生徒のみんなとよく衝しよう突とつしていたわ。もちろん、悪さに使うのは問題だろうけど、だからって何も全員に禁止することもなかろうにね……」




「……あの頃ころのことで思い出せるのはそれくらいかね……」

　一時間ほど経たったところで、御手洗みたらい先生はそう言って湯ゆ呑のみのお茶をすべて飲み干ほした。

「大だい丈じよう夫ぶ？　もっと知りたいことはなかったかい？」

「ああ、もうこれで十分ですよ！」

　俺おれは慌あわてて声を上げた。ここまでいろいろ話してもらったのだ、かなり情報も集まったと言える。

「すいませんほんとに、なんか無む理りなお願いしちゃって……」

「いやいやいいんだよ。なんだか、昔のことを思い出すのは懐なつかしいしね……」

　言って、御手洗先生はもう一度その顔をくしゃくしゃにして笑う。

「もしまた何かききたいことがあったらいつでも来てちょうだい。私は生徒のみんなと話すのが好きなんだ」

　柔やわらかい、優しい、温かいその表情。

　胸に嬉うれしい気持ちが込み上げる。

　こういう人ひと柄がらこそが、この御手洗先生の人にん気きの理由なんだろうな……。俺としても、是ぜ非ひこういうおばあちゃんは大切にしたいと思う。

　しかし、

「そうですか」

　百瀬はあっさり椅い子すから立ち上がり、短く「ありがとうございました」というとさっさと図書室を出て行こうとする。

「あ、あの、本当にありがとうございました！」

　ニコニコしながら百もも瀬せを見送る御手洗みたらい先生に、俺おれは深く頭を下げた。

「すごく助かりました、今度お礼しますね！」

「楽しみにしてるよ」

　俺は御手洗先生にほほえんでみせると、もう一度お辞じ儀ぎをして百瀬のあとを追った。

　胸の中で、ほんの小さく彼女へのいら立ちが芽め生ばえたのを自覚してしまいながら。




　十分後ご。

　部室にて、俺は改めて暗あん号ごうのプリントされたコピー用紙に向かい、解かい読どくを試みていた。

　──無む言ごんで、特に百瀬と会話もしないまま。

　これまでだったら、彼女と一いつ緒しよに雑ざつ談だんでもしながらこの作業をしていただろう。それでも今は、ちょっとそんな気になれない。

　本当に、本当にもう少しでいいから、百瀬は他人に気を遣つかうことはできないんだろうか。

　俺だけじゃなく、御手洗先生に対してもクライアントに対してもそうだ。それだけで、周囲の人間はもうすこし幸せになれるはずなのに。

　……いや、そんなことより今は暗号を解読しなくては。

　俺はもう一度、日につ誌しのページをめくり文章を読みはじめる。

　しかしまあ……御手洗先生の話を聴きいた後だと、なんだか法のり枝えださんの日々の記録もそれまでと違う見え方をしてくるな。例えばこの文。

「二時間目、数学の授業中ちゆう、いつもどおり彼とメールでやり取りした。話は例の『交通員いん』のことからはじまったのだけど、彼は『交こう差さ点てん』という使い古されたモチーフを新しい解かい釈しやくで使ったことに感かん動どうしたそうだ。そういう意味では、『有ゆう罪ざいヘクトパスカル』も『歌か謡よう曲きよく』というモチーフを、『ベン・テイラー』も古き良きフォワードのスタイルを新しい解釈でよみがえらせたと言えるのかもしれない。ただ、その旨むねを返信しようと思ったのだけど、数学教きよう師しの田た中なかが教きよう壇だんから降りて教室中を歩き回りはじめたのでぐっとこらえた」

　会話なんて休み時間にいくらでもできるだろうに……授業中、携けい帯たいを見つかる危険を冒おかしてでも、法枝さんは例の男子と話したかったんだな……。そしてこれ、男子の方もそれに乗っているということは、彼も少なからず法枝さんとのメールを楽しんでいたのだろう。

　ということはやはり……二人は上う手まく行きそうなんじゃなかろうか……。

　両りよう思おもいということで、間違いないんじゃないだろうか……。

　と、そのとき、

「──解けました」

　──百瀬がそんな声を上げた。

「……は？」

「暗号が解けました。法枝さんが何を思って暗号での日誌記き載さいをはじめたのかもわかりました」

「……マジで？」

「ええ、きちんと意味の通じる日本語ごになりました。これで間違いないでしょう」

　……もう？

　たったこれだけの調査で、百もも瀬せはもう解かい読どくできたっていうのか？

　確かに、これまでも百瀬は数々の依い頼らいで優れた推すい理り力りよくを見せてきた。

　しかし今回は、暗あん号ごう解読なんていうこれまでになかった類たぐいの依頼だ。彼女にとっても完全に初めてのことだろうし、解読に直接つながるようなヒントも今のところ手に入っていないはず……。

　なんだろう、なんだか少し、悔くやしい。

　彼女に先を越されたのが悔しい。

「明日あしたにはクライアントに報告をしましょう。先せん輩ぱい、メールでの連れん絡らくをお願いします」

「……おう」

　うなずいてから、俺おれはどうしても我が慢まんできなくなって彼女に尋たずねる。

「ていうか、どうやって解読したんだよ……。俺、結けつ構こう本ほん気きで頑がん張ばったのに、全然わからなかったんだけど……」

「そうですね。やはり、日につ誌しと聞き込みから得た情報が元ですよ」

　百瀬は顎あごを撫なでた。

「あの情報から発展させて記号を変へん換かんしていけば、最終的に日本語の文章にたどり着きます」

「……そうなのか」

　腕を組み、日誌の内容と御手洗みたらい先生の話を思い出す。しかし……やっぱりどう考えても、暗号につながる何かがあったようには思えない。百瀬は一体……何をどうやって……。

「詳くわしくお教えしますか？」

「……いや、いい」

　ちょっと悩んでから椅い子すを立ち上がると、俺は帰り支じ度たくをはじめた。

「家帰って、自分でもやれるだけやってみる」

　……そうだ。調査の結けつ果か報告まではまだ時間がある。

　百瀬の解読が完了した以上そんなことをしても調査には何の得もないのだけど……可能な限り、自分でもチャレンジしてみたかった。そういえば、二千年問もん題だいについてもまだ調べることができていないし。

「そうですか。では、ここでは解説はしないでおきます。頑張ってくださいね」

　と、彼女は机から鞄かばんを持ち上げると、俺の隣となりにぴたりとくっついた。

「それから先輩、ちょっとこのあと、試しに寄りたいところがあるのですがよろしいですか？」
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「どうやって……解かい読どくされたのですか？」

　翌よく日じつの放課後ご。

　授業終了直ちよく後ご。

　ミス研けん部室を訪れた芥あくた川がわ君は、クライアントシートから怪け訝げんな顔で百もも瀬せに尋たずねた。

「依い頼らいしておいてこんなことを言うのも失礼ですが……解けなくても仕方がないと、迷めい宮きゆう入りでも仕方がないなと思っていたので……ちょっと、驚いているのですが……」

　ハンカチで額ひたいの汗あせを拭ふき、彼は百瀬の目を見る。クールな印いん象しようの芥川君だけど、どうやら少々動どう揺ようしているらしい。髪かみも乱れているし、もしかしたらここまで走ってきたのかもしれないな……。

　俺おれはちょっと迷ってから足あし元もとの電気ストーブに手を伸ばし、出力のレベルを少し下げた。

「実はこの暗あん号ごうは、それほど複雑な仕組みで作られてはいません」

　髪をくしゃくしゃと搔かき、百瀬は答える。

「ただ、事じ前ぜんの知識がなくては解読が難しいのです。当時の、法のり枝えださんがこれを書いていた十五年前の知識がなくては」

「……十五年前の？」

「ええ。それさえあれば、比ひ較かく的てき簡単にこの暗号は読み解くことができます。逆に言えば、ノーヒントではなかなか解読は難しくなってしまうのです。ところで芥川さん」

　と、彼女はその場に立ち上がると、僅わずかに首をかしげる。

「ちょっとお連れしたいところがあるのですが、よろしいですか？」

「……え、どこか外に行く、ってことですか？」

「ええ、そうです」

「……ええと」

　芥川君は少し考え、足あし元もとに置いた鞄かばんをちらりと見る。

「……一応このまま帰れるように荷物は持ってきてあるので大だい丈じよう夫ぶですが……どこに行くのでしょうか？」

　……まあ、そんな顔色になるのも当然だろう。暗号解読を依頼しただけなのに、まさか学校から連れ出されるなんて予想外なはず。

「着いてみればわかります。ただ、決して芥川さんに損はないはずですよ。暗号の解読方法に関しては、歩きながら解説させていただきます」

「……そうですか」

　覚かく悟ごをきめた様よう子すで彼はうなずいた。

「わかりました。い、行きましょう……」




　今日きようの宇う田た路ろの天気は快晴だ。

　決して気温が高いわけではないのだけど、日が照っているというそれだけで雪ゆき景げ色しきもほんのり暖かく感じられる。見上げれば、あと少しで太陽が山の向こうに沈むところだった。

　学校前まえの坂道を下りながら、百もも瀬せは順じゆん番ばんに説明をはじめた。

「そもそもの話ですが、普通の女じよ子し高生が何も参考にせず暗あん号ごうを作さく成せいするのは困こん難なんです。特とく殊しゆな知識もない十代の女子が完全にオリジナルの暗号を作る、というのは不可能とまでは行かないものの、かなり難しいと言えるでしょう」

「ああ……それはそうですね」

　百瀬の隣となりを歩きながら、芥あくた川がわ君はうなずいた。

「となると、何かを参考にあれを書いた、と考えるのが自然です。ゆえに今こん回かい私たちは日につ誌しを読み込み、十五年前からこの学校に勤めていた教きよう諭ゆへの聞き込みをすることで、当時のことを調べました。結果わかったことの中で、私が注目したのは二点──法のり枝えださんお気に入りの映画、『交通員いん』と、当時爆ばく発はつ的てきに普ふ及きゆうした『携けい帯たい電話』です」

　……ふむ。

　百瀬の隣となりで腕を組み、俺おれは息を長く吐はき出す。

　結局、あれから一ひと晩ばん考えても、俺は暗号の解かい読どく法ほうを見つけることができなかった。二千年問もん題だいや携帯の普及はなんらかのヒントになりそうだな、とは思っていたけれど……、まさか『交通員』もそうだとは……。

　しかし、あれがどうヒントになるっていうんだ？　どう考えても、暗号やミステリっぽい要素と無む縁えんの映画みたいだったけど……。

「日誌を読んでご存じだと思いますが、『交通員』は芥川さんが例の男だん子し生徒に教わった映画です。交こう差さ点てんで交通整せい理りをしている初しよ老ろうの男性を主人公こうとしたヒューマンドラマですね。交差点を人の出会いになぞらえた内容で、法枝さんも気に入った様よう子すでした」

「なるほど……確かに彼女、こまめにその映画について書いていましたね……」

「次に携帯電話。当時、携帯は学生にも普及しはじめた頃ころで、法枝さんもちょうど二年生になる頃手に入れたようでした。ずいぶんと気に入ったらしく、日誌でも文ぶん量りようを割さいて紹しよう介かいしていましたね。この二つをヒントに、私は暗号を解読した訳わけです。では再度、実際の暗号をご覧らんください」

　言って、彼女は鞄かばんから暗号のコピーを取り出し芥川君に渡した。

　歩きながら何かを読むなんてちょっと危ないけれど、車の通りの全くない住宅街に差し掛かっている。俺が気を付けていれば大だい丈じよう夫ぶか……。

「この記号、ご覧のとおりオリジナルらしい支し離り滅めつ裂れつなデザインになっています。中には円えんや一本線などシンプルなものもありますが、基本的にこのままでは解かい読どくできないのは間違いありません。何かしらの変へん換かんが必要になる、ということになるでしょう。そこでまず『交通員いん』にヒントを得た変換をするのですが、芥あくた川がわさん？」

「は、はい……」

　芥川君はコピー用紙から顔を上げた。

「あの映画の重要キーワードは何だったでしょう？」

「……『交こう差さ点てん』……ですか？」

「そのとおりです」

　言って、百もも瀬せはもう一度鞄かばんを漁あさりはじめる。

「この記号にも多くの『交差点』がありますね──線と線の交こう点てんです。もちろん、線が一切交まじわらないものもありますが、多くの記号が線同どう士しの交点を持っています。その数を記き載さいしたのがこちらです」

　百瀬はもう一枚紙かみを差し出した。各かく記号の下に、それぞれの交点の数が記載してある。

「ふむ、なるほど……」

　紙面を眺ながめながら、芥川君は顎あごを撫なでた。

「えっと、この状態でも未いまだによくわからないんですが……ここからさらに何か変換するんですよね？」

「はい。次に使用したのは、当時普ふ及きゆうしはじめた携けい帯たいです。芥川さんは現在、スマホを使用されていますか？　それとも通常の携帯電話でしょうか？」

「ええと、普通の携帯電話です。スマホじゃない、ボタンのついてるやつで……」

「では、芥川さんがその携帯で文章を作成する際は、どのように操そう作さしますか？」

「……こう、画面の下のボタンを押す感じですよね。１のボタンに『あ行』、２のボタンに『か行』が振り分けられているので、『あ』を入力する場合は１を一回。『け』を入力する場合は２を四回といった具合で……」

　と、そこまで言ったところで、芥川さんは何かに気付いた様よう子すで目を見開く。

「……もしかして……つまりその数字は……」

「ええ」

　百瀬はうなずいて見せる。

「──そのボタンの入力の順じゆん番ばんを記したものなのです」

　──なるほど。

　ようやく合が点てんが行った。

　今やスマホを使っている俺おれだけど、以前はボタンのついた普通の携帯を使っていたからよくわかる。これは、携帯を手に入れたばかりの法のり枝えださんがその入力方法をヒントに作った暗号だったのか。

「基本的に、数字は横並びの二文字を一組として考えます。たとえば一番最さい初しよの『２、２』は『か行』のボタンを二回押す、といった具合で。交こう点てんがない記号は『わ行』を、十個の交点がある記号は濁だく点てんや半はん濁点、促そく音おん化かを表しているようです。他にも、十一個の交点がある記号は句く読とう点てんを意味するなど色々ルールがあるのですが、それにのっとり数すう値ちを変へん換かんしたものが──手元にあります」

　言って、百もも瀬せは手書きの文章が書かれた紙を一枚取とり出した。

　そして彼女は、

「読み上げましょう」

　ゆっくりと歩みを進めながら、書かれた文字を声に出して読みはじめる。




　きょうからにっしをあんごうでつけることにする。

　りゆうはふたつ。

　まずひとつめに、けいたいのきそくがきびしくなったこと。

　さいきんではきょうしはせっきょくてきにけいたいをみつけるようになったし、

　このにっしでけいたいをつかっていることをきづかれるのもまずくなるだろう。

　だからこうやってあんごうでにっしをつけることで、きょうしたちにきづかれないようにするのだ。




「──と、このように意味の通った日本語になりました」

　紙から顔を上げ、百瀬は芥あくた川がわ君を見る。

「当時、宇う田た路ろ中央高校では一気に普ふ及きゆうした携けい帯たい電話に対し、教師たちが学校への持ち込みを厳きびしく取り締まりはじめていました。たまたま目に入った携帯を没ぼつ収しゆうするだけでなく、積極的に探してすらいたようです。日につ誌しに携帯電話の記き述じゆつがあれば、法のり枝えださんも携帯を持っていることを知られてしまう可能性がある。そういった経けい緯いから、彼女は暗号で日誌をつけることを思い立ったのですね」

「なるほど。そ、その……！」

　どこか慌あわてた様よう子すで、芥川君は百瀬に尋たずねる。

「もう一枚……あるんですよね？　もう一つの理由が書かれた紙も……」

「ええ」

　百瀬はあっさりうなずいた。

「読み上げましょうか？」

「……はい」

　百瀬の言い方に何かを察したのか、彼は覚かく悟ごをきめた様子でうなずいた。

　百瀬は静かに暗号の続きを読みはじめる。




　もうひとつのりゆうはかれしができたから。

　あいてはにっしでもかいてきたくらすのかれだ。

　みんなにみえるようにかれとのことをかくのははずかしいので、かれにだけわかる、こうさてんをつかったあんごうをつかうことにする。




「……『かれしができたから』、ですか……」

　百もも瀬せが読み終えたところで、芥あくた川がわ君はうつむき、吐はき出すように言った。

「やはり、そうだったんですね……。なんとなく、文章から上う手まくいくんじゃないかって気はしていましたよ……」

　その目に涙をため、苦しそうな声こわ色いろで彼はつづける。

「探たん偵ていさんは……暗号を最後まで読まれましたか？」

「はい」

　百瀬はうなずく。

「卒業式の日の書き込みまで、すべて読ませていただきました」

「そうですか……。そのときまで、法のり枝えださんと彼は上手くいっていたのではないですか？」

「そうですね。卒業後も同じ大学の経済学部に行き、いつかは彼の実じつ家かの店を大きくしていきたいと、そのようなことを書いていました」

「……なるほど」

　彼は視線を落とし、唇くちびるを震わせた。

「法枝さんの恋は……成じよう就じゆしたのですね……。彼女の気持ちは……彼に伝わったのですね……」

　そんな彼にかける言葉も見当たらない。

　ああ、これがこの人の……芥川君の失しつ恋れんの瞬しゆん間かんなのか。

　十五年前の恋をきっかけに、今いま目の前の彼が──恋の終わりを迎える。

「というわけで今回の調査はここまでとなります。ただ、芥川さん」

　百瀬の呼びかけに、芥川君は顔を上げた。

「それを踏まえて、あなたにお見せしたいものがあります。ちょうど着きましたね」

　言って、立ち止まった百瀬の視線の先にあったのは──一軒けんの時計店だ。

　このご時じ世せいにも関わらずそこそこ繁はん盛じようしているらしい。店内には複数の客の姿すがたが見える。

「この店が、どうかしたのですか……？」

　怪け訝げんそうな表情で芥川君は尋たずねた。

「何か、今回の依い頼らいに関係があるのでしょうか……？」

「入っていただければわかると思います。どうぞ」

「……はい」

　百もも瀬せの案内によくわからない顔色で芥あくた川がわ君くんは扉とびらを開き、店に入って行った。俺おれと百瀬もそのあとに続く。




　店内は木もく目めを基き調ちようとした、懐なつかしい匂においのする空間だった。オリジナルらしい柱はしら時計や仕掛け時計が雑ざつ然ぜんと飾られている。

　そしてその奥から、

「いらっしゃいませ」

　女性店てん員いんの声が聞こえた。

　どこか落ち着いた、少しだけハスキーな、耳に心地ここちのいい声だ。

　芥川君はしばらく店内を見渡してから店の奥を向き──その場に立ち尽くす。

「……」

　彼の視線の先には、エプロン姿すがたの女性店員がいた。

　長めの髪かみに涼すずしげな表情。白い肌はだに整った顔。どこか気きむ難ずかしそうで、それでも愛あい嬌きようの感じられる佇たたずまい。

　──法のり枝えださんだ。

　十五年分ぶん歳としを取り、すっかり大人おとなになった法枝さんが、そこにいた。

「このお店は、例の男だん子し生徒の実じつ家かのお店です」

　百瀬が髪かみを搔かき、芥川君に説明する。

「卒業前まえの日につ誌しに、暗あん号ごうで店名が書いてありました。昨日きのう、助手と試しにこの店に来てみたのですが、法枝さんご本ほん人にんがいらっしゃったのでお連れしようと思ったのです」

　店のさらに奥、生活スペースの方から一人の男性が出てくる。短めに切った髪かみに大人おとなしそうな顔だち。法枝さんと同い年くらいに見える男性。

　彼は法枝さんの横まで歩いていくと、

「文ふみ、とりあえずこれから札さつ幌ぽろに例の納のう品ひんに行ってくるから、店みせ頼んだよ」

　彼女の背中をポンポンと叩たたいた。

「ええ、わかったわ」

　法枝さんは小さくほほえみうなずく。

「気を付けてね」

「うん」

　彼女が手を振ると男性は店を出て、表おもてに停まっていた車でどこかへ出かけて行った。

「彼が日誌に出ていた男子でしょう。どうやら、二人は結婚し、日誌での記き述じゆつどおり店を大きくするため奮ふん闘とうしているようですね」

「……」

　相変わらず、一ひと言ことも発することなく立ち尽くす芥川君。

　いざ、日につ誌しであこがれ続けた彼女が目の前に現れ、いろんな思いが胸にこみ上げているのだろう。

　ただ──実際こうやって会うことができたところで、彼にできることなんてほとんどないはずだ。

　確かに芥あくた川がわ君くんは、法のり枝えださんの高校生活を日誌を通じて見守り続けて来た。毎まい日にち彼女の文章を目にし、心を動かされ、それが生活の一部になっていた。

　それでも、法枝さんは芥川君のことを知らないのだ。彼がどれだけ自分の文章に感かん銘めいを受け、その内容に一いつ喜き一いち憂ゆうし、自分を身み近ぢかに感じてきたかを知らない。

　そんな彼女に芥川君ができることなんて──ほとんどないはずだ。

　──と、芥川君は突然鞄かばんを開き、ノートのページを破った。

　突然の行動に、周囲にいた客きやく数人が驚いたようにこちらを見る。

　しかし、彼はそんな視線を気にせずページに何かを書き込み──店の奥へ向かった。

「いらっしゃいませ」

　法枝さんが芥川君に気付き、笑顔を向ける。

「どういったご用件ですか？　ご注文でしょうか？　修しゆう理りでしょうか？」

「いえ……あの……」

　言って、芥川君は先ほどの紙を差し出した。
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　そしてそこには──彼による暗あん号ごうが書かれていた。

　あの日につ誌しに書いてあったのと同じ、交こう差さ点てんをモチーフにした記号の羅ら列れつ。

「──これは」

　すぐにその意味に気付いたのだろう、法のり枝えださんの目が見開かれる。

「ちょっと待ってね……」

　彼女は慌あわてた様よう子すで店の奥に引っ込み、紙とペンを持ってきた。

　交こう点てんの数を数え、それをひらがなに変へん換かんし終えた彼女はゆっくりと顔を上げ、

「……ありがとう」

　まっすぐ芥川君の方を見て、穏おだやかにほほえんだ。

「そうか……君は私の後こう輩はいなのね。ちょっと恥はずかしいな、あの暗号、解ける人がいたなんて……」

「いえ、恥ずかしい、だなんて、そんな……」

　言葉に詰まりながら、芥川君はぎこちなく答える。

「でも、なるほど、あの日誌を読んで、来てくれたのね……。あのね、今日きようは店みせ番ばんであまりお話もできないのだけど……」

　法枝さんは、芥川君の手をぎゅっと握った。

「今度また、遊びに来てくれると嬉うれしいわ」

[image: ]




　　　　[image: ]




　店の前で芥あくた川がわ君くんと別れる。

　何度も頭を下げ、目めが頭しらを押さえながら礼を言う彼にもう一度挨あい拶さつしてから、俺おれと百もも瀬せは言葉少なく学校へ戻る道を歩きはじめた。

　前回の調査が微び妙みように残念な終わり方を迎えた分、今回はこんな結末を迎えることができたことに俺はほっとしていた。

　もちろん、彼の恋が終わったことに変わりはないだろう。気持ちは届かなかった。もしかしたら、今後も法のり枝えださんにそれを打ち明けることはできないのかもしれない。それでも、こんな終わりなら……彼女に会うことができたのなら彼もきっと納なつ得とくが行ったんじゃないだろうか……。

　──最初は嫌いや々いや、百瀬に引きずられるままはじめた失しつ恋れん探たん偵ていだった。

　いつの間にか抜け出すことも、逃げ出すこともできなくなっていた。

　それでも、こんな風ふうに誰だれかの役に立てるなら。誰かの恋の終わりを手伝うことができるなら、こういう活動も悪くないなと素直に思う。

「……」

　なんとなく、百瀬の方に視線をやった。

　俺の右斜ななめ前、学校へ向かう急な坂道をちょっとしんどそうに歩いている彼女。

　この流れで、百瀬との関係も以前のようなものに戻すことができればいいんだけどなと思う。

　今みたいに変にぎくしゃくしない、気まずくならない関係に戻すことができれば……。

　──と、ふと気付く。

　気付いてしまう。

　いつもどおりくしゃくしゃの髪かみに、寒そうに身を縮めている彼女。

　……また、耳当てをしていない。

　俺がクリスマスにプレゼントした、ファーでモコモコの耳当て。

　上げた直後は珍めずらしくうれしそうな表情を見せていたのに、今日きようも忘れたんだろうか？

　それとも……何か理由があって意い図と的てきに家においてきた、とか……？

　──もちろんそんなはずはない、と頭では思う。

　こいつはきっとただうっかりしていただけで、意図や意味があるわけではないのだ。

　それなのに、胸の中には不安が芽め生ばえてしまって。

　そしてそれは、ゆっくり「百瀬へのいら立ち」に姿すがたを変えてしまって。

　生まれかけていた前向きな気持ちはあっさり消え去る。




　部室に戻り、改めて帰り支じ度たくをする。

　相変わらず、俺おれと百もも瀬せは無む言ごんのままだった。

　いや、正確に言えば、俺が勝かつ手てに口を閉ざしているだけなのかもしれない。そもそも、以前から二人でいても話しかけるのは俺の方ばかりだった。ここで俺が黙だまってしまえば、当とう然ぜん会話は途と切ぎれるのだ。

　狭い部室に響ひびく、片づけの無む味み乾かん燥そうな音。

　窓の外は強い風が吹いているらしい、時とき折おりガラスがガタガタと音をたて、室内の気まずさを妙みように際きわ立だたせていった。

　さすがの百瀬も沈ちん黙もくに耐えかねたのか、

「それにしても」

　独ひとり言ごとでも言うような声こわ色いろで、ぽつりとそう言った。

「それにしても、あんな風ふうに誰だれかに好かれるなら、幸せでしょうね」

　探たん偵ていシートに座り、彼女は鞄かばんにノートやら筆ひつ記き用具やらを詰め込んでいる。

「……どういうこと？」

　なんだか嫌いやな予よ感かんを覚えながら、俺は尋たずねた。

「もしも自分が先ほどのように、時間を隔へだてても好きになってもらえたら、それはとても嬉うれしいことだと思うのです。実際には会えなくても、文章だけで恋をしてもらえるだなんて、素す敵てきじゃないですか」

　外を一いち陣じんの風が通り抜け、もう一いち度ど窓を揺らしていった。

　俺は片づけの手を止めないまま、彼女の話の続きを聴きく。

「それこそ、少女漫まん画がのようですよね。やはり私はああいうロマンチックな人間関係を見るのが好きなようです。憧あこがれてしまいますし、自分にもああいう風に思ってくれる人がいればいいなと思います」

「……」

「まあ、現実にはそうはいかないのもわかっています。それでも、反射的にいいなと。うらやましいなと思ってしまうのです」

　──その発言に。

　百瀬がこぼした言葉に──俺ははっきりと「不快感かん」を覚えた。

「現実にはそうはいかない」って、つまり百瀬は──俺の気持ちが、芥あくた川がわ君くんの法のり枝えださんに対するそれに及ばない思っているんだよな？　そして彼女はそれを無む自覚に、無む配はい慮りよに言葉にして──俺にぶつけているんだよな？

「ですから、今日きようはなんだかいいものを見せてもらった──」

「──百瀬さ」

　──我が慢まんしきれなくなって。

　どうしても耐えられなくなって、俺はとうとうそのセリフをさえぎった。

「な、なんですか」

　硬い表情で百もも瀬せはこちらを見る。その顔には焦あせりと驚きがはっきりと浮かんでいた。

「それ……どういうつもりで言ってるの？」

「どういうつもりって、どういうことですか」

「なんで俺おれにそんなこと言うんだって訊きいてるんだよ」

　面めん喰くらった様よう子すで言葉に詰まる百瀬。やっぱりこいつは、自分の言葉で俺がどんな気持ちになるのかわかっていなかったのだろう。

「なんでって、そんな特に意味なんて、ないのですが。思ったことを、言っただけで」

「じゃあ百瀬はさ」

　ぎゅっと手を握り、俺はここまでずっとため込んできた言葉をゆっくり吐はき出す。

「本ほん気きでああいう風ふうに思われるのが羨うらやましいって……俺の気持ちじゃあ不足してるって思ってるんだな」

　百瀬はその目を見開いた。

「これまでも、金とか顔とか目当てで恋するのも間違いじゃないとか、近くにいない方が幸せなこともあるとか、全部ただの本ほん音ねを……俺がどう思うかも考えずに言ってたんだな」

　何なん度どか口を開け閉めしてから、

「す、すみませんでした」

　百瀬は今にも消え入りそうな、か細い声でそう答えた。

「そ、そんなつもりは。なかったのですが」

「まあ、そうだよな……」

　俺はぐしゃぐしゃと髪かみを搔かく。

「百瀬、そんなことわかる奴やつじゃないもんな」

　──そうだ。

　百瀬は気き遣づかいが苦にが手てなタイプだった。

　空気も読めないし相手の気持ちを推おし量れないし、そういう女の子だった。

　今回もただ、彼女のそんな性格に振り回されただけ。

　なのになぜだろう──今の俺は、それをどうしても許せない。

「……気を付けます」

　震える声で、唇くちびるを嚙かみしめ百瀬は言う。

「これからは……嫌いやな思いをさせないよう、注意します」

「できるの？」

「……わかりませんが、やってみます」

「いいよ。無む理りだろ。ここまで自覚がなかったんだから」

　なんだか投げやりな気持ちになって、俺は続ける。

「俺おれが我が慢まんすればいいだろ。ずっと前からそうだったし」

　いつだってそうだった。俺は彼女の配はい慮りよのなさに、空気の読めなさに振り回されてきた。何度もそれに不満を言い、注意をしてきた。

　それでも百もも瀬せは──変わらなかった。きっとこれからも変わらないだろう。

　なら、ただひたすら、俺はそれに耐えつづけるしかない。苦しみつづけるしかない。

「もう好きにしろよ」

　言って、俺は髪かみをぐしゃぐしゃと搔かいた。

「プレゼントだって、使いたくなきゃ使わなきゃいいよ。言いたいこといってりゃいいよ。もう、それでいいよ」

　──大切だったものを捨てるときのような、罪ざい悪あく感かんと後ろめたさがこみ上げる。

　それでも、言葉を止めることはできなかった。

　溜ため込んできた気持ちがあふれるのを抑えることができなかった。

　百瀬は視線を落とし、拳こぶしをぎゅっと握っている。

　しかし、息の詰まりそうな沈ちん黙もくが続いた後に、

「……先せん輩ぱいだって」

　妙みようによく通る声で、彼女はこぼした。

「先輩だって、何もわかっていないくせに」

　……その言葉に非ひ難なんのニュアンスがにじんでいることに、一いつ瞬しゆん遅れて気が付いた。

「この頃ごろ私がどういうこと思ってるかも、どんな気持ちでいるかも、知らないくせに。勝かつ手てなこと、言わないでください」

　──ヒートアップした頭が、じわじわと状況の変化を認にん識しきしはじめる。

　百瀬が──反はん撃げきをはじめた。

　俺がひたすらぶちまけた言葉に──言い返しはじめた。

　心しん臓ぞうが一いつ瞬しゆんで加か速そくする。全身から汗あせが噴ふき出す。

　百瀬も何かを溜め込んでいたのか？　いったい何を……？

「……どういうことだよ……」

　百瀬は俺の問いに深いため息をつくと、

「……言いたくない」

　乱らん暴ぼうに髪を搔き、そうつぶやいた。

「そんなこともわかんないような人に、何を言ったって無む駄だです」

「……」

　……なんだよそれ。

　何で言いたくないんだ……。

　瞬またたく間に、胸に不安といら立ちが湧わき上がる。変に高こう揚ようしてしまって、叫びだしたい気持ちにかられる。

「……言ってくれなきゃ……わかんないだろ」

「……」

「答えろよ……」

　──と、百もも瀬せは突然顔かおを上げ、きっと睨にらみつけるようにこちらを見み据すえた。

「言いたくないんです！」

　──叫ぶように彼女は言った。

「口に出したくもないんです！」

「……」

　──言葉を失った。

　まっすぐ俺おれを射い抜ぬく──意い志しのこもった百瀬の目。

　彼女の頰ほおは赤く染そまり、唇くちびるは怒りからか小こ刻きざみに震えている。

　その剣けん幕まくにたじろいでしまって。彼女が抱えている気持ちの強さに怖おじ気けづいてしまって、俺は声を上げられなくなる。

「どうして」

　震える声で、百瀬は続ける。

「なんでこんな風ふうになってしまうんですか……。なんで両りよう思おもいになったとたんに、こんな言い合いをしてるんですか……」

　──両思い。

　確かに以前はこんな揉もめ方をすることはなかった。探り合って、不安になってつらい思いをすることなんてなかった。だとしたら……両思いになったことがこの不ふ和わのきっかけなのだろうか？　両思いになったからこそ、俺たちはこんな思いをしているのだろうか？

　──百瀬がいつか言っていた言葉を思い出す。

『恋は痛みを伴います。片かた思おもいであっても、両思いであっても、付き合いはじめたとしても、夫婦になったとしても、きっとその痛みは消えることはありません。むしろ、より鋭さを増すのではないかとすら、私は思うのです』

「こんな風になるなら……」

　泣き出しそうな声で、百瀬は言う。

「……両思いだなんて知りたくなかった」

　百瀬は目に涙をため、こちらを見る。

「先せん輩ぱいが私のことを好きだなんて知りたくなかった。私が先輩に恋してるなんて、気付きたくなかった」

　──はっと息を飲む。

　知りたくなかった。
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　気付きたくなかった。

　ならきっと、このあと彼女が切り出すセリフは──

「──なかったことにしましょう」

　声を震わせ、百もも瀬せは言った。

「先せん輩ぱいのこと、好きになったことも、好きになってくれたことも、なかったことにしましょう。失しつ恋れん探たん偵ていももうやめて、必要のないときに二人で会ったり、手をつないだり、ドキドキしたりするのもおしまいにしましょう。そうすればきっと──」

　──彼女の目から、一ひと筋すじ涙がこぼれた。

「──きっと、もう少し──」

「──ちょっと待ってくれ!!」

　慌あわててその言葉を遮さえぎる。

「そんな……なかったことになんて……そんな、お前……急すぎるだろ……」

　……確かに、俺おれと百瀬の関係は行き詰まってしまったようにも見える。

　でも、なかったことにするなんてあまりにも突然で、めちゃくちゃで、簡単に同どう意いする気にはなれない。

「もうちょっと、ちゃんと考えよう……。時間かけて……落ち着いた状態で……」

　そうだ。そんなに簡単に決めてはいけないはずだ。

　確かに今、俺おれは百もも瀬せの好きなところをあげることができない。それでも、こんな風ふうに勢いで、そのときの苦しみで関係を終わりにはしたくない。

　しかし、

「考えました」

　百瀬はあっさりそう答える。

「夜も眠れないくらい考えたんです」

「……」

　頭を抱え、髪かみを搔かきむしる。

　……百瀬は。

　彼女は一いつ体たい何を抱えているんだろう。

　何を思い、なぜ先せん輩ぱい後こう輩はいに戻ろうなんて思ったのだろう。

　今の俺にはそれを推おし量ることができなくて。そしてそのことすらも、彼女を傷つける原因になりそうな気がして、声もあげられなくなってしまう。

　──と、そのときだった。

　部室の扉とびらががらりと開けられ、

「あの……」

　一人の女じよ生徒がこちらを覗のぞき込む。

「この部屋で『失しつ恋れん探たん偵てい』という活動をしていると聴きいたのだが……」

　女生徒にしては高い背に、黒くろ髪かみのロングヘアー。

　凛りんと整った顔と意い思しの強そうな眉まゆをせつなげに歪ゆがめた、たくましい印いん象しようの女生徒。こんなタイミングでクライアントが来たらしい。

　ただ俺は──その女生徒に見覚えがあることに、酷ひどく驚いていた。

「……荻おぎ野の目め……先輩……？」

　──彼女は元もと調査対たい象しようだった。

　まだ、俺が失恋探偵に乗り気でなかった頃ころ、百瀬と二人で気持ちを探った相手だった。

　こんがらがった脳のう裏りに、あの日のことがフラッシュバックする。

　九月。

　今から四か月ほど前。

　まだ気温も高かった、文化祭さいの日のこと。
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「さあっ！　長かった準備も今日きようで終わりだ！」

　凛りんとした声が反はん響きようする体育館内ないは、熱帯じみた高こう温おん多た湿しつの空気で満たされていた。

「みんな夏休み前からよく頑がん張ばってくれた！　部ぶ活かつとか勉強とかある中、きっと休みの日も使って色々やってくれたことだろう！　でもそれも全部、明日あしたの本ほん番ばん──文化祭当とう日じつのためだったわけだ！」

　言って、今年の文化祭実行委員長である荻おぎ野の目め紗さ千ち佳か先せん輩ぱいは壇だん上じようから体育館中じゆうを見渡す。

　自分のクラスの列からそれを見上げていた俺おれは、一いつ瞬しゆん彼女と目があったような気がして酷ひどくドキリとした。

　九月上じよう旬じゆん、午後五時過すぎ。

　普ふ段だんなら六時間目めに当たるこの時間に、俺たち道どう立りつ宇う田た路ろ中央高校の全ぜん生徒は体育館に集合していた。

　明日に迫った文化祭の事じ前ぜん集会が、文化祭実行委員たちの進行で執とり行われているのだ。

「もちろん、まだ用意が全部終おわったわけじゃない。ここから居い残のこりで作業を進める奴やつや、中には徹てつ夜やで仕上げをする奴も多いだろう。でも、ひとまずここまでのみんなの頑がん張ばりに礼を言わせてくれ。マジでありがとう！」

　言って、荻野目先輩は一度マイクを口くち元もとから離した。

　額ひたいににじむ汗あせを指でぬぐいながら、改めて俺は壇上を観察する。

　中央に、黒くろ髪かみのロングヘアー、意い志しの強そうな顔だちに力強い笑えみを浮かべた荻野目先輩が立っている。ずば抜けて美人、という訳わけでもないのに彼女にはどこかカリスマ性があって、ステージで胸を張る姿すがたには自然と目を惹ひきつけられた。白い夏服のブラウスも彼女が着ると妙みようにまぶしく見えるのだから不ふ思し議ぎだ。

　彼女の両サイドには、これまで様々な形でその活かつ躍やくをサポートしてきた文化祭実行委員の面めん々めんが控えている。男子が計四人。彼らは皆誇ほこらしげな表情で、委員長の演説の行く末を見守っていた。

「まーなんというか、最初っから言ってるが難しいことはいいんだ！」

　再びマイクを口元に寄せ、委員長は続ける。

「上う手まくできたとかできなかったとか、教育上じようどうだとか、その……ほすと、たりてぃ？　ほす……」

　単語が出てこないらしい彼女に、実行委員の大人おとなしそうな男子が耳打ちする。

「……ホス……ピタリティ？　うん！　そう、ホスピタリティ！　確かにそういうもんも大事だろう。でも、私はあえてみんなにこれだけを約束してもらいたいんだ──全力で楽しむことを！　すげーいい感じに、一生忘わすれないってくらいに最高に楽しむことを！　私たちも、そのためにここまで準備を進めてきたんだ！」

　ステージ脇に立っていた生活指し導どうの教師（お堅かたいことで有名）が、渋しぶい顔をする。ただ、その渋じゆう面めんとは対たい照しよう的てきに生徒たちの表情には高こう揚よう感かんが浮かびはじめていた。かく言う俺おれも繰り出される委員長の声に、なんだか胸が熱くなりつつある。

　これまでも、荻おぎ野の目め委員長の活かつ躍やくにはひたすら目を見張ってきた。進学校こうゆえ、一日のみの開かい催さいという大だい前ぜん提ていまでは覆くつがえすことはできなかったのだけど、協きよう賛さん企き業ぎようを増やすことで予算を潤じゆん沢たくに確保し、教師と交こう渉しようすることで去年までご法度はつとだった食品関係の屋や台たいを解かい禁きんさせ、さらには体育館でのクラブイベント風ふう後こう夜や祭さいの開催まで勝ち取った。

　そんな彼女が本ほん番ばん前日に舞台上でこんな演説を打てば、どうしたってこちらの気分は盛り上がってしまう。

「大体な、こういうのはお互い気持ちが伝わるんだ！　やってる私らが楽しい感じでできれば、来てくれた他の学校の奴やつらやオトンやオカンも楽しい気分になる！　それが私の思う文化祭の成功だし、みんなにも成功の喜びを味わってもらいたい。……とまあ、あんま話が長くなるのもあれだな。もう一度結けつ論ろんを言おう」

　彼女はマイクを下ろすとすうと息を吸い込み──体育館中に響ひびき渡る声でこう告げた。

「大いに楽しめ！　そして大いに楽しませろ！　それぞれ自由なやり方で！　文化祭実行委員は、それを全力で応おう援えんする！　以上だ！」

　言いきると、彼女はニカリと笑えみを浮かべて踵きびすを返し、壇だん上じようを去っていった。両サイドの実行委員たちも、颯さつ爽そうと彼女の後に続く。

　同時に──割れんばかりの拍はく手しゆが館内に響ひびき渡った。どこからか、彼らに向けた声せい援えんまで上がっている。

　その渦うずの中で、俺ははっきり思った──ああ、楽しい文化祭になりそうだ、と。

　高校の文化祭なんて、グダグダになるのが通つう例れいなのかもしれない。技術もノウハウもない十代が出し物を用意したって、そのレベルはたかが知れているのだ。

　それでも、委員長がいい文化祭にしようと、私たちが応援すると言ってくれると、なんだか明日あしたは良い一日になりそうな気がした。こんな風ふうに学校行ぎよう事じを楽しみに思うのは、もしかしたら生まれて初めてかもしれない……。




　──が、その十分後ご。

　部室棟とうである南みなみ校舎、四階のミス研けん部室にて。

　俺は催もよおし物の準備をするでも出し物の練習をするでもなく、ぼんやりミステリ小説を読んでいた。

　俺の右前では小こ柄がらな女じよ生徒、今年このミス研に入部した奇き妙みような後こう輩はい、千ち代よ田だ百もも瀬せさんが少女漫まん画がに目を落としている。足を組み顎あごに手を当て、古こ典てん文学でも読んでいるみたいな難しい顔をしながら。

「……千代田さんのクラス、明日は何やるんだっけ？」

　なんとなくそう尋たずねると、

「この学校の歴史展てん示じですね」

　ページに視線を落としたまま、彼女は髪かみをくしゃくしゃと搔かく。

「創そう立りつから現在の年表を作ったり、卒業生の有名人じんを取り上げた展示をするようです」

「あー……。うちのクラスの『宇う田た路ろの歴史展示』と同じ感じか……」

　言って、残念な気分になった俺おれはむーんと腕を組んだ。

　確かに、ここまでの文化祭実じつ行こう委員たちの活かつ躍やくには驚かされてきた。明日あしたに向け校内の志し気きもかなり高い。それでも、一年から三年まですべての生徒がやる気になっているかというとそうではなく、中には俺たちのクラスのようにおざなりな出し物で済ませようとするところもいくつかあるのだ。

　となると、そこの生徒は前日に居残ってまでしなければいけない準備なんてないものだから、さっさと下校するかぼんやり学校に残ったりする他ない。俺と千ち代よ田ださんは、そのうちの「残ったりする」方を選択していた。

　二人で黙もく々もくと本を読む、ミス研けん部室の放課後ご。

　あまりにいつもどおりの光こう景けいにため息が漏もれる。せっかくの文化祭前ぜん日じつ、委員長の名めい演説の後に、俺は一体何なにをしているんだ……。

　ただ、俺と千代田さんがこうやって部室に残っているのには、それなりに目的もあった。

　最さい近きん千代田さんがはじめ、俺も参加させられている活動──「失しつ恋れん探たん偵てい」のクライアントが、これからここに訪ねてくる予定なのだ。

　……まあ、「探偵」なんて名乗っているけど実際は「私を振った彼に手紙を渡してほしい」みたいな、お使いみたいな依い頼らいばかりこなしてきたのだけど。千代田さんが何を思ってこんな活動をはじめたのかはよくわからなかったが、この子は普ふ段だんの言げん動どうからしてちょっと変わっている。俺には理解できないような難なん解かいな理由でそれを思いつき、そして実行に移したんだろう。

「……あー、失礼する」

　千代田さんが丸まる々まる一冊漫まん画がを読み終わったタイミングで扉とびらが開けられ、一人の男だん子し生徒が部室内ないを覗のぞき込んだ。

「その、私は先日メールで問い合わせをさせてもらった砂すな川かわというものだが……『失恋探偵』は、ここでいいのだろうか……？」

　……ようやく来たらしい。

「はい、こちらです。お入りください」

　言って、千代田さんはその場に立ち上がり、自分の向かいにある席を指し示じした。

「そうか、では……」

　どこか硬い声こわ色いろで言って、男子生徒はこの部屋に入室した。

　彼の様よう子すをざっと観察する。

　短めの髪かみと太めの眉まゆ、顔立ちは凛り々りしく整い意い志しの強そうな印いん象しようだ。身長は百七十五センチくらいだろうか、細ほそ身みながらも筋きん肉にく質しつな体格で、肩かた幅はばもがっちりしている。服装は実に独特で、足あし元もとは素す足あしに校内履ばき。ズボンの膝ひざは破れて当て布が当てられていた。さらに彼は、制せい服ふくのシャツの代わりに、何な故ぜか体操服ふくの上着を着用している。

　……その風ふう貌ぼうには見覚えがあった。

　時代錯さく誤ごな熱ねつ血けつ風ふうのこのルックス……間違いない、つい先ほど全ぜん校こう集会の際に体育館の壇だん上じように立っていた、文化祭実じつ行こう委員の一人だ。

「砂すな川かわ拓たく破はだ。よろしくお願いする」

　重々しい口ぶりで言って、彼は深く頭を下げた。

　文化祭実行委員が文化祭前ぜん日じつにここを訪れるなんて、一体どうしたのだろう……。




「私には、慕したっている女性がいてな」

　お互い短く自己紹しよう介かいした後、太めの眉を切なげに寄せ砂川先せん輩ぱいは切り出した。

「今日きようはその女性に関して、どうしても調べてもらいたいことがあって伺うかがったのだ。この失しつ恋れん探たん偵ていはそういう調査を請うけ負ってくれる探偵であり、秘ひ密みつは厳げん守しゆしてくれる、という認にん識しきでいいな？」

「はい、そのとおりです」

「そうか、ならいいんだ。いや、デリケートなことだから、やはり不安もあるのだ……」

　言って、砂川先輩は居心地いごこち悪そうに椅い子すに座りなおした。

　確かに、得え体たいのしれない探偵に恋れん愛あい関係の調査を任せるのは気が引けるだろう。彼が直接会あって依い頼らいをしたいと思ったのも当然のことだ。

「では、これまでのその女性との関係や、どういった調査をご希望なのかをお教えください。可能な限り詳しよう細さいにお願いします」

　千ち代よ田ださんが尋たずねる。ごく冷静な、どこか他ひ人と事ごとに聞こえる落ち着いた声こわ色いろで。

　……出会って数ヶ月、最初からどこかおかしいなと思っていたが、どうもこの子、他人の感情を読み取る能力に欠ける気がする。

「その女性について、か……。端たん的てきに言うと、私が慕っているのは──今年の文化祭実行委員長である、荻おぎ野の目め紗さ千ち佳かだ」

　……はー、なるほど。この人はあの豪ごう気きな委員長のことが好きなのか……。

「今の文化祭実行委員が結けつ成せいされてもう五カ月になるか。最初に出会った日ひ以来、あの人と私は毎日のように共同で作業をしてきた。作業の都つ合ごう上じようお互いの家を行き来したり、夜遅くまで話し合うこともあったな。そうこうしているうちに私は、その豪ごう快かいさだとか、裏に潜ひそんだ哲てつ学がくに完全に惚ほれ込んでしまったのだ。本当にいつもフルパワーで、明るく元気にふるまっていて、休むところや立ち止まるところを全く見せない気き丈じようさがたまらなくて」

　砂すな川かわ先せん輩ぱいの耳が赤く染そまっていく。見た目どおり普ふ段だんは硬こう派はな人なのだろう、そんな彼が恋の話をするその様さまには、なんだかこちらまで気き恥はずかしくなってしまう。

「それでだな、私のそんな気持ちには委員長もすぐに気が付いたらしいんだ。だからその、特にはっきりと告こく白はくのようなことをしたわけでもなかったのだが、向こうとしても結けつ構こう乗り気なこともあって、二人でいるときにはそれなりに色々あってな……」

　色々……。

　具体的になんだろうか……。もしかしてこう……エロいこととかしたんだろうか……。

「も、もちろん！　一いつ線せんはこえていないぞ！」

　俺おれの表情に諸もろ々もろ読み取ったのか、慌あわてた様よう子すで砂川先輩は声を上げた。

「くっつかれたりとかたまに抱きしめられたりとか、その程てい度どだ。それでも、私はうれしかったのだ。これまで女性とそういう関係になることもなかったし、生まれて初めて気持ちが受け入れてもらえたんだと……」

　ふむ、それくらいの感じか……。まあ、本ほん気きで好きな相手であれば、それで十分嬉うれしいというのもよくわかる。

「しかし、単にそれが幸福だったかと言えばそうでもなくてな……。演説を見ていてもわかってもらえたかもしれないが、彼女は全力で人生を楽しもうというスタンスなんだ。勉強も運動も遊びも、そして色いろ恋こい沙ざ汰たも全力で満まん喫きつするという主義で、男女関係にも積極的かつ倫りん理り観かんに縛しばられない人だったのだ。つまり……」

　砂川先輩は視線を落とす。

「私のほかにも、何人か目をかけられていて、同じような状況にある男がいたのだ」

　……おお、マジか。

　荻おぎ野の目め先輩……そういうフリーダムな感じなのか……。

　確かに、恋れん愛あい方面に関しても自由というのは印いん象しようとしてもしっくりくる気がする。それでも、刺し激げきが強めの恋バナには疎うといものだからどうしても少々うろたえてしまった。

「なるほど。他に目をかけられている男性がどのような方なのかはご存ぞん知じですか？」

「ああ知っている」

　砂川先輩はうなずいた。そして彼は、一度大おおきく息を吐はきだし──

「他の実行委員会メンバーだ」

　──重々しく、そう答えた。

「私以い外がいの実行委員も、全ぜん員いん彼女と親しん密みつだったのだ」

「全員!?」

　思わず、俺は大声を上げた。

「ぜ、全員って、確か男子は砂川先輩以外にも三人いましたよね？　本当にその、全員ですか……？」

「ああそうだ。壇だん上じように上がった全員が、荻おぎ野の目め委員長と関係があったことになる」

「……マジですか」

　……うおお……さすがにそこまで来るともう現実味みが湧わかない……！

　つまり、あの集団は実じつ質しつ荻野目委員長にとっての逆ハーレムみたいなものだった、ってことだよな。彼女と彼女に思いを寄せる男たちの集団。千ち代よ田ださんが読んでいる少女漫まん画がにそういうシチュエーションのものがあったけど、まさか現実にそれを成し遂とげる人がいたとは……。

「まあ、私とそういう関係になる前に彼女もそのことは忠ちゆう告こくしてくれていたから、恨うらみがあるわけではないのだ。だからこそ、文化祭実じつ行こう委員はここまで崩ほう壊かいせずに来られたのだと思う。ただな……」

　砂すな川かわ先せん輩ぱいはポケットから携けい帯たい電話を取り出した。

「つい先日、荻野目委員長からあるメールが来たのだ。最初は意味がわからなくて何度も読み返したのだが、どうも友人にあてるつもりだったメールを誤って私に送ってしまったらしい。本来であれば、間違いメールなどすぐに消去して内容も忘れるのが筋すじだと思うのだが、実はちょっと、文ぶん面めんが気にかかるものでな」

　少しためらいながら、砂川先輩は携帯をこちらに差し出した。

「あまり他人に見せるべきではないのだろうが……読んでみてくれ」

　千代田さんがそれを受け取り、俺おれにも見やすいように画面をこちらへ向けてくれる。





送信者：荻野目紗さ千ち佳か

本文：そうだな。直なお子こならそう言うと思っていたよ！！！

ところで、幼おさな馴な染じみのよしみで報告しておきたいんだけど、とうとう私にも特定の彼かれ氏しができたんだ！例の文化祭実行委員の中にね！！！

もうフラフラするのはやめにするつもりだ。全員好すきだったのも事実だし、ここまで彼らを傷つけてしまったことに忸じく怩じたる思いがなくもないけど、今は彼のことを大切にしたいんだ！！！






「……あー」

　読みながら、思わずそんな声が漏もれてしまった。

「状況は、わかってもらえただろう」

　千代田さんから携帯を受け取り、砂川先輩は重おも々おもしく言う。

「どうも委員長は、文化祭の終了を前にして、私たち四人の中から誰だれか一人を選んだようなんだ。もちろん私以い外がいのね。そしてもう一通、すぐにメールが来た。『今いま送ったメールは間違いだ。こうなった以上隠かくすことはできないな。もう関係は終わりにしよう』という文面で。私はそれに『わかりました』とだけ返したよ……」

　言って、彼はうつむいた。

「しかしやはり……堪こたえてな……。恋をするのは初めてではないのだが、こんなに辛つらいのは、経験がなくて……」

　──絞しぼり出すようなその声こわ色いろに、胸がぐっと苦しくなる。

　はっきり言って、俺おれはこの「失しつ恋れん探たん偵てい」という活動に全く乗り気でない。千ち代よ田ださんに巻き込まれて仕方なく手を貸しているが、できればミス研けん部員として本来やるべき「ミステリ研究」にもっと時間を割さきたかった。

　それでも……こんな風ふうに目の前で苦しんでいるところを見せられてしまうと、さすがに他ひ人と事ごとではいられなくなる。

「では、今回の依い頼らいはどのような内容になるでしょう」

　千代田さんは、次の授業が何かと訊きくような口く調ちようで砂すな川かわ先せん輩ぱいに尋たずねた。

「そうだな……」

　何かをごまかすように、砂川先輩は耳の辺りを搔かいた。

「明日あしたには文化祭も終わり、私たちは全員離はなれ離ばなれになってしまう……。そうなる前に、彼女が誰だれを選んだのか知っておきたいのだ……。女め々めしいとは自分でも思うのだが、せめて気持ちに整理をつけたくてな。もちろん、最初は自分で探るつもりではあったのだが、ただあいにく私は当とう日じつ仕事があって時間を取れない。だからお願いする」

　砂川先輩は椅い子すに腰かけたままで、深々と頭を下げた。

「……実行委員の中で、誰が委員長と付き合いはじめたのかを、探ってくれ」

　……絞しぼり出すようなその声には、彼の気持ちが濃のう密みつに込められているような気がした。訊きいているこちらの心が動かされてしまうような、隠かくしようのない本ほん心しんが。

　それなのに、

「では今回のご依頼は『荻おぎ野の目め紗さ千ち佳かが付き合いはじめた相手を特定してほしい』でよろしいでしょうか」

　千代田さんは相変わらずの平へい坦たんな口調でそう言って、手元のノートをぱたりと閉じた。

「ああ」

「失恋探偵百瀬、間違いなくその依頼を承うけたまわりました」




「えーっと、まず一人目、サブカル好きの志し摩ま朝あさ雄お先輩」

　砂川先輩の去った部室で、俺はノートに書いたメモを読み上げる。

「トレードマークは大きめの黒くろ縁ぶちメガネに、首にかけた白いヘッドフォン。古こ今こん東とう西ざいの音楽に精せい通つうしていて、明日は主に校舎外がいの屋や台たいと後こう夜や祭さいを担当してるらしい。砂川先輩とは委員会に入ってからの知り合いで、話すこともそんなには多くなかったそうだ」

「ふむ」

　足と腕を組み、千代田さんは自分の席でうなずいた。

　現在俺おれが読みあげているのは、先ほど砂すな川かわさんから聴きいた各かく委員会メンバーの大まかな特とく徴ちようだ。最後に確かく認にんさせてもらったそれを、千ち代よ田ださんに請こわれて復習しているのだ。

「で、次にお笑い芸げい人にん志望の……樫かし倉くら文ふみ人と先せん輩ぱい。坊ぼう主ず頭あたまが印いん象しよう的てきで、学年の人気者もの。主に校内の展てん示じや出し物の担当をしてるとのことで、実行委員の中では一番荻おぎ野の目め先輩と話していたんだと。砂川先輩とは……所しよ属ぞくしている柔じゆう道どう部ぶで主しゆ将しよう、先せん鋒ぽうという間あいだ柄がらで、かなり仲もよかった」

「なるほど」

　もう一度、千代田さんはうなずく。

「で、最後に物もの静しずかでおとなしい感じの赤あか城ぎミチル先輩。この人は砂川先輩と小学校時代から友達で、ほとんど幼おさな馴な染じみたいな仲らしい。今回の文化祭では会計を担当。あまり表おもて立だっては荻野目先輩とは仲良くしていなかったから、砂川先輩も彼がハーレムの一員なのに驚いたそうだ。……以上、三人のうちの誰だれかが、荻野目委員長と付き合ってるって訳わけだけど……」

　言って、俺は長く息を吐はき出す。

「何か……探たん偵ていっぽい依い頼らいが来ちゃったな……」

　……さっきも言ったとおり、これまで寄せられてきたのはおつかい程てい度どの依頼ばかりだった。探偵なんて名ばかりで、便利屋やみたいなことばかりやってきたのだ。ただ今回は、ちょっと難なん易い度どが高そうで、

「……どうするよ？」

　俺は千代田さんの方を向き尋たずねる。

「やっぱ無む理りですって謝るなら今のうちじゃないか？　こんなん調べるのかなり大変だろうし、明日あした一日で素しろ人うとに何ができるとも思えないし……。結果何なにもわかりませんでしたってなるよりは、早めに断っちゃったほうがいいんじゃないかな……」

　冷静に考えて、誰が彼かれ氏しかを見み極きわめるのは大変な仕事になるだろう。しかも、宇う田た路ろ中央高校の文化祭は進しん学がつ校こうであるがゆえに一日のみだ。たったそれだけの時間で、ただのミステリ好き男子高校生と変へん人じん女子高生が、こんな依頼を解決できるとは思えなかった。

　なのに、

「いいえ、調査はしますよ」

　千代田さんは何なに食わぬ顔でそう言う。

「すでに一点気きになっていることがありますし、明日どう行動するかも考えています」

「え……」

　予想外がいのセリフに思わず口ごもってしまった。

「気になってるって、何が？　行動って、どうするつもりなんだよ。今のところ、何もわかんなくね……？」

「んん」

　唸うなるような声を上げ、千代田さんは髪かみを搔かく。

「それはまだ言わないでおきます。おかしいと確信を持てる何かが見つかったわけではありませんから」

　……なんだよ、教えてくれないのかよ。そういうじらされ方をすると気になるじゃないか。

　というかそもそも千ち代よ田ださん、本当に何か気になったりしてるのか？

　この子、空気も読めないし言げん動どうも変わっているなかなかの不ふ思し議ぎちゃんだ。そんな彼女がさっきの砂すな川かわ先せん輩ぱいの話から何かを読み取れたとは到とう底てい思えない。探たん偵ていごっこをしたくて、口から出まかせを言っているんじゃないのか？

「では、明日あしたは文化祭さいが開始し次し第だいここに集合しましょう。色々調しらべて回るので、先輩は案内してください。校舎のことや文化祭の雰ふん囲い気きは、やはり先輩の方が詳くわしいでしょうし」

　彼女は妙みように手て際ぎわよくまとめてくしゃりと髪かみを搔かいた。

　その仕し草ぐさには、どこかゆるぎない自信のようなものが見え隠かくれする気がして……俺おれは意い外がいに思う。

　──もしかしたら俺は、この子のことがあまりわかっていないのかもしれない。




　　　　[image: ]




　二色刷ずりのパンフレットは、表ひよう紙しをめくると右側に校長挨あい拶さつ、左側に実じつ行こう委員長挨拶が載のっている構成だった。

　文化祭当とう日じつの朝。

　机や椅い子すをどかし終え、展てん示じの用意がされた二年四組の教室。

　見慣れた空間の普ふ段だんと違う雰ふん囲い気きにちょっとドキドキしつつ、俺は窓まど際ぎわに寄りかかって左のページに目を通す。





　ご挨あい拶さつ




　宇う田た路ろ中央高校文化祭へようこそ！

　来てくれてありがとう!!　今年の文化祭実行委員長荻おぎ野の目め紗さ千ち佳かだ!!

　私から言うことは特にない！　とにかく皆さんには、みんなが作ったものを心の底から楽しんでもらえればと思う[image: ]

　それこそが、私たち実行委員の望みなのだ!!

　以上!!





　文化祭実じつ行こう委員長　三年七組　荻野目紗千佳








「あの人らしいな」と噴ふき出してしまう。

　シンプルかつ豪ごう快かいな、なのにどこか説得力りよくのある文章。ステージ上で見た荻おぎ野の目め先せん輩ぱいのイメージにピッタリだ。

　こういう女の人が男子の人気を集めるのは当然なんだろうな……。そばにいてくれたら楽しそうだし、落ち込んでいるときには元気をくれそうだ。ハーレムの件、最初に聴きいたときには驚いたけど、こうして見てみるとその状況も全く不ふ思し議ぎはないのかもしれない……。

　続いてページを開き、各クラスの出し物を確かく認にんしようとしたところで、

「──野の々の村むら君くん」「おっはよー！」

　女子二人の声でそんな風ふうに呼ばれた。

　顔を上げるとそこには──クラスメイトの女の子。矜きよう持じヶが谷やさんと西にし尾おさんが立っていた。

「おー、おはよう！」

　言って、彼女たちに笑い返す。

「ついに文化祭当とう日じつだね」

　この二人は、俺おれにとって数少ない「女おんな友達」と呼べる存在だ。以前、どんな小説を読むかで話が盛り上がって以来、こんな風ふうに会話を交わす仲なのだ。

　和わ風ふう美人の矜持ヶ谷さんと元気娘むすめの西尾さん。タイプはだいぶ違うのだけど、二人は四し六ろく時じ中ちゆう一いつ緒しよにいる。端たん的てきに言えば親友と呼べる間あいだ柄がらだ。今日きようも多た分ぶん二人で回るつもりなんだろう。

「野々村はさ、もうどう動くか決めた？」

　尋たずねながら、西尾さんは俺のパンフレットを覗のぞき込んだ。

「うちのクラス、やること全然ないじゃーん？　一いち日にち自由行動だし、野々村も色々見みて回るんだよね？」

「ああ、俺はとりあえず部ぶ活かつの後こう輩はいと動く約束なんだ」

　二人にも見やすいよう、パンフレットをそちらに向ける。

「特にどこに行くとかは考えてないんだけど、まあ全体的に面白そうなとこ見ようかなと。二人は？　やっぱ一緒にいるの？」

「ええ。途と中ちゆうまではそのつもりよ」

　矜持ヶ谷さんがうなずいた。

「ただ、凛りんは午後から部活の出し物があるらしいから、それ以い降こうは『彼』と合流するわ」

　──『彼』というのは、今いま矜持ヶ谷さんが付き合っている小こ早ばや川かわ先輩のことだ。イケメンでお金持ちで成績もいい、という三拍びよう子し揃そろった三年生男子で、付き合いはじめてしばらく経たった今も二人はラブラブらしい。

「はー、羨うらやましいなあ、相変わらず仲が良くて……」

　思わずため息を漏もらしつつそう言う。いまだ誰だれとも付き合ったことがない俺としては、カップルで文化祭なんて羨せん望ぼうの対たい象しようでしかない。

「それほどでもないわよ。ただほんと、校内をフラフラするだけだと思うし……。そっちこそ、部ぶ活かつの後こう輩はいって女の子だったりしないの？」

「……あー」

　予想外がいの切り返しをされて、俺おれは反射的に千ち代よ田ださんの顔を思い浮かべた。

　女の子……あまり最近そういう視し点てんで彼女を見ることはなかったけれど、言ってみれば俺も異い性せいと文化祭さいを回るんだよな……。

「んん……まあそうだけど、なんていうか、あの子はあんまり異性としては意い識しきできないな……その、ちょっと変わってる子でさ」

「でもさー！　最初はみんなそんな感じなんじゃない？」

　にやけ顏でこちらを覗のぞき込みつつ、西にし尾おさんは言う。

「そういうこという人に限って、数ヶ月後ごには付き合いはじめました、とか言ったりするんだよねー」

「いやいやまさか……」

　……うん、さすがにそれはないと思う。

　照れとかそういうことではなく、ほんとに彼女を恋れん愛あい対たい象しようとして見ることができないのだ。これまで好きになってきた女の子と比べても結けつ構こうタイプが違うし、向こうだって俺にそういう類たぐいの興きよう味みはないだろう。

　ただ、千代田さんが客きやつ観かん的てきに見ればかなりかわいい方なのは、俺としても否定できないところだった。地じ味みにスタイルも良いし、なんだかんだで俺との仲もいい。だからこそ、今日きよう一日を一いつ緒しよに過ごすのも決して嫌いやではなかった。妹とかがいれば、こんな感じだったのかなーと思う。

　教室のスピーカーからチャイムが流れ出した。開場五分前まえに流れる予よ鈴れいだ。

「そろそろ開場時じ間かんね」

　矜きよう持じヶが谷やさんが手て首くびの時計に目をやった。

「凛りん、そろそろ行きましょう。野の々の村むら君くん、今日はお互い楽しめるといいわね」

「おう、そうだね！」

　うなずき彼女たちと別れると、俺は教室を出て部室へ向かった。

　さて、どんな一日になることやら……。




　部室に集合してすぐ。千代田さんは貴き重ちよう品ひんとパンフレットを入れたポーチを肩から下げ、

「では行きましょう」

　と俺を連れて廊下に出た。普ふ段だんよりもややきびきびした足取りで。

　外からは、文化祭さい開かい催さいの合あい図ずである吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうが聴きこえてくる。

「……ていうかさ、調査するって言ってたけど、具体的には何するの？」

「聞き込みをします」

　俺おれが尋たずねると、千ち代よ田ださんは髪かみを搔かきつつこともなげに答えた。

「聞き込み？」

「ええ、委員長を含む各実じつ行こう委員の皆さん一人一人に話を聴ききに行くのです。まずは足を使って情報を集めます」

「……ああ……なるほど」

「どうしたのですか？　探たん偵ていにとって、聞き込みなんて基本でしょう？」

　……確かにまあ、そうではある。

　世せ間けんでは華はなやかな推すい理りばかりが取り沙ざ汰たされがちな探偵だが、それを支えるのは地じ味みな聞き込みや張り込みだ。それでも、千代田さんがそれをまねしたところで、ろくな情報があつめられるとも思えなかった。ミステリ好きだからこそわかるのだけれど、あれはあくまで物もの語がたり世界の中だからこそ上う手まくいっているのだ。現実世界で同じようなことをしても、よっぽど運がいいか頭がよくない限り成功するはずがない。

　とはいえ、

「なんでもないよ」

　俺はもう一度前まえを向き、隣となりを歩く千代田さんに歩ほ調ちようを合わせた。

　依い頼らいを受じゆ理りしてしまった以上、砂すな川かわ先せん輩ぱいを裏うら切ぎるわけにもいかない。千代田さんだって今さらやめようと言い出したって聴かないだろう。大人おとなしく従うしかない。

　……せっかくの文化祭の日に単純に遊びまわれないのは、ちょっとだけ残念だけど。




　千代田さんの希望で、まずは校舎内の見回り担当である樫かし倉くら文ふみ人と先輩を探すこととなった。

　人でごった返す北きた校舎を歩き回りはじめる。一階にある二年生の教室前まえから、二階の三年生教室、三階の一年生教室まで。彼がどんな動きをするかわからない以上、こうやってしらみつぶしに探していくしかないだろう。

　開場からまだ時間も経たっていないのに、すでに辺りは保ほ護ご者しやや他校の生徒の姿すがたでいっぱいだ。これもきっと、文化祭実じつ行こう委員の広こう報ほう活動の効果だろう。彼ら、地じ元もとのラジオ局とかにまで出演してこの文化祭のことを宣せん伝でんしていたからな……。

　そして歩きはじめて数十分。「お化ばけ屋や敷しき」に作り替えられた一年五組の教室の前で、

「……おお、いた……」

　俺たちはようやく樫倉先輩の姿すがたを見つけた。

　男子にしては小こ柄がらな体に、見み覚おぼえのある坊ぼう主ず頭あたまの後こう頭とう部ぶ──間違いない、昨日きのう壇だん上じように並んでいた実行委員のうちの一人だ。

　これから中の状況をチェックするのだろう。彼は客きやく引ひきらしい幽ゆう霊れいコスプレ（テレビ画面から出てくるタイプ）の女じよ生徒と何やら会話をしている。そして彼は、ひとしきり周囲に笑顔を振りまくと──挑ちよう戦せん的てきな表情を浮かべながらお化ばけ屋や敷しき内ないに入って行ってしまった。

「あ、行っちゃったな……。どうしよ」

　立ち止り、千ち代よ田ださんの方を向く。

「外で待ってようか？　そんな時間もかかんないだろうし……」

　しかし彼女は、

「せっかくですから行きましょう」

　何なに食くわぬ顔で言うと、もう一度視し線せんを教室に向けた。

「出口からはハイペースで人が出てきます。終わってから追いかけても、見失うことはないでしょう」

「あ、そう……？」

　そのセリフが意い外がいで、俺おれはちょっとばかり驚いた。何となくだけど、この子はこういうのに興きよう味みを示さないタイプなのかと思ってたんだけどな……。ただまあ、俺としてはお化け屋敷とか得意だし、文化祭感かんが味わえてちょうどいいかもしれない。

「そうだな……行くか」

　拳こぶしを握ると、俺は千代田さんの前に立ちお化け屋敷の入り口をくぐった。この子もなんだかんだで女の子なのだ。もしも怖こわがったりすることがあれば、男子としてかばってやらなくては。

　……ちょっとだけ、クールな千代田さんの悲鳴を聴きいてみたい気もするけれど。




　しかし──五分後ご。

「先せん輩ぱい、一人じゃなくてよかったですね」

「……」

「男子の悲鳴なんて、初めて聞きました。私がいなければ、ここまで出てくることもできなかったでしょう」

　お化け屋敷を出て樫かし倉くら先輩の背中を追いつつ、千代田さんが言う。俺はもう反はん論ろんもできなくて、恥はずかしさやら悔くやしさやらにまみれながら彼女の隣となりを歩いた。

　お化け屋敷は……凄すさまじいクオリティだった。

　照明が落とされおどろおどろしい装そう飾しよくが施ほどこされた教室内で、四し方ほう八はつ方ぽうから幽ゆう霊れいが飛び出し全力で俺たちを脅おどかしにかかってくる。そのレベルの高さに俺はまさかの本ほん気き絶ぜつ叫きよう。腰を抜かしそうになりつつも、いつもどおり冷静だった千代田さんの手引きでなんとか出口までたどり着いたのだった。

　未いまだに足が震えている。まっすぐ歩けない……。しかし、よりにもよって千代田さんに助けられるとは……。

「ほら、樫倉先輩に声をかけますよ、ちゃんとしてください」

　フラフラしているうちに樫倉先輩の背中はもうすぐそこだ。

　俺おれは背せ筋すじを伸ばすと、気持ちを入れ替えて足を速めた。




「ちょっとすみません」

　樫かし倉くら先せん輩ぱいの真ま後うしろについたところで、千ち代よ田ださんがそう言って彼の肩を叩たたいた。

　樫倉先輩はこちらを振り返ると、ひょうきんな顔に人ひと好ずきのする笑えみを浮かべる。

「あ、うん、どうしたの？　……ていうか君、顔めっちゃ青いけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ええ、大丈夫です……」

　無む理りに笑い返す俺の横で、千代田さんは一歩前まえに出て彼を見上げた。

「実はちょっと、伺うかがいたいことがありまして。今、お時間大丈夫ですか？」

「ああ、うん、全然大丈夫だよ！」

　樫倉先輩は腰に手を当てうなずいた。

「何でも訊きいてくれたまえ！　俺、文化祭実じつ行こう委員だから今日きようのことは大だい体たい頭に入ってるし！　あ、でも身しん長ちよう体重好すきなタイプとか、そういうプライベートなことは勘かん弁べんな！　悪いけど、マネージャーを通してください！」

　おお、芸げい人にん志望なだけあってこういう会話にもちょいちょいボケをねじ込んでくるんだな……。若じやつ干かん空から回まわってる感はあるけど性格はすこぶる良さそうだ。

　ただ、

「あのですね」

　あまりそういうのに関心がないらしい千代田さんはボケをさらっと流す。樫倉先輩はがくりと肩を落とした。

「このようなことを実行委員の方に伺うのも忸じく怩じたる思いなのですが」

　彼女はそう前置きし、「ん……？」と首をかしげる樫倉先輩に──

「今日の後こう夜や祭さいの出演者の中で──一番かわいい女の子は何番目くらいに出演しますか？」

　──ごく真ま面じ目めな顔で、そう尋たずねた。

　……一いつ瞬しゆん、本ほん気きでぽかんとしてしまう。

　何なに言ってんだこの子……？

　かわいい女の子？

　何でそんなこと訊くんだ……？

「え、かわいい子か。うーん、個人的には一いち番ばん最初に出るテクノポップユニットの歌の子かな。ちっこいリスみたいな感じさ。……でも、どうして？」

「実は私、かわいい女の子が大好きなのです。なので、今日の後夜祭を本当に楽しみにしているのです」

「……ああ、なるほど」

　腕を組み、樫倉先輩は納なつ得とくした様よう子すでこくこくとうなずいた。

「最近はアイドルファンの女の子とかも多いらしいからね！　そうなると……やっぱり今言ったテクノポップユニットが一番かな！　他にも女の子は出るけど、結けつ構こうアーティスト寄りな感じだから」

「ふむ、一いち番ばん最初のグループですね。ありがとうございます。楽しみにしています」

「いえいえ！　まあ、ほかにもなんか訊ききたいことあったら、その辺フラフラしてるから声かけてよ。こんな感じで、大体のことには答えられると思うから！　じゃあねー！」

　言うと、朗ほがらかに手を振り樫かし倉くら先せん輩ぱいは去って行った。

　……なんだ今のやり取り？

　あんなこと訊きいて、千ち代よ田ださんはどうしようっていうんだ？　かわいい女の子が好きなんて、今まで一度も聞いたことないぞ……？

「次に行きましょう」

　彼女はそう言ってそこから歩き出す。

　説明する気の全くなさそうなその声こわ色いろに、とりあえず俺おれは従わざるを得ない。




　千代田さんは、特別教室で事じ務む仕事をしていた赤あか城ぎミチル先輩にも樫倉先輩と同じ質問をぶつけた。

　原げん稿こうでも用意していたのかと思うような、本当に一いち言ごん一いつ句く変わらない内容で。

「いや、気にしなくていいけど……」

　前置きに首を振ってから、赤城先輩は質問に回答する。

「かわいい、かぁ……うーん。結けつ構こうみんなかわいいんじゃないかなあ。女の子は全部で……五人くらい出るのかな。みんなそれぞれ違うタイプだけど、頑がん張ばってる子って皆魅み力りよく的てきだよね」

　話を聞きながら、俺は教室内ないをざっと見渡す。

　何人かのスタッフがいるんじゃないかと思っていたけれど、ここにいるのは赤城先輩ただ一人だ。「落とし物」と書かれた段ボール箱や、予備らしいパンフレットが周囲に置かれているだけ。まあ、当日になってやるべき事務仕事なんて、ほとんどないのだろう。

　そしてその殺さつ風ぷう景けいな教室の中で──千代田さんはごく真剣な表情で赤城先輩の話を聞いている。

　……もしかしてこの子、かわいいと思う女の子を訊くことで、委員会メンバーの好みを確かく認にんするとかそういうつもりだろうか？　そしてそれが荻おぎ野の目め先輩に近いかどうかで、まずは彼らが本ほん気きで荻野目先輩に恋していたのかを探る、とか……？

　あるいは、何も考えずに適当に質問をしているだけなのかもしれない。探たん偵ていごっこをしたくて、適当に関係者に聞き込みっぽいことをしているだけ、みたいな。

「なるほど。皆かわいい、と。中でも特に、という女じよ生徒はいらっしゃらないでしょうか？」

「……んー、そうだね、やっぱり一人は選べないかな、申もうし訳わけないけど……。それにしても、なんでそんなこと訊きくの？」

　千ち代よ田ださんは樫かし倉くら先せん輩ぱいにも答えた理由を赤あか城ぎ先輩に教えた。彼は「へー、変わってるね……」と不ふ思し議ぎそうな表情で首をかしげた。どことなく、少女っぽい印いん象しようのしぐさで。

「そうですか。ありがとうございます。では、失礼します」

　一ひと通とおり話を終えると千代田さんは小さく頭を下げ、すたすたと特別教室を出ていった。

　赤城先輩、結けつ構こう丁てい寧ねいに答えてくれたのに、この子は本当に淡たん泊ぱくだな……。

「あの。すみません、本当にありがとうございました！」

　千代田さんに足りなかった感謝成せい分ぶんを補うべく、俺おれはそう言って頭を下げてから教室を出た。去り際、小首をかしげている赤城先輩はあいかわらず女の子みたいだった。




「んん……」

　次の文化祭実じつ行こう委員、焼きそばの屋や台たいのチェックをしていた志し摩ま先輩は、前置きに低く唸うなってから、続く千代田さんの問いに眉まゆをひそめる。

「かわいい子かあ……。どうだろう、今こん回かい僕はルックスじゃなくて彼らの作り出したものを基準にブッキングしたからなあ……」

　千代田さんがその質問をぶつけるのもこれで三人目だ。ただ、見るからにサブカル風ふう味み、こだわり派っぽい印象のこの人にとっては、あまりうれしい問いではなかったらしい。

「でもまあ、個人的な好みで言うならラストの前に出るＤＪ　ＫＯＨＡＲＵかな……。あの媚こびてない感じは、女性から見ても魅み力りよく的てきだと思うし……」

　相変わらずぶっきらぼうな言い方だ。でもまあ、こういうリアクションをされることもあるだろう。ここまで二人には比ひ較かく的好こう意い的な返答をもらえていたけれど、話しかける人ひと全員がそうとは限らない。

　というか千代田さん、志摩先輩がこういうタイプなことは首にかけてるヘッドフォンやマッシュルームヘアーで察せるはず。相手に合わせて適当に質問は変えればいいのに……。

「なるほど。ありがとうございます、参考にさせていただきます」

「んん……まあ、できれば見た目だけじゃなく音楽をちゃんと楽しんでもらいたいけどね」

　礼を言う千代田さんに志摩先輩は眉をひそめたままで答えると、足早にどこかへ立ち去ってしまった。やはり、よっぽどむかついたらしい……。

　そしてその主しゆ原因である千代田さんは、志摩先輩の不ふ機き嫌げんなど全く意に介かいさない様よう子すで、髪かみをぐしゃぐしゃと搔かいていた。

　……大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、この子は。こんなに空気が読めなくて、人の気持ちがわからなくて、もめごとを起こしてしまったりしないだろうか……。今後、今みたいな雰ふん囲い気きになることがあったら、俺が何らかのフォローをしてやったほうがいいかもしれないな……。

　そんなことを思っていた、そのときだった。

　──くー。

　千ち代よ田ださんのお腹なかから、そんな音が鳴った。

　小さい動物が鳴くような、か細いかわいらしい音。

　彼女はあいかわらずポーカーフェイスでうつむいている。ただ──俺おれは彼女がちらりと焼きそば屋や台たいに視線をやったのを見み逃のがさなかった。

「……もしかして」

　意を決して、俺は尋たずねる。

「千代田さん、お腹すいてる……？　焼きそば……食べたい？」

　千代田さんはしばし黙だまってから、こちらを見ないままこくりとうなずいた。

　まあそうだよな。時計を見ると、いつの間にか時じ刻こくは午後二時を回っているし。

「そっか……ちょっと待ってて」

　言って、俺は屋台前まえの列に並ぶと、一パック買って千代田さんのところに戻った。

「一いつ緒しよに食べよう。俺もお腹すいたんだけど、丸まる々まる食べきれるほどじゃないし」

　実を言うと、俺も屋台から漂ただようソースの匂においにかなり食しよく欲よくをそそられていたのだ。このタイミングで一いつ旦たん何か口に入れておきたい。

　彼女は俺からパックを受けとりじっと眺ながめる。

「いいのですか？　いただいてしまって」
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「うん。俺おれもお腹なかすいてたし、ちょうどよかったんだよ。お先にどうぞ」

「そうですか。では、お言葉に甘えていただきます」

　千ち代よ田ださんはぺこりと頭を下げてから割り箸ばしを割りもそもそと焼きそばをほおばりはじめた。この子、小こ柄がらな割にはなかなか食べるタイプみたいだったし、本ほん気きで空くう腹ふくだったのだろう。

　……それにしても、後こう輩はいに屋や台たいで食べ物おごるって、なんか普通に文化祭さいっぽい感じになったな。この子が聞き込みするなんて言いだした時点で「あんまり今日きようは遊べないかな」なんて思っていたけど……こういうイベントをちょくちょく挟めるなら、存ぞん外がい悪くないかもしれない。




　──さて、残す最後の文化祭実じつ行こう委員は荻おぎ野の目め委員長のみだ。

　千代田さんと相談し、後こう夜や祭さい後ごになんとか捕まえて聞き込みをしようということになったのだけど……この子、委員長には何を訊きくつもりなんだろう……？

　まさか「今日の出演者で誰だれが一番イケメンだと思いました？」とかか……？




　　　　[image: ]




　──文化祭最さい後ごのイベントである後夜祭は、すさまじい盛り上がりを見せた。

　ここまでで十分皆みなのテンションも上がっていたし、出演した生徒たちも「本当に高校生!?」と疑ってしまうほどにレベルが高い。体育館に集まったオーディエンスはギャル、スポーツマン、地じ味み系けいの境さかいなく、スピーカーからあふれる音の波に身を任せていた。

　ちなみにその間、千代田さんはステージ正面で踊る荻野目先せん輩ぱいをガン見しつつ体育館後こう方ほうで仁に王おう立だち。俺も彼女を放っておくわけにもいかず、楽しんでいる生徒たちの輪に加わることができなかった……。

　そして現在。

　後夜祭が終わって十分後ご。

　イベントの間中、踊り、手を叩たたき、歓かん声せいを上げていた生徒たちも、今は各おの々おの体育館の周囲で水分を補ほ給きゆうしたり「どの曲がよかった」なんて話をしていた。

　いつの間にか日は完全に沈み、辺りには涼しい風が吹きはじめている。

　──これで今年の文化祭は終了だ。

　一応明日あしたもう一度全ぜん校こう集会があってそこで本当の締しめとなるのだけど、事実上じようここで出し物も催もよおし物もすべて終わったこととなる。

　そしてその最大の功こう労ろう者しやである荻野目委員長は……体育館前まえのベンチに腰こし掛かけ、多数の生徒に囲まれていた。ねぎらいや賛さん辞じを投げかけられているらしい。

「行きましょうか」

　隣となりに立っていた千代田さんが、荻野目委員長を見ながらぽつりと言った。

「今なら私たちも、委員長に話しかけられます」

「……そうだな」

　うなずいて、俺おれと千ち代よ田ださんはごく自然に彼女の方へ近づいていった。




　委員長を囲む輪の中に混ざり、彼女にかけられる声が途と切ぎれた辺りで、

「すみません、荻おぎ野の目め委員長」

　千代田さんはそう声を上げた。

「お、何だい？」

　委員長は快かい活かつな笑えみを千代田さんに向ける。今日きよう一日フルスロットルで楽しんだろうに、表情に疲れは一切見みえなかった。

　そんな彼女に千代田さんは聞き慣なれたセリフを繰り出しはじめる。これまで委員会メンバーにもかけてきたお決まりの言葉を。

　そして、

「ん？」

　その途と中ちゆうで不ふ思し議ぎそうに委員長は首をかしげた。

「どういうことだ、それ？」

　──そこで俺は。

　千代田さんのセリフに対するその反応に、激しく違い和わ感かんを覚えた。

　委員長……なんでそんな表情になるんだ……？　だって、この人は……。

「いえ、なんでもありません」

　首を振って見せる千代田さん。そして彼女は髪かみを搔かき──

「あのですね、私、どこかで手て帳ちようを落としてしまったようなのです。落とし物に関しては、どこに問い合わせればいいのでしょうか」

　──ここで初めて、それまでとは全く違う質問を委員長に投げかける。

「おお、そうなのか」

　不思議そうな顔をしていた委員長の表情が、真ま面じ目めな色に戻った。

「本部に落とし物を入れとく箱があるんだ。それをスタッフに見させよう。どういう手帳を落としたんだ？」

　千代田さんがいくつか手帳の特とく徴ちようを述べると、委員長はスカートのポケットから携けい帯たいを取り出しどこかに電話しはじめる。恐らく、赤あか城ぎ先せん輩ぱいにかけているのだろう。彼女はしばらく何ごとかを話してから、

「残念だけど、そういう手帳は届いてないそうだ」

　ポケットに携帯をしまうとむんと腕を組んだ。

「一応、今後も届けられたものはリストにしてネットとかで見られるようにしておくけど……大だい丈じよう夫ぶかい？　スケジュールがわからなくなるようじゃ、困るんじゃないか？」

「いえ、大丈夫です」

　千ち代よ田ださんは首を振って見せる。

「買ったばかりでまだほとんど何も書いていませんでしたから。ところで委員長」

「なんだい？」

「携けい帯たいをスカートのポケットから出していましたが、イベント中も肌はだ身み離さず持っていたのですか？」

　……二度目の質問だ。ここまでは、一人につき一つしか質問をしてこなかったのに……。あいかわらず意い図とがわからない……。

　確かに、一いつ般ぱん生徒と混ざって踊っていた荻おぎ野の目め先せん輩ぱいがその間も携帯を持っていたというのは、ちょっと驚きだけど……。

「ああそうだね、いつ連れん絡らくが来てもいいように、私はあまり携帯を手放さないんだ」

「二十四時間いつでも対たい応おう可能、ということなのですね」

「まあさすがに、寝るときと風ふ呂ろに入るときくらいはどっかに置いておくけどな。でも本当に、それ以外の時間はずっと持つようにしているな」

　言って、委員長は笑う。

「なるほど、そのような努力のおかげで、今回の文化祭さいの成功があったのですね」

「いやいや、仮にこの文化祭が成功だったとしたら、それはみんなで手に入れた成功だ。ただ、楽しんでくれたなら私もうれしいよ……と、仕事のようだな」

　言って、彼女は体育館の方を振り返った。

　見れば、そちらから運営スタッフの一人らしい男子が声を出し、委員長を呼んでいた。

「すまない、私はここで行くよ」

　委員長は立ち上がり、周囲を囲んでいた生徒たちに手を振る。

「本当に今日きようはありがとう！　明日あしたの全ぜん校こう集会で会おう！」

　彼女が体育館に消え、生徒たちは三さん々さん五ご々ご教室に戻りはじめた。きっとここから片付けなのだろう。

「先輩」

　その人ひと波なみの中で、千代田さんはこちらを見ないままで声を上げた。

「張り込みが必要です」

「……張り込み？　誰だれの？」

　その問いに、彼女はようやくこちらを見上げ、「彼」の名前を挙げた。







　一時間後ご。

　片づけを終えた生徒たちが下げ校こうし、ほとんど人のいなくなった学校敷しき地ち内ないの物もの陰かげで、俺おれと千ち代よ田ださんは息をひそめていた。

　右手に第二体育館の壁、左手にサッカー部部ぶ室しつの壁のあるこの狭い空間に、張り込み対たい象しようの「彼」はいる。

　入学して一年半くらい経たつけど、校内にこんなところがあるなんて知らなかったな……。むしろ、普通に学校生活を送っていればこのデッドスペースの存在に気付くことなんてまずないだろう。

　つまりきっとここなら──誰だれにも見つかることなく、人に会うことができる。

「彼」がここにきて十数分経った頃ころ、

「──待たせたね」

　一人の女じよ生徒が、彼を追うようにしてこの場に現れた。

　暗がりの中、はっきりとその顔が見えるわけではないのだけど、声や体格からも間違いない。そこにいるのは、今日きようまで文化祭実じつ行こう委員を引っ張ってきた委員長──荻おぎ野の目め紗さ千ち佳かその人だ。

「ごめんよ、ちょっと人に話しかけられて、遅くなった」

「ううん、全然気きにしないで……さっきついたとこだから……」

「そうか、ならよかった……」

　委員長は安心したように目じりを下げると「彼」にぎゅっと抱き着いた。そして、一度体からだを離すと彼らは見つめ合い、短く唇くちびるを重ねた。

「……千代田さんさ」

　緩ゆるいめまいをこらえながら、俺は彼女にそう切り出す。向こうの二人に気け取どられないよう、可能な限り声せい量りようを落として。

「ここまでの聞き込みからちゃんと考えて……彼かれ氏しが『あの人』だって判はん断だんしたのか……？」

「ええ、そうですよ」

　千代田さんはうなずいた。

「あてずっぽうでも、なんとなくでもなくて……？」

「もちろん」

　めまいが一いつ層そう強くなる。上手く事じ態たいを飲み込めない。

「……ごめん、俺よくわかってない。あの聞き込みをどういう風ふうに判断すれば……『あの人』がそうだって……」

「そもそも私は、最初にメールを砂すな川かわさんから見せられた段階で、違い和わ感かんを覚えていました」

　珍めずらしく空気を読んだのか、声を殺し彼女は説明をはじめた。ぐしゃぐしゃと右手で髪かみの毛を搔かきながら。

「その違和感は、上手くすれば誰だれが彼氏なのかを、そしてあの間違いメールの真しん相そうを解き明かすキーになるように思われました。そこで、先せん輩ぱいに聞き込みを提てい案あんした訳わけですが、毎回訊きいていた『かわいい女の子はだれですか？』という質問は、実はまったく重要ではありません。ダミーです。本当に重要だったのはその前置き」

　言って、彼女はこちらを向いた。

「『このようなことを実行委員の方に伺うかがうのも忸じく怩じたる思いなのですが』という部分です」

「……うん」

　千ち代よ田ださんは聞き込みをはじめる直前、常にその前置きをしてから質問をするようにしていた。確かに、イベントに出演する女の子の情報を実行委員に訊きくのはちょっと「忸怩たる思い」に──「恥はずかしい気持ち」になるだろう。だから俺おれも、それほどそこには注意を払っていなかった。

「先せん輩ぱいは覚えていますよね？　委員長から来たメールにも『忸怩たる思い』というフレーズが使われていたことを。私が違い和わ感かんを覚えたのはそこです。荻おぎ野の目め先輩は、見ている限りでは豊富な語ご彙いを駆く使しするタイプには見えませんでした。逆に哲てつ学がくをごくシンプルな言葉に乗せ、たくさんの生徒の気持ちを動かす。そういうタイプであるように見えていました。実際、『ホスピタリティ』という単語が出てこなくて、壇だん上じようでも助けてもらっていましたね。パンフレットのあいさつ文も、その印いん象しようどおりのものでした」

「うん……」

「そんな彼女が、あまり普通の高校生が使わないであろう『忸怩たる思い』なんて言葉をメールで使っていることに、私は違和感を覚えたのです。もちろん、読書をするタイプであれば知っていても不ふ思し議ぎではない言葉ではあります。ただ、百ひやく人にん中百人が知っているとも思えない。なので私は、こう考えました──『委員会の中の誰だれかが、委員長の携けい帯たいを使って意い図と的に間違いメールを送ったのではないか』と」

　……返す言葉が出なかった。

　千代田さんはあのメールだけで、砂すな川かわ先輩にちょっと見せてもらったあの文面だけで、そこまで状況を読んだというのか……？

「というわけで、私は各実行委員のうち『忸怩たる思い』という言葉を知っている人を見つけ出すため、聞き込みに出たのです。念のため、委員長本ほん人にんも本当にその言葉を知らないかどうかを確かく認にんするためその対たい象しように入れて。複ふく数すう人数その言葉を知っている人がいたらさらに調査が必要でしたが、運よく該がい当とうしたのは一人だけでした」

　言われて、これまでの聞き込みを思い出す。

　千代田さんの前置きに、ほとんどの実行委員メンバーがよくわからない表情をしていた。あれは千代田さんの言うとおり、「忸怩たる思い」というフレーズの意味がわからなかったとみるのが自然だろう。他にあの前置きに引っかかるような部分は全くなかった。

　ただ、一人だけ前置きの意味を理解した様よう子すで答えていたメンバーがいた。

　──今俺たちの視線の先にいる「彼」だ。

「次に気になったのは、どのような理由で彼が間違いメールを送ったか、です。『砂すな川かわ先せん輩ぱいに噓うそを教え、荻おぎ野の目め先輩のことを諦あきらめさせようとした。実際は彼かれ氏しにはなっていない』と考えるのが一番シンプルですが、私はそこにも少し疑問がありました。そんなことをしても、結局荻野目先輩がそれまでどおりハーレム状態を続けようとしたなら、すぐに『彼氏ができた』という噓うそは露ろ見けんしますからね。それに、先ほど『お風ふ呂ろと寝るときしか携けい帯たいを手放さない』と言っていた彼女が、携帯を他人にいじらせるような隙すきを見せるとも思えません。実際、砂川先輩も『荻野目委員長は疲れているところを見せなかった』と言っていましたし。ただ──実際に彼氏ができていたなら、そしてその彼氏なら、勝かつ手てに携帯からメールを送ることも可能なわけです。『お風呂』と『寝る』ときに、そばにいる可能性がありますからね」

　ゆえに、と前置きして、千代田さんは結けつ論ろん付づけた。

「私は例の間違いメールは『荻野目委員長の彼氏となった「彼」が、他のメンバーにそれを知らせるため送った』と考えています」

　──後こう頭とう部ぶを殴なぐられたような、強い衝しよう撃げきを受ける。

　千ち代よ田ださんの話は──筋すじが通っていた。

　彼女のことを変人だと信じ込んでいた俺おれが聞いてもはっきりわかるほどに、理り屈くつが通っていた。

　そして何より、目の前の光こう景けいがはっきりと彼女の正しさを証しよう明めいしている。

　荻野目委員長が──『赤あか城ぎミチル先輩』と抱き合い、睦むつみあっている光こう景けいが。

　間違いない──赤城先輩が、荻野目委員長の彼氏なのだ。

　彼が間違いメールを装って、砂川先輩にメールを送ったのだ。

　と、そのとき、

「ところでミチル？」

　委員長は体を赤城先輩から離すと、こんなことを尋たずねた。

「お前まえ私に、隠かくしてることあるよな？」

「えっ……」

　赤城先輩は驚いた様よう子すで目を見開く。

　ショックでぼんやりしていた俺も、慌あわてて彼らの会話に意い識しきを集中させた。

「先週くらいかな、思い当たることはあるだろ？」

　荻野目先輩は一歩身みを引くと、真まっ直すぐに赤城先輩を見み据すえる。しかし赤城先輩は、顔を青ざめさせ視線を彼女からそらした。

「な、何のこと……？　隠してることなんてないし……」

「……言わないか」

　荻野目先輩はため息をつく。彼女は改めて赤城先輩に向かい合うと──はっきりと尋ねた。

「ミチル、私が寝てるときに──私の携帯いじってただろう？」

「……」

「隠かくしても無む駄だだぞ」

　……突とつ如じよはじまった予想外がいの展開に、俺おれは思わず息を呑のんだ。

　荻おぎ野の目め委員長、赤あか城ぎ先せん輩ぱいが携けい帯たいをいじっていたことに気付いていたのか……。しかもそれを、本ほん人にんに問いただすなんて……。

「最初はな、メールチェックでもしてるのかと思ったさ。まあ、そうされるのは仕方がないかもしれない。正直、ミチルにあんまり見せたくないメールも受信ボックスの中にはある。でも、あのときミチルはメールチェックとかじゃなくて……明らかにメールを打ってるときの動きをしてた。何回もボタンを押してな」

　彼女は赤城先輩の顎あごを持ち、顔を自分の方に向ける。

「なあミチル……誰だれにどんなメール送ってたんだ……？」

　赤城先輩はぎゅっと目をつぶった。

「……正直、答えによって私は怒るかも知れない。お前の見み方かたも変わるかも知れない。でも、隠かくされたままなのが一番許ゆるせない。だから答えてくれ。何をしたんだ……？」

　……重い沈ちん黙もくが舞い降りる。

　呼吸が詰まりそうな、唾つばを飲み込む音さえも聞こえてしまいそうな静けさ。

　数秒の後、それを破った赤城先輩の声は、

「……だって……」

　離れた位置からでもはっきりわかるほどに震えていた。

「仕方ないじゃないか……僕だって不安なんだよ！　紗さ千ち佳か、付き合おうって言ってきた割に、それを誰にも言わないし……。なんだかんだで、他のみんなともこれまでみたいな関係を続けるんじゃないかって！　でもだからって……面と向かってみんなにそのことを言う勇気もなくて……。だから僕は、ああやってメールを送るくらいしか……」

「……つまりミチルは、他の委員会の連れん中ちゆうに、私とお前が付き合いはじめたのがわかるようなメールを送った、ってことなんだな？」

　ボロボロ涙を流しながら、赤城先輩は首を振る。

「全員じゃない！　拓たく破はだけだ！」

「何で砂すな川かわだけなんだ……」

「だって、本当に我が慢まんできなかったんだ……！」

　言って、彼はきっと荻野目先輩を見み据すえた。

「幼おさな馴な染じみだからだろうけど、あいつが紗千佳のことそういう目で見てるのも、紗千佳とくっつくのもゆるせなかったんだ……。もちろん、他の奴やつらだって嫌いやだけど、拓破だけは本当に、我慢できなくて……だから、あいつだけにはわからせたくて……」

「……なるほど。そういうことか」

　うなずくと、委員長は赤あか城ぎ先せん輩ぱいから一歩離はなれ、

「なら、こちらからも説明したいことがある……私が砂すな川かわたちにミチルと付き合うことを言わなかったのには、理由があるんだ」

　申し訳わけなさそうに話しをはじめた。

「自分がかなりやりたい放ほう題だいしているっていうのは、私もちゃんと自覚していたんだ。そしてそれでも実行委員会が成り立っていたのは、ミチルやみんなが我が慢まんしてくれたからなんだってことも。だから、今日きようを迎える前に波なみ風かぜを立てる気にはどうしてもなれなかったんだよ……。完全に私の都つ合ごうなんだが……」

　……なるほど、と俺おれは納なつ得とくする。

　確かに、文化祭実じつ行こう委員はギリギリのバランスの上に成り立っていたと言えるだろう。委員長としては、彼かれ氏しのことを切り出すのには慎しん重ちようにならざるを得ない。

「だから、文化祭さいが終わって片付けがひと段だん落らくしたら、ちゃんと全員に話すつもりだったんだ。ミチルと付き合うと。ただ……そのせいでミチルのこと、傷つけてしまったんだな……。ごめん……。これからは、不安に思われないよう気を付けるよ……」

「そ、そんな……謝ることはないけど」

　赤城先輩はどこか慌あわてた様よう子すで首を振る。そして彼は、

「……でも、『これから』って……今回のこと、紗さ千ち佳かは許してくれるの？」

　探るような口く調ちようで、委員長に尋たずね返した。

「こんなことするの、紗千佳は好きじゃないよね……？　噓うその間違いメールとか、そういうの……幻げん滅めつしたりしなかったの……？」

「そうだな。私が言える立場じゃないかもしれないが、確かにあまり好きなやり方じゃないな。もう少し、筋すじを通せるやり方があったはずだと思う」

　絶望的に表情を歪ゆがめる赤城先輩。しかしそんな彼を委員長は優しく抱きしめ、

「それでも……」

　耳元で、静かにそう囁ささやいた。

「それでも嫌きらいにならないし、なれないからこそ私はミチルを選んだんだ」
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　部室に戻って砂川先輩にメールする。明日あしたの放課後ご、調査結けつ果かを報告するから部室に来てほしいという文面で。こういうときのクライアントのアポ取りは、何な故ぜか俺がやるのが慣かん例れいになっていた。

　メールを送って数分も経たたないうちに、すぐに砂川先輩から「承しよう知ちした」との返事が来た。もしかしたら、俺たちからの連れん絡らくを待っていたのかもしれない。

「明日あした、大だい丈じよう夫ぶだって……」

「そうですか、では帰りましょう」

　俺おれのセリフに、片づけを終えた千ち代よ田ださんがうなずく。

「そうだな……」

　言いながら、俺も鞄かばんを机から拾い上げた。

　しかし……未いまだにめまいが消えない。

　現実味みが全く感じられない。

　委員長の間違いメールにあんな裏うら側がわがあったなんて……。しかもそれを、千代田さんがあんな形で暴あばくなんて……。

　きっと砂すな川かわ先せん輩ぱいも驚くだろう。彼だってこんな結果になるなんて予想もしていなかったはず。本当にただ、彼は荻おぎ野の目め委員長が選んだ相手を知りたかっただけなのだ。でも実際にはその裏に意い外がいな事情があって、赤あか城ぎ先輩の狙ねらいがあって……そんなの彼は……全然……。

　──と、そこまで考えて、俺はふと気付く。

　今回わかったことを砂川先輩に教えるの──ちょっとまずくないか？

　調査結果を報告する方法を、考えた方がよくないか？

　赤城先輩がしたことはなかなかにひどい仕打ちだと思う。幼おさな馴な染じみに対して「間違いメールを装って恋をあきらめさせようとする」なんて、卑ひ怯きようだし陰いん湿しつだし、個人的には決して認める気にはなれない。そして、そんな事実を知ってしまえば、砂川先輩がショックを受けるのは間違いないだろう。

「……あ、あの、千代田さんさ」

　俺は顔を上げ、鞄を肩にかける彼女にまずは確かく認にんする。

「あれだよね、今日きようわかったことって……普通に全ぜん部ぶ砂川先輩に言うつもりだよね？」

「そうですね、必然的にそうなるでしょう」

　言って、千代田さんはうなずいた。

「彼の依い頼らいは『荻野目紗さ千ち佳かが付き合いはじめた相手を特とく定ていしてほしい』というものでした。結論を告げるのは『赤城ミチルです』の一ひと言ことでいいでしょうが、探たん偵ていである以上どうやってその結論にたどり着いたかも説明しなければなりません。であれば、当然経けい緯いはすべて話すことになります」

「……だよな。そうなるよな……」

　息を吐はきだし、俺は腕を組む。

　まあ、予想どおりではある。

　この子はわかったことすべてを、ためらいもなく砂川先輩に伝えるだろう。彼女の推すい理りを聞いたときには驚いたけれど……結局千代田さんが変わり者であることに変わりはないのだ。

「んー……あのさ」

　言って、並んで部室を出ながら俺おれは彼女に切り出す。

「ちょっと、それはそれでまずくないか？」

「何な故ぜでしょう？」

「その……赤あか城ぎ先せん輩ぱいがあんな風ふうに思って噓うその間違いメール送ったなんて、知らされたら結けつ構こうショックなんじゃないかなって……。まあもちろん、結けつ論ろんは伝えるべきだろうなと俺も思うよ。赤城先輩が彼かれ氏しだってことは、ちゃんと話そう。でも、過か剰じように辛つらい思いをさせる必要もないわけで、そこで気き遣づかいする必要もあるんじゃないか……？」

　千ち代よ田ださんはその問いに、廊下の角を曲がりながらあっさり答える。

「いえ、やはりすべて話します」

「……へ？」

「判はん明めいした事実は隠かくすことなく、すべて砂すな川かわ先輩に伝えます」

「……なんでだよ？」

　予想外がいにはっきりとした拒きよ絶ぜつの意い思しに面めん喰くらった。もちろん、あっさりうなずいてくれると思っていたわけでもない。反はん論ろんは織り込み済みだ。それでも、今の彼女のセリフには珍めずらしく「意い思し」のようなものが感じられる気がして、俺は口ごもってしまう。

「だって砂川先輩は『ほんとうのこと』を知りたかったから、私たちに調査を依い頼らいしてきたのでしょう？　だったらその希望どおり、わかったことはもれなく彼に教えるべきです」

　……ほんとうのこと。

　確かに、それはそのとおりなのだろう。

　砂川先輩がわざわざ「好きな人の彼氏」なんて知りたがったのは、多少つらい思いをする覚かく悟ごもできていたからだろう。彼が本当のことを知りたがった、そこに反はん論ろんはない。

　ただ……彼が今回の事実を予想できていなかったことも間違いないのだ。ここまでのことを望んでいたとは、到とう底てい思えない。

　ならやっぱり──一いち概がいにすべてを伝えるのが正しいとは、言いきれないはずだ。

　俺はもう一度口くちを閉じ、千代田さんを説得するための言葉を考えはじめた。




　──下げ校こうしながらの説得にも、彼女は折れることがなかった。

　俺の口く調ちようが徐じよ々じよにヒートアップしても、千代田さんは冷静に反論を述べ続け、もはや状況は攻こう守しゆに偏かたよりのある口こう論ろんの様よう相そうを呈ていした。

　そして、

「もうどうなっても知らないからな！」

　別れ際、捨てゼリフを吐はく俺に、

「わかりました、ではまた明日あした」

　いつもと全く変わらない挨あい拶さつを述べると、彼女はぺこりと頭を下げて行ってしまった。

　──その背中を見送りながら、呆ぼう然ぜんとする。

　なぜそこまで頑かたくななんだろう。

　普通と違う女の子ではあったけれど、千ち代よ田ださんは決して素直じゃないわけではなかったのだ。納なつ得とくのできる意見には従ってくれることも多かったし、だからこそ、俺おれは彼女のことをなんだかんだでいい後こう輩はいだと思っている。

　それなのに、なぜ……。

　千代田さんが何を考えているのか、さっぱりわからない……。狙ねらいも意い図とも、全く読むことができない。

　ただ──後こう悔かいすることになるだろうと思った。

　千代田さんは、自分の決けつ断だんを、砂すな川かわ先せん輩ぱいにすべてを伝えたことを後悔する。

　事実を知れば、砂川先輩は苦しむだろう。ショックを受けるだろうし、赤あか城ぎ先輩への怒りをあらわにするかもしれない。

　そこまでくればさすがの千代田さんも、自分がしてしまったことの意味を知るはずだ。

　悔くやみ、反省し──自分が間違っていたことを理解するはずだ。

　息を吸い込み振り返ると、俺は家に向かって歩き出した。

　本当は、そんなことになる前にそれを食い止めたかった。それでも……千代田さんの意い思しが変わらない限り、結局のところ事じ態たいは変わらない。

　俺にはもう──打つ手がないのだ。
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「では、調ちよう査さ結果を報告させていただきます」

　翌よく日じつの放課後ご。

　予定の時間ピッタリに部室に訪れた砂川先輩に、千代田さんはそう切り出した。

　部室の最さい奥おう、探たん偵ていシートと俺たちが呼んでいる席から、ごく平へい坦たんな声こわ色いろで。

　その向かい、クライアントシートに腰かける砂川先輩は、

「ああ、頼む……」

　額ひたいに汗あせを浮かべ、こくりとうなずく。

　部室内の空気はあいもかわらず蒸むし暑い。ただ、どこかその熱は昨日きのうよりも和やわらいでいる気がする。もうすぐ秋がくるのだろう。

　この先さき起こることを考えて、俺の胸は酷ひどく痛んだ。

　今からこの砂川先輩は、辛つらい事実を知らされることになる。知るつもりもなかった悲しい現実を、千代田さんに突きつけられてしまう。もう俺にできることは何もないはずなのに、そのことを考えると焦あせりと罪ざい悪あく感かんと吐はき気が込み上げた。

「今回私たちは、各かく実行委員への聴きき込みという形で調査をさせていただきました。その結果わかったのは、荻おぎ野の目め委員長の彼かれ氏しが赤あか城ぎミチル先せん輩ぱいであるという事実でした」

　彼女はまず結けつ論ろんを端たん的てきに述べる。砂すな川かわ先輩の顔に驚きの色が浮かんだ。

「そのような結論に至った経けい緯いですが、まず最初に、私はメールの文ぶん面めんに違い和わ感かんを覚えました──」

　──千ち代よ田ださんの話が進行していく。

　砂川先輩は真しん剣けんに彼女の言葉に聞き入り、その表情はメールがどのような意い図とで送られたかを説明されたタイミングで──ひどく苦しげに歪ゆがんだ。

　そして、

「──以上、そういった理由から、荻野目委員長の彼氏は赤城ミチル先輩であると判はん断だんいたしました」

　千代田さんが話し終える頃ころには、砂川先輩は拳こぶしをぎゅっと握りうつむいていた。

　──部室を沈ちん黙もくが支配する。

　砂川先輩は微び動どうだにせず、千代田さんはそんな彼を無む表情に見つめ、そして俺おれは──高鳴る鼓こ動どうを必ひつ死しに抑えながら、張り詰めた空気に耐えていた。

　──やはり、俺の予想は間違いではなかった。

　砂川先輩は、知らされた事実に酷ひどく傷ついてしまったのだ。

　さて、ここからどうなる。

　砂川先輩はどんな言葉で、どんな表情でその苦しみを千代田さんに伝えるのだろう。

　恨うらみ言ごとを吐はく？　彼女の無む配はい慮りよを非ひ難なんする？　現実を呪のろう？

　そしてそのとき千代田さんは──どんな表情で、どんな気持ちでそれを受け止めるのだろう。

　しかし、永遠にも思える沈黙の後。

「……ありがとう……」

　──砂川先輩のそんな声が聞こえて、俺は弾はじかれたように前を見る。

「……驚いたが……悲しいし残念だが……調べてくれてありがとう……」

　見れば、彼の顔は真まっ赤かになり、目には今にもこぼれそうなほどに涙がたまっていた。

　その表情には恨うらみも、後こう悔かいも、非ひ難なんの色も見えなくて……俺は思わず目を疑う。

　砂川先輩は──怒っていない……？

「そうか……赤城はそんなことを……思っていたんだな……。そして委員長は……そんなあいつを……」

　言って、辛つらそうに唇くちびるを嚙かむ砂川先輩。やはり、彼が傷ついているのは間違いない。荻野目先輩たちとの仲が悪化するのも確かく定てい的てきだろう。

　それでも彼は、

「でも……知ることができて、よかった……」

　鼻をすすると苦しげに笑った。

　──ひどい混乱に陥おちいってしまう。

　知ることができてよかった？

　本当に、そんなことを思うのか？　こんなに嫌いやなことを、できれば目をふさいでいたいだろうことを、知ることができてよかったと？

　もしかして、「あいつらがそんなひどい奴やつだってわかってよかった。これで縁えんが切れる」という意味だろうか。いや、今の砂すな川かわ先せん輩ぱいがそんなことを考えているようには思えない。

「では、以上で調ちよう査さ結果の報告を終わります」

　千ち代よ田ださんはぐしゃぐしゃと髪かみを搔かく。

「この事実をどう受け止めるかはあなた次し第だいです。でも、いつかまたあなたに恋の終わりが訪れたら、そしてそれにどこか引っかかりを感じていたら、もう一度ここにいらしてください」

　そう言うと、千代田さんは穏おだやかに笑った。

「──失しつ恋れん探たん偵ていが、あなたの恋の終わりをお手伝いします」
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「本当にありがとう、君たちの仕事ぶりは、周囲に広めておく」

　そう言って砂川先輩が出て行った部室で、俺おれは考えていた。

　もしかして──わかっていなかったのは俺の方なのか？

　千代田さんは、何も理解できていないのだと思っていた。

　常じよう識しきも、他人の気持ちも、探偵と言う仕事のことも、何もかも。

　それでも現実に、目の前で俺の予想は外れ、彼女の想そう定ていしていたであろう結けつ末まつを迎えた。

　……千代田さんは俺よりもずっとたくさんのことを感じ取って、読み取って、考えて……結果、として、今回のやり方を選んだのか？

「……」

　ちらりと千代田さんの方を窺うかがう。いつもどおり少女漫まん画がを読んでいる彼女。これまでと全く同じ、見慣れているはずのその光こう景けいが……今の俺には、妙みように新しん鮮せんなものに見えはじめていた。

「千代田さんさ……」

　なんとなく、彼女の名前を呼んでみたが、

「なんですか？」

「……なんでもない」

　特に言うべきことも思い浮かばず、俺は口ごもる。

「そうですか」

　彼女は再びページに目を落とした。しかし、視線を漫画に向けたままで、

「そうだ、先せん輩ぱい」

　千ち代よ田ださんはもう一度声を上げる。

「そろそろ出会って半年くらいになります。いい加か減げん、他人行ぎよう儀ぎな『千代田さん』というその呼び方、変えてくれませんか？」

「……へ？」

　あまりに予想外がいな発言に、俺おれは思わずぽかんとしてしまった。

　呼び名……？　何を今さら……。

　まあ確かに、苗みよう字じ＋さんなんてちょっと距離感かんがあって、もどかしいと思うことがあるにはあったけれど。

「まあいいけど……。な、何て呼べばいいの……？」

「そうですね。では」

　言って、彼女はこちらを向いた。

「単純に、下の名前を呼び捨てでお願いします」

「下の名前を、呼び捨てってことは……。『百もも瀬せ』……でいいの？」

「ええ」

「……わかった。百瀬……」

　一度その呼び名を繰り返してみて、なんとなく気き恥はずかしい気分になった。

　女の子を下の名前で呼ぶなんて、初めてのことだ。むずがゆくてくすぐったくて、落ち着かない。

　ただ、同時にその呼び名が妙みようにしっくり来る気がするのも、どこか懐なつかしいような感じがするのも事実だった。

　百瀬、か……。




　──これから、俺たちの関係はどうなるのだろう。

　失しつ恋れん探たん偵ていはどうなって行くのだろう。

　俺が色々見み誤あやまっていたのだとして。沢たく山さんのことを理解できていなかったのだとして、どんなことがこの先さき起こるのだろうか。

　ミス研けんの活動をしたいという気持ちは変わらない。百瀬のことを変わった子だと思う気持ちも変わらないし、失恋探偵をめんどくさいと思う気持ちだって変わらない。

　それでも──俺の中にはこれまでなかった「何か」が芽め生ばえていて。

　胸がドキドキする、わくわくするのがはっきりと感じられて。

　ほんの少しだけ、彼女といるこれからに期待しはじめている自分に気が付く。
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　──窓の外、広がる空は、橙だいだい色いろから紫むらさき色に変わりつつあった。

　少しずつ雲も出て来ているし、気温もグッと下がりはじめている。この分では、じきにまた雪が降るだろう。

　しかし……あの日から、文化祭の日からもう四ヶ月経たったのか。

　放課後ごの部室にて。クライアントシートに腰かける荻おぎ野の目め先せん輩ぱいを眺ながめながら、俺おれは夢を見ているような気分に襲おそわれる。

　黒いロングヘアーに意い志しの強そうな表情。どこかたくましい印いん象しようの体つきはあの日のままだ。

　ただ、今日きようの荻野目先輩はその身に冬服をまとっている。考えてみれば、俺はこれまで夏服の荻野目先輩しか見たことがなかったんだな……。まさかこの人とこんな距離感かんで接することになるなんて、思ってもみなかった……。

　というか……放っておくわけにもいかず、なんとなく依い頼らいを受ける流れになってしまったけれど、どうしよう……。

　はっきり言って、俺と百もも瀬せは今それどころじゃない。

　ひどい言い争いの真まっ最さい中ちゆうで、その上「今までの関係をなかったことにしよう」なんて言われてしまって、他人に気を配っている状況ではないのだ。

　隣となりの百瀬をちらりと窺うかがう。

　涙こそきれいに拭ふき終えたものの、その髪かみは全力で爆ばく発はつしていた。

　前髪に隠かくれて表情は読み取ることができないけれど……今、百瀬はこの状況をどう思っているのだろう……。

　何を考え、どんな気持ちで探たん偵ていシートに座っているのだろう……。

　……やっぱり、先輩にはお引き取り願うか。

　ここまで来てもらって悪いけど、さすがに今は無む理りだ。この状況を放ほう置ちするわけにはいかない。

「……あの、すみません。実は今、俺たちちょっと立て込んでて──」

　──と、そこまで言ったそのときだった。

「……んん？」

　こちらを見ていた先輩が、そんな声を上げる。

「……どうかされました？」

　尋たずねると、彼女はいぶかしげに眉まゆをひそめ、こう尋ね返してきた。

「──そう言えばお前たち……文化祭の日に、私に話しかけてきたよな？」

　──心しん臓ぞうが、弾はじけそうに高鳴った。

「後こう夜や祭さいの後、手て帳ちようをなくしたとか言ってなかったか？」

　──しまった。

　そうだ。俺たちは、以い前ぜん調査中ちゆうにこの人に話しかけている。

　一般の生徒を装って、彼女の様よう子すを窺うため会話を仕掛けているのだ。

　そして今、荻おぎ野の目め先せん輩ぱいは──俺おれたちが失しつ恋れん探たん偵ていであることを知ってしまった。

　──あの日、自分が調ちよう査さ対たい象しようだったことに、気付いてしまうかもしれない。

「……うん、やっぱりそうだ。あのときの二人だ。てことはあれはもしかして……調査だったのか？」

　案あんの定じよう、先輩はあっさりその疑問にたどり着いてしまう。

「……え、えっと……それは……」

　体中から汗あせが噴ふき出した。喉のどがあっという間にからからに乾く。

　ついに……ついにこの日が来た。

　調査対象に、自分が調査されたのではないかと疑われる日が。

　どうする？　どうすればいい？

「ええっと、そのですね……！」

　とりあえず、必ひつ死しに言い逃のがれをはじめた。

「あれは別に、悪わる気ぎがあったわけじゃなくて！　……ていうかその、悪気とか以前にそもそも調査だった訳わけじゃなくて！　あの……！」

　……ダメだ！　上う手まい言葉が浮かばない……！

「マジで手て帳ちようなくしたんで！　で、そ、その、なんか、知ってるかなって！　委員長ほら、あれですし、なんかすごいですし！　知ってるかなって！」
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　あああ、言えば言うほど怪あやしさが増してしまう！　泥どろ沼ぬまにはまり込んでしまう！

「その……あにょ……！」

「……焦あせりすぎだ」

　もはや呂律ろれつも回らなくなった俺おれに、先せん輩ぱいは息を吐はきながら腕を組んだ。

「やっぱり、あれは調査だったんだな……」

　完全に察した様よう子すの彼女。

　俺はもう……声を上げることもできない。

　……終わった……。

　……完全に終わった……。

　脳のう裏りに予想される最悪の展開が浮かぶ。

　──「私のこと、こそこそ探ってたのか！」と激げき怒どする先輩。

　──その怒りは大きな揉もめごとに発展し、教師たちの耳にも届いてしまう。

　──結果、失しつ恋れん探たん偵ていは活かつ動どう停止。俺と百もも瀬せも、停てい学がくなどの処しよ分ぶんを受けることに……。

　しかし──

「そうか……とりあえず安心してくれ。怒ったりする気はないから」

　──優しげにほほえむと、荻おぎ野の目め先輩はそう言った。

「……え？」

「依い頼らいをしたのは砂すな川かわだろう？　私としても、あいつには調査されても仕方がないと思うし、自分だってこうして依頼しに来ているんだからな、文もん句くは言えないさ」

「……マ、マジですか……」

「ああ……」

　ほっと息を吐きだしながら、椅い子すから崩くずれ落ちそうになる。

　へなへなと力が抜け、変な笑いが込み上げてしまう。

「……そ、そっすか……何か、ありがとうございます」

　……危ない所だったな、本当に……。

　先輩が懐ふところの深いタイプで、マジで助かった……。百瀬と揉めている上にさらに問題が重なっていたら……もう俺にはどうにもできなくなってしまっていただろう。

「ただそうなると……お前たちは私の彼かれ氏しを知っている、ということになるのか？」

「……そうですね」

　なんだか気が緩ゆるんでしまって、椅子に座りなおしながら俺は素直に答える。

「赤あか城ぎミチル先輩ですよね……先輩が付き合っているの……」

　ちらりと百瀬の方を窺うかがうと、彼女はぐちゃぐちゃの頭のままでうつむいていた。あいかわらず表情は読み取れない。

「ああ、そのとおりだ。私がここに来た段階でわかっているかもしれないが……最近私は彼に振られてしまったんだ」

「……えー」

　……荻おぎ野の目め先せん輩ぱいたち、付き合いはじめてまだたかだか四ヶ月くらいだよな？　なんでそんなすぐに別れることになってしまったのだろう。あんなに仲もよさそうだったのに……。

　俺おれはちょっとの間あいだ悩んでから、

「……ちなみにそれ、理由はどういうことだったんですか？」

　意を決してそう尋たずねた。

　もうこの状態から先輩にお引き取りいただくことは難しいだろう。一ひと通とおり話は聴きいておこう。依い頼らいを受けるかどうかは、それから考えても遅くはないはず……。

「それがな、あいつ──」

　荻野目先輩は、怒ったように声に力を入れ答えた。

「──二ふた股またしてたみたいなんだよ！」

「……うわー、マジですか」

「ああ。本当に許せんことだが、私以い外がいの女とな」

　……ひどいな。荻野目先輩なんて素す敵てきな彼女がいながら、他の女子にまで手を出すなんて……。前回の調査のときも彼にはいい印いん象しようを抱かなかったのだけど、さらに自分の中での評ひよう価かが下がったのをはっきりと感じる。

「もちろん、それがわかってから私は色々調べまくったさ。相手の名前やいつから二股していたのか、どういうきっかけだったのか、なんてこともな。どうせなら、全ぜん部ぶ知ったうえで文もん句くの一つでも言ってやろうと思ったんだ」

　なるほど、確かに先輩ほどバイタリティのある人なら、わからないことは自分ですべて調べ上げ爽さわやかに彼に報ほう復ふく。思い残すことなく次の恋に向かっていきそうだ。

「で、その中でどうしてもわからないことがあったから、お前たちに助けを求めに来たんだが……」

　言って、彼女は鞄かばんを漁あさり、携けい帯たい音楽プレーヤーと小さなスピーカーを取り出した。

「実はな、あいつが二股している相手は同じクラスの放送部ぶ員いん、雛ひな形がた唯ゆいって女なんだ。そういう関係になったきっかけは文化祭さい直後、実じつ行こう委員の一人として出た昼の放送らしい。その放送のメインＤＪが雛形なんだな。私はいつも弁当を中庭で食べるから、聴いたことがなかったんだが」

「……あー」

　腕を組み、俺は思い出す。

「確かに文化祭が終わってしばらくした頃ころ、昼の放送に赤あか城ぎ先輩が出てましたね。俺もちゃんとは聴いてはいなかったんですけど……。結けつ構こうあの放送人にん気きみたいですよ……特に水曜は、割と内容がオープンな感じで」

　宇う田た路ろ中央高校の昼の放送は、曜よう日びによって内容が異なる。彼が出演した水曜日の放送は、名めい目もく上じようは受験や試験など、勉強に関わる話題がメインだ。ただ、その間に最近の校こう内ない事情や担当ＤＪ、雛ひな形がた唯ゆいのリアルな恋バナが挟まれたりして、それがなかなか評ひよう判ばんなのだ。うちのクラスにも何人か熱心なリスナーがいる。

「らしいな。で、私はその録音を手に入れて聴きいてみることにした。知り合いに放送部ぶ員いんがいるんで、そいつにＭＰ３をもらったんだ。確かに、その録音を聴く限りではミチルと雛形はかなり怪あやしい雰ふん囲い気きになってた。ただちょっと、理解できないところがあったんだ……。とりあえず聞いてみてくれ」

　先せん輩ぱいはスピーカーをプレイヤーにつなげ、再生ボタンを押す。

　ややあって、あまり録音状態のいいとは言えない音声が流れはじめた。

『──というわけで、ミチル君は文化祭実じつ行こう委員として頑がん張ばってきてくれたわけだけど、ここからは受験一いつ直線って感じなの？』

　そう尋たずねる、ノイズ交じりの明るい女じよ生徒の声。昼休みの放送でおなじみの、雛形唯の声だ。

『あ、ううん。一いち応おう僕、推すい薦せんでもう行く学校は決まってるんだ』

　答える赤あか城ぎ先輩。考えてみれば、彼の中ちゆう性せい的てきな声を聴くのも久しぶりだな……。

『だからこれまでどおり、高校生活を楽しむつもりだよ』

『学校生活って、恋愛とか？』

『……まあそうだね』

『いいなー』

　妙みように甘ったるい声で雛形唯は相あい槌づちを打つ。声せい量りようが大きかったのか、その声は割れて聴こえた。

『色々上う手まくいってるみたいで羨うらやましいよ。まあ実は私もね、このスタジオに好きな人を思わせるものがあったりして、結けつ構こうドキドキするんだよね』

『え、好きな人を思わせるもの？　何だろう』

　赤城先輩がそう言い、短く間まが空あいた。きっと周囲を見回しているのだろう。

　しかし……この録音、本当に音がよくないな……。常に小さく雑音が入っているし、放送室の古い機き材ざいで録音したものをＭＰ３に変へん換かんしたとか、そういうことなのかもしれない。

　と、

『……ん？　なんかそれっぽいもの見つけたかも……』

　何かに気付いたらしい、赤城先輩はそんな声を上げる。

『え？　ほんと？　わかっちゃった？』

『……いや、でも多分違ちがうかな、さすがにこれは……はずれだと思う』

『えー、そうなの？　でも当たりだったらびっくりするし、結構焦あせるかも』

『……本当に？』

　探るような声こわ色いろで、赤城先輩は尋ねる。

『じゃあ、わかったかもしれない……』

　カッカッとスピーカーからノイズが鳴った。

『そっか……。わかったみたいだね……』

『当たりなんだ……』

　……ふむ、なるほど。

　ここで赤あか城ぎ先せん輩ぱいは、雛ひな形がた唯ゆいが言う「好きな人」が自分のことだと判はん断だんした訳わけだな……。そして二ふた股またがはじまったと……。

「というわけで」

　先輩が音楽プレイヤーの再生を止める。

「大体流ながれはわかってもらえたと思う。雛形が何かをほのめかし、ミチルがそれを察したようなんだ。ただ、君らもそうだったと思うんだが」

　そう言って、彼女は俺おれの目を見る。

「具体的に何をどうやって察したのかが、全くわからん」

「……ですね」

　確かに、この一連の流れで赤城先輩が相手の好こう意いに気付いたのは間違いないのだろう。しかし……スタジオ内の何がきっかけだったのかまでは、読み取ることができなかった。

「実際スタジオに行ってみたんだが、まったくそれらしきものは見つからなかった。そもそも、もう放送から日も経たってて、置いてあるものも変わっているだろうしな……。ただ、どうしても知りたいと思ったんだ。あいつが何をどうやって自分が好かれていると気付いたのか」

「……なるほど」

「だから頼む──」

　言って、立ち上がると荻おぎ野の目め先輩は深々と頭を下げた。

「──赤城ミチルがどうやって自分への好意に気付いたのかを、調査してくれないか？」

「あ、ああ……！」

　思わず俺おれも椅い子すから立った。

　いかん、年上にお辞じ儀ぎさせたままでいさせるわけにもいかない！　返事をしなくては……！

　──が、振り返ると百もも瀬せは未いまだにうつむいたままだ。まともな反応は期待できない……！

「……わ、わかりました！」

　切せつ羽ぱ詰つまった俺は、反射的にそう答えた。

「失しつ恋れん探たん偵てい百瀬と助手の九つ十く九も……そ、その依い頼らい、受けます！」
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　荻野目先輩が去った部室。

　助手シートにて。

　改めて自分の置かれている状況を反はん芻すうし、俺おれは頭を抱えていた。

　──「なかったことにしましょう」という百もも瀬せの提てい案あん。

　──荻おぎ野の目め先せん輩ぱいの依い頼らい。

　もう……どうすればいいかわからない。

　二つも問題が降りかかってきて、どこから手を付ければいいのかわからない。

　頭がずきずきと痛み出す。額ひたいが妙みように熱を帯びはじめてしまう。

　なんでこんなことになったんだ……。

　このまま逃げ帰ることができればいいのに……。一晩寝ねて朝起きれば、何事もなかったかのように以前みたいな毎日がはじまればいいのに……。

　とは言え……そんな願いがかなわないのはわかっている。これが現実なのは、きちんと理解できている。

　そして……ちらりと盗ぬすみ見た百瀬も先ほどから微び動どうだにしない。今、彼女に何かを期待することはできないだろう。

　なら──俺が何とかしなくては……。

　いつまでも混乱している訳わけにもいかない。少しでも解決策さくを考えなければ、状況は悪あつ化かするばかりだ……。もうこれ以上、事じ態たいを面めん倒どうにしたくない……。

　一度深ふかく息を吐はくと、頭をぐしゃぐしゃと搔かき必ひつ死しに思し考こうを回しはじめる。

　とりあえず……「なかったことにする」という話は、この場ですぐに答えを出すわけにはいかないな……。

　荻野目先輩には悪いけれど、やっぱり俺にとってはこっちの方がはるかに重大な問題だ。俺自身と百瀬の今後に関わっているのだ。だからその分、こんな混乱した状態で何かを判はん断だんしたくない。

　となると……先に依頼について考えるのが妥だ当とうか。受けてしまった以上、あまり荻野目先輩を待たせるわけにもいかないし……。

「……百瀬」

　意を決し、俺は彼女に話しかける。

「とりあえず……調査しようぜ」

　相変わらず百瀬は探たん偵ていシートでうつむいていた。凍り付いたように動かない彼女に、俺は言葉をつづける。

「いつもどおり聞き込みして張り込みして、依頼を解決しよう……。色々考えなきゃいけないことはあると思うけど……それは依頼がひと段だん落らくして、落ち着いてからにした方がよくないか？　大事なことだから……簡単には決めたくないし……」

　……そうだ、順じゆん番ばんに問題を解決していけばいいのだ。まずは依頼の対応をし、それが完了したうえでじっくりこれからの関係について考える。これならなんとかやれそうな気がするし、状じよう況きよう的てきにもお互いの心しん境きよう的にもベストなはず。

　なのに──

「──知りません」

　──聞き取れないくらい小さな声で、彼女は答える。

「もう失しつ恋れん探たん偵ていなんて、やる気になれません。勝かつ手てにすればいいです」

「……」

　──百もも瀬せの拒きよ絶ぜつの意い思しは、予想以い上じようのものだった。

　もちろん、全面的に協力してもらえるとは思っていなかった。まずいタイミングに独どく断だんで依い頼らいを受けたのは、悪いことをしたと思う。でもそれなりにこの状況に配はい慮りよし、最さい低てい限げんの協力はしてくれるとばかり……。

「……じゃあ百瀬は……」

　めまいをこらえ唾つばを飲み込み、そう切り出す。

「どうすればいいと思うんだよ……どうしたいんだよ……」

「どうもしたくないです」

「……どういう意味だ？」

「言ったとおりです。両りよう思おもいだったのも、好きになったのもなかったことにします。先せん輩ぱいとは、もうただの先輩後こう輩はいに戻る。失恋探偵はやらない。それだけです」

　……ひたすら追い詰められていく感覚に、俺おれはもう一いち度ど頭を搔かいた。

「……そんなこと、言うなよ……」

「でも、先輩だって、どうせそうすれば楽になるんです」

「……？」

「私のせいで悩んだりしなくて済むんです。嫌いやな思いをしなくて済むんです」

　……思わず、言葉に詰まった。

　それは……確かにそうなのかもしれない。

　百瀬と距離を取れば、このところの悩みも苦しみも、全部楽らくになるのかもしれない。

　なら、これまでのことを「なかったこと」にすればいいのか……？

　それが本当に、二人のためになるのか……？

　……わからない。

　やっぱり、今の俺にはまだその答えがわからない。

　ただ、だからこそ改めて、俺は今いま俺たちに必要なものをはっきり思い知る。

「……百瀬の気持ちはわかった」

　俺はもう一度百瀬の方を向いた。

「でもせめて、やっぱり……時間はくれないか？」
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　相変わらず、百もも瀬せは髪かみを搔かき俯うつむいている。

「失しつ恋れん探たん偵ていはどうするかとか、関係のこととか……考えさせてほしいんだ。大だい事じなことだから、どうしてもそんなすぐには決められない……。それまでは、できるだけこれまでどおりでいてくれないか？」

　そうだ。やっぱりこんな状況で、頭がしっちゃかめっちゃかになったままで何かを決めたりはしたくない。

　ちゃんと結けつ論ろんを出すには、納なつ得とくのいく答えを出すには……どうしたって、時間が必要だ。これまでどおり活動しながらきちんと考えるための時間が。

　しばらく黙だまり込む百瀬。彼女は小さく息を吐はくと、

「待つって、どれくらいですか」

　かすれた声で、そう尋たずねる。

「そんなに長くは、我が慢まんできません」

　……そうか。それはそうだよな。

　確かにいつまでも宙ちゆうぶらりんな状態を続けるわけにはいかないだろう。だとしたら、何かしら期限は提てい案あんしなければならないかもしれない。

　俺おれはしばし悩んでから、

「……じゃあ、三日」

　彼女が受け入れてくれそうな、最さい低てい限げんの日付を提てい示じする。

「三日間で答えを出すよ。なかったことにするかどうか、本ほん気きで考えて結けつ論ろんを出す。だからその間は……これまでみたいに調査とか、一いつ緒しよにやってほしい」

　ギリギリではあるけれど、それくらいが現実的な限度じゃないだろうか……。

　最近百もも瀬せの依い頼らい解かい決けつペースは速い。三日もあればきっと赤あか城ぎ先せん輩ぱいの調査を終えられるし、その間に俺おれもきちんと考える時間を取ることができる。

「その上で……百瀬の考えが正しかったと思うなら、俺はそれに従うよ、違うと思ったなら、もう一いつ回かい話させてほしい。それで……どうだ？」

　……言いながら、自分でも何をしているのだろうと思う。

　自分から喧けん嘩かを吹っかけておいて、気付けば百瀬にこんなことを懇こん願がんしている。情なさけないしかっこ悪すぎる。

　……考えてみれば、俺たちが揉もめるときはいつもこんな感じだ。

　俺が先に怒り出して、百瀬がお返しとばかりに酷ひどく俺を拒きよ絶ぜつする。そんな彼女に、少し冷静さを取り戻した俺が取り縋すがる……。

「いいですよ」

　百瀬はうなずいた。あいかわらず、視線はこちらに向けないままで。

「三日だけ、待ちます」

　……ほっと胸をなで下ろした。

　よかった。それだけあれば、今ここでなし崩くずし的に何かを決めるよりも、よっぽどいい選択ができるはず。

　しかし、

「ただ──」

　俺は百瀬が続けた言葉に、愕がく然ぜんとする。

「──調査については行きますが。推すい理りしたくありません。先輩が自分でやってください」
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　その日の晩。

　ベッドの上に寝そべり、俺は完全に途と方ほうに暮れていた。

　結局あれから、百瀬を説せつ得とくすることはできなかった。調査をきちんとするよう、約束を取り付けることができなかった。

　つまり俺は──一人で荻おぎ野の目め先輩の依い頼らいを解決しなければならない。赤城先輩が好こう意いに気付いた経けい緯いを、探り当てなければいけない。

　きりきりと頭が痛み出す。胃いの辺りに重たいものが込み上げる。

　……絶対無む理りだ。

　ミステリ小説はそれこそ山のように読んできたけれど、自分が率そつ先せんして調査をしなきゃいけないなんて想そう定てい外がいだ……。

　そもそも、失しつ恋れん探たん偵ていをはじめたのは百もも瀬せなのだ。俺おれは彼女に無む理りやり助手にされただけであって、全く乗り気じゃなかった。むしろ、ミステリ研究をする時間を削けずられて、疎うとましいとすら思っていたのだ。なのに……なんでこんな目に……。

　……と、机に置きっぱなしだったスマホがンーンと音を立てて震えた。

　この長めの振動は……電話だな。まさか、百瀬だろうか……。

　緊きん張ちよう感かんを覚えつつ立ち上がると、俺は携けい帯たいを拾い上げディスプレイを確かく認にんする。そこに表ひよう示じされていたのは……少々意い外がいな名前だった。

『着ちやく信しん：荻野目紗さ千ち佳か』

　……荻野目先輩か。

　依頼を受けた際、結けつ果か報告の呼び出しのために連れん絡らく先さきを交こう換かんしたのだけど、その番号にかけて来たらしい。

　どうしたのだろう。何か言い忘れたことでもあるのだろうか。訝いぶかしがりながら俺は通つう話わボタンを押す。

「……もしもし」

『もしもし、野の々の村むらの携帯であってるか？』

　荻野目先輩の声が返ってきた。

「はい、あってますよ」

『おおそうか。遅くにすまんな、どうしても、依い頼らいの件で礼が言いたくてね』

「……ああ、いえいえそんな！」

　予想外がいに丁てい寧ねいな電話の理由に、俺は思わずそんな声を上げてしまった。

「わざわざお礼なんて……」

　この人は、もうちょっとざっくばらんな人なのかと思っていた。自分が「いくらでも頼ってくれ！」というスタンスである分、周囲の胸を借りるときにも躊ちゆう躇ちよはしないのかと。こういう繊せん細さいで礼れい儀ぎ正ただしい一面もあるんだな……。

『それでも困っていたから助かったよ。依頼、受けてくれてありがとう』

「んー……いやー……」

　なんだか照れくさくなって頰ほおを搔かく。依頼を受けただけでこんなに感かん謝しやされるのは、初めてかもしれない……。

「……ほら、あれです。文化祭さい本当に楽しかったですし。あんなにわくわくしたの、高校入はいって初めてでしたから。そのお礼みたいな感じだと思って貰もらえれば」

『おお、そうか。それはそれで嬉うれしいね！』

　先せん輩ぱいの声が小さく弾はずんだ。

『直接そう言ってもらえると、頑がん張ばってよかったと思えるよ』

　心しん底そこ嬉うれしそうなその声。あの文化祭は、やはり荻おぎ野の目め先輩にとっても大切なイベントだったのだろう。そして彼女は、

『しかし……野の々の村むらとはなかなか気が合いそうだな』

　ごく当たり前のことのように、さらっとそんなことを言ってのけた。

「……へ？」

『さっき依い頼らいしたときにも思ったんだが、なんだかお前とは話しやすいんだ。こうやって、調査を依頼したのはきっかけではあるけれど、今後も仲良くできると嬉しいよ』

「……マジですか」

『また落ち着いたらお茶でも飲みに行こう。私ももう進学先さきは決まっているから、依頼が解決したときにでもね』

　……張りつめきっていた気持ちが緩ゆるんだのを感じる。

　荻野目先輩に気に入られるなんて……まさかそんなことになるとは思っていなかった。それにお茶にまで誘さそってもらえるとは……。

　よし、せっかくの機き会かいだから、以前矜きよう持じヶが谷やさんに連れて行ってもらった店を紹しよう介かいしよう。あそこ、ちょっと高いけど雰ふん囲い気きもいいしお茶も本当においしかったのだ。

「ええ、是ぜ非ひ行きましょう！　俺おれ、いいとこ知ってますし！」

『おおそうか、楽しみにしているよ。……ところで』

　と、そこで荻野目先輩は声こわ色いろを変え、真ま面じ目めな声で切り出した。

『そんな風ふうに思っているからこそ言いたいんだがな、野々村──あんまり女の子を泣かすもんじゃないぞ』

　……浮かれていた頭が、一いつ瞬しゆんで現実に引き戻された。

『今日きよう、あの女の子……千ち代よ田だちゃんは、私が部室に行ったとき泣いてただろう？』

　……やっぱりバレていたのか。百もも瀬せが泣いていたこと。

　そしてそれが、俺のせいだということ。

　あんな状態で気付かれていない訳わけがないとは思っていたのだけど、やはりそうだとはっきりわかると気まずい。

「そうですね……まあ、色々ありまして……」

『あんな感じになるってことは、お前たちは恋こい仲なかにあるってことだよな？』

「……あー。まあ……そうです」

　ちょっと迷ってから、俺は肯こう定ていした。周囲には両りよう思おもいであることは内ない緒しよにするつもりだったけれど……この人には明かしてしまってもいい気がする。

「彼かれ氏し彼女とかじゃないですけど……両思いと言いますか……」

『なるほど』

　言って、先せん輩ぱいはふーむ、とうなった。

『人の失しつ恋れんを何とかしようとするのも立りつ派ぱだが、自分の恋愛も大だい事じにしなきゃな』

「……ごもっともです」

『もちろん、事情がわからんから何とも言えんが……。それに、そんな状況なのをちょっと察していたのに依い頼らいをした私が言えた話じゃないかもしれないけどな……』

「……ああ、いえ、そこは俺おれが自分の意い思しで受けようと思ったんで、気にしてもらわなくても大だい丈じよう夫ぶですよ」

『そう言ってもらえると助かる……。まあ、だからその埋うめ合わせと言っちゃなんだが、私でよければいつでも相談に乗るよ。助けてもらう分、力になれる部分ではお前を助けたいからな。誰だれかに話したくなったら、言ってくれ』

　……それは心強い。

　この人なら志し穂ほ里りみたいに意い地じ悪わるな感じに話を持っていったりはしないだろうし、本当に参考になる意見をストレートにぶつけてくれそうだ。どこかのタイミングでマジで相談するのもありかもしれない……。

「じゃあ、お言葉に甘えて今こん度ど話させてもらいます……。結けつ構こう本ほん気きで困ってるんで……」

『ああ、任せてくれ。得意なんだ、そういうのは』

「ありがとうございます……！」

『そうそう、それから、調査に関してなんだが……』

　荻おぎ野の目め先輩は一度小さく咳せき払ばらいした。

『放送部のスタジオを調べることができるよう話をつけておいた。「知り合いがスタジオ内を確かく認にんしたいと言っているから、見せてやってくれ」とね。だから……』

　と、ここで先輩は初めてその声を──苦しげに揺るがした。

『……迷めい惑わくをかけるが……よろしくお願いします』

　……手は抜けないな、と思う。

　確かに、一人だけで調査をするのは心もとない。はっきり言ってしまえば、上う手まくやれる自信だって全くない。それでも……あの荻野目先輩が、凛りんとした荻野目先輩が苦しんでいるのをはっきり感じてしまうと、どうにかして希望に応こたえたいと思う。彼女のために、できる限りのことをしたいと思う。

「……任せてください」

　そんな言葉が、自然と口からこぼれた。

「なんとか頑がん張ばってみますから」
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「……あ、あのさ」

　翌よく日じつ。俺おれより先に部室に着き、無む言ごんで探たん偵ていシートに座っていた百もも瀬せに俺は慎しん重ちように切り出した。

「とりあえず……放送部のスタジオ見に行こう……。今日きようは放課後ごの活動ないらしくて、部員の人に言えば中なか見みせてもらえるから……」

　……正直、今日百瀬は部室に来ないのではないかとハラハラしていた。あんな風ふうにもめてしまった直後なのだ。彼女が三日待まつという約束を守ってくれる保ほ証しようはなかったし……過去には喧けん嘩かの後にマジで部ぶ活かつに来なくなることもあった。

　髪かみはぼさぼさ、顔かお色いろも悪い所を見ると彼女のコンディションは最悪に近いようなのだけど、すくなくとも彼女がきちんとここにいることに、まずはホッとする。

「……」

　百瀬は無む言ごんで椅い子すから立ち上がり、携けい帯たいと貴き重ちよう品ひんを持ち部屋を出る準備をはじめる。どうやらついてきてくれるようだ。

　しかし、彼女は一度髪をぐしゃりと搔かくと、

「いつの間に」

　感情を押し殺すような声で、小さく言った。

「……ん？」

「スタジオ見に行く段だん取どりをしたんですか」

「……あ、ああ。昨日きのうの夜、荻おぎ野の目め先せん輩ぱいから電話があってさ……。なんか、放送部の知り合いに話つけておいてくれたらしい」

「……」

　答えると、百瀬はそれ以上何も言わず、さっさと部室を出ると放送室に向かって歩き出した。

　……なんだよこいつ、自分で訊きいておいて……。

「お、おい、ちょっと待てよ……」

　ため息をつき、俺は彼女の背中を小こ走ばしりで追う。

　本当に、何なに考えてるんだよこいつは……。




「じゃあ、あとで鍵かぎは返してね！」

　そう言う放送部ぶ員いんの女子に礼を言ってから、俺と百瀬は放送室内ないにあるブースに入った。

　どうやら、ここでＤＪ役の生徒が話をし、外にある調ちよう整せい室しつで音を整えたのち、校内にその音声が流れる仕組みらしい。赤あか城ぎ先輩と雛ひな形がた唯ゆいも、ここで例の放送をしていたのだろう。

　辺りをざっと見渡す。通常の教室とは違い、全ぜん壁へき面めんに防ぼう音おん処理がしてあった。

　ただ、生活感かんのある雰ふん囲い気きは他の教室とあまり変わらない。放送に関して書かれたホワイトボードや張り紙、誰だれかが持ち込んだらしいサボテンの鉢はち植うえや本ほん棚だななど、雑ざつ多たなものにあふれている。ＤＪが座る木製の机には、マイクやヘッドフォンやイヤフォン、原げん稿こうなどが散さん乱らんしていた。

「もうちょっと、片付いてるかと思ったんだけどな……」

　百もも瀬せからの返答はなかった。

　ため息をつき、俺おれはもう一度狭せまいこの部屋の中を見渡す。

　……ていうか、いざここまで来たもののどうすればいいのだろう……。どうやって、調査をしていけばいいのだろう。

　とりあえず、一ひと目めで赤あか城ぎ先せん輩ぱいを想そう起きさせるもの……例えば、彼の顔かお写真だとかそういうものは見当たらない。まあそうだよな、そんなものがあったら荻おぎ野の目め先輩だって俺たちに依い頼らいに来なかったはず。

　となるとやっぱり、一歩踏ふみ込んで考えなければいけない。

　ただ、その方法が──まったくもってわからない。

　これまでの活動でも、俺は一度だって何かを推すい理りしたことがなかった。事実の把は握あくは百瀬にまかせっきりで、記録やクライアントのケアに力を入れていた。

　百瀬だったら……こういうとき、何をどう考えるのだろう。あいかわらず暗い表情で視線を落としている彼女……。

「……百瀬？」

　一いち縷るの望みをかけて、そう呼びかけてみた。

「なんか、この様よう子す見みて……気付いたことある？」

　もしかしたら、気まぐれで何か教えてくれるかも知れない。協力はしないにしろ、何かひらめいたことがあればヒントくらいはくれるかも知れない。

　しかし、

「ないです」

　百瀬はそう言っただけで、視線をこちらに向けようともしなかった。

　やっぱり頼らせてはくれないか……。

　髪かみを搔かき、大きく息を吐はきだした。

　とりあえず……スタジオ内にあるものをすべてリストアップでもしてみるか。普ふ段だんからやっていたから「記録」には自信があるのだ。まあもちろん、あの日きっかけになったものがもうこの部屋からなくなっている可能性もあるけど、何もしないよりはましだ。

　俺は胸むな元もとからメモ帳を取り出し、手て近ぢかな本ほん棚だなに近づくと、中の本のタイトルをすべて書き写しはじめた。放送に関連するものから全く関係ない雑ざつ誌し、漫まん画がまで、部員の私し物ぶつが収められている様よう子すだ。

　そしてそれを、ぼんやり後ろから眺ながめている百もも瀬せ。

「……」「……」「……」「……」

　──気まずい。

　なんだよこれ、どういう空気だよ。

　喧けん嘩かしたばかりの相手と二人、無む言ごんで放送ブースにいるとか……。

　こんな風ふうになるくらいだったら、まだ一人でここに来ていた方が気が楽だった。中ちゆう途と半はん端ぱについてこられない方が、よっぽどましだった。せめて、会話くらいはしてくれてもいいだろうに……なんでこんなに頑かたくななんだよ……。

　ブース内に、俺おれがメモを取る音だけが響ひびく。

　……考えてみれば、そもそも百瀬は意い思し表ひよう示じを全くしていない。

　昨日きのうだって、俺は自分が怒った理由をきちんと百瀬に話したけれど、百瀬は「話したって無む駄だだ」と何も教えてくれていない。これじゃ状況の改かい善ぜんのしようがないし、いたずらに不安になるだけだ。喧嘩中ちゆうであっても、さすがにこの態度はどうなんだ。

「……なあ百瀬」

　これ以上無む言ごんが続くのが嫌いやで、俺はもう一いち度ど彼女に呼びかけた。

「百瀬もそっちにあるもの、メモしてくれない？」

「……」

「……嫌なのはわかるけど、無駄に時間がかかるのはもっと嫌だろ。そこらへんにあるもの、一つずつ言ってくれるだけでいいから」

　そうだ、早く終わらせるためなら百瀬も協力してくれるかもしれない。読み上げている声はスマホで録音すればいいし、気まずい沈ちん黙もくも解かい消しようされる。一いつ石せき二に鳥ちようだ。

「名前を言っていくだけで、いいのですか」

　百瀬はこちらを見ないままで尋たずねる。

「おう」

「わかりました」

　渋しぶ々しぶ、といった表情を隠かくすこともなく、彼女は机に向かった。やはり、利害が一いつ致ちしたときはそれなりに従ってくれるようだ。

　俺はポケットからスマホを取り出すと、録音アプリを起き動どうして録音開かい始し、机の上に置いた。

「昨日きのう放送分ぶんの原げん稿こう、パイロットのシャープペン、三みつ菱びしの赤のボールペン、箱ティッシュ──」

　百瀬が目に入ったものを声に出しはじめる。

　高めなのにかすかにハスキーな声が、狭い空間にこぼれて消えていく。

　……うん、これならさっきよりは雰ふん囲い気きが少し緩かん和わされた気がする。それにこのペースなら、さほど時間もかからず室内のものを把は握あくし切れるだろう。

「ユニペックスのマイク二本、トモカのカフ二つ、エムツェーエールのヘッドフォン二つ──」

　俺おれは再び本ほん棚だなに向かい合うと、タイトルのリストアップを再開した。

「……」

　メモに文字を書きつけながら、俺は改めて考える。

　──俺たちは、今の関係を「なかったこと」にするべきなんだろうか？

「両りよう思おもい」という関係を捨て、「普通の先せん輩ぱい後こう輩はい」に戻るべきなんだろうか。

　……そもそも、今の中ちゆう途と半はん端ぱな間あいだ柄がらと「普通の先輩後輩」って、何が違うんだろう。くっついたり、手をつないだりしなくなる？　期待したり、ドキドキしたりするのをやめて、傷つくことも、不安になったりすることもなくなる……？

　……よくわからない。

　よくわからないのだけど、少なくとも現状が改かい善ぜんされるなら……こんな気持ちにならなくて済むのなら、なるほど、「なかったことにする」というのは、それなりに説せつ得とく力りよくのある提てい案あんなのかもしれない……。

「……」

　髪かみをぐしゃぐしゃと搔かく。

　やっぱり、百もも瀬せの言うとおりにすべきなんだろうか？

　その方が、二人のためになるんだろうか？

　だとしたら……俺はなぜ、そのことにこんなに抵てい抗こうを覚えている……？




　三十分ほどかけて、スタジオ内のすべてのものをリストアップし終えた。メモのページは五枚くらい使用してしまったし、百瀬の声を録音したファイルも大分重たいものになってしまったけれど……これで記録漏もれはないだろう。

　そして現在。

　俺は部室の助手シートにて、必ひつ死しで考えていた。

　本棚の書しよ籍せきは三十冊ほど。機き材ざい関係やその他諸もろ々もろ備び品ひんが二十点、他にも使い終わった原げん稿こうや私し物ぶつらしいものが十五点ほど。

　そのどれにも──赤あか城ぎ先輩を想そう起きさせるものはない。

　放送を聞く限りでは、赤城先輩はヒントをもらってすぐに答えに気がついていた。と言うことは、「それ」は割とシンプルな形で赤城先輩につながるのだろう。一ひと目めでわかるか、ちょっと考えればわかるようなもののはず。さらに言えば、スタジオ内でもそれなりに目立っていたものに違いない。

　それでも……該がい当とうが見当たらない。

「……」

　ちらりと百瀬の方を窺うかがった。

　ぐしゃぐしゃの髪のまま、冴さえない顔色でじっとうつむいている彼女。大好きな少女漫まん画がすら読もうとしない所を見ると、百もも瀬せもやはり何かに悩んで苦しんでいるのだろう。

　ただ、俺おれはそんな彼女の様よう子すにさえ──苛いら立だちを覚えてしまう。

　手伝うくらいのことは、してくれたっていいじゃないか。

　助じよ言げんくらいはしてくれたっていいじゃないか。

　俺だって、苦しい思いをしている中なか必死に考えているんだ。なのになんでこいつは、こんな風ふうに黙だまったままなんだ。

　スマホにつなげたイヤフォンからは、百瀬がスタジオの備び品ひんを読み上げている声が聞こえる。

「……はぁ」

　ため息をつき、メモ帳を閉じた。

「明日あしたは……張り込み行くか」

　返事は期待せず、独ひとり言ごとでも言うように俺はそう言う。

「これ以上このまま考えても仕方がねーや。とりあえず、一度雛ひな形がた唯ゆいを直接見みに行こう」

　そして、

「そうですか」

　一応返ってきた百瀬の返答は……本当に他ひ人と事ごとみたいだった。
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　翌よく日じつの放課後ご。

　三年生の教室が並ぶ北きた校こう舎しや二階。

　俺と百瀬の姿すがたを見つけると、

「やあ」

　荻おぎ野の目め先せん輩ぱいは笑顔でまっすぐこちらに歩いてきた。

「すまないね、わざわざこんな張り込みまでしてもらって」

「いえ、いつものことですから！」

　首を振り、俺も彼女にほほえみ返す。

「むしろ、協力してもらえるなんてありがたい限りですよ……」

　──昨晩、再び荻野目先輩から電話があり、調査の進しん捗ちよくを尋たずねられた。俺はスタジオを見に行ったがこれといった成果は得られなかったことを説明、明日は張り込みの予定だと伝えた。すると彼女はちょっと考え、「私も立ち合いたい」と言い出したのだ。

『──ミチルと雛形は毎日遅おそい時間まで教室で勉強している。三年の廊下に二人がいるのは怪あやしいだろうから、私に会いに来た風にすればいい』

　なるほど、確かにそれもそうだ。他た学年の生徒が何をするでもなくずっと廊下にいれば、不ふ審しんに思われても仕方がない。しかも、センター試験を終え各かく大学の入試がはじまっている三年生たちの教室は人がまばらだ。悪わる目め立だちするのは間違いないだろう。

　というわけで、俺おれは荻おぎ野の目め先せん輩ぱいのお言葉に甘え、張り込みへの同どう行こうをお願いしたのだ。

　赤あか城ぎ先輩の所しよ属ぞくする三年十組の教室前まえに到とう着ちやくする。

　教室内からは見えない位置に荻野目先輩が立ち、俺と百もも瀬せがその横に並んだ。この位置なら、怪あやしまれずに赤城先輩たちの様よう子すをうかがうことができるだろう。

　──教室内に視線をやった。

　何人か生徒が残っている中、窓まど際ぎわの席に赤城先輩の姿すがたが見える。そして、彼と向かい合いなにやら話している黒くろ髪かみミディアムヘアーの女生徒……。きっと、彼女が雛ひな形がた唯ゆいだろう。どうも、すでに受験の終わった赤城先輩に何やら勉強を教えてもらっている様子だ。

「……どうだ？　見えそうか？」

「ええ、ばっちりです……」

　押し殺した荻野目先輩の質問に、小さくうなずく。

「助かりました、ありがとうございます」

　……そんなやり取りの間も、百もも瀬せはうつむき微び動どうだにしなかった。俺と荻野目先輩の間で、彼女は苦痛に耐えるようにただ立ち尽くしている。

　……実際、この状況を苦痛に思っているかもしれない。そして俺も、その存在が気にかかって変にそわそわしてしまう。

　……まあいい。今こいつのことを気にしたって何にもならない。

　俺は意い識しきを視線の先、赤城先輩と雛形唯の方に戻した。

　あいかわらず、どこかガーリーな雰ふん囲い気きの赤城先輩と、朗ほがらかな印いん象しようの雛形唯。

　考えてみれば、二年近くにわたって彼女の声を聞き続けてきたわりに、その姿を見るのはこれが初めてだ。ばっちりされているのに決してケバケバしくないメイクや、シンプルでかわいいネイル、短めのスカート。「──もーちょっとやだー！」とか言いながら赤城先輩とスキンシップを取っている辺りからも「女子力高いな……」なんて印象を覚える。割とパワフルな印象の荻野目先輩とは、真ま逆ぎやくとも言えるキャラだろう。

「……そうそう」

　先輩が再び切り出す。

「例の知り合いに頼んで、雛形がしゃべってる放送のＭＰ３は手に入れられるだけ手に入れておいた。過去分ぶんほとんどすべてだな。ミチルの出た日のと合わせてメールで送っておく」

「……ありがとうございます。それは助かります……」

「それからあの女、文化祭さいのときに昼の放送を公こう開かい録音をやっていたんだが、そのビラはあいつの手書きだったらしいんだ。一応、少しでも情報は多い方が良いかと思って手に入れておいたよ。渡しておく」

　言って、先せん輩ぱいはポケットから紙を出すとこちらに差し出した。百もも瀬せ越ごしに伸ばされた手からＢ５のその紙を受け取り、内容をざっと確かく認にんする。なるほど、かわいらしい女生徒の手で書かれた、告こく知ちと言うよりは友達への手紙みたいな文ぶん面めんだ。





　放送部　こ→かいろくおんやっちゃいます☆

　こんにちは、みんな文化祭さい楽しんでますか～??

　放送部、昼の放送ＷＥＤＮＥＳＤＡＹ担当のＨＮＧＴこと雛ひな形がた唯ゆいです!!

　なんと！　わたしたち放送部、おひるの②時半から体育館のステ→ジでこ→かいろくおんやっちゃいます！

　普段のほ→そ→と違ってみんなと一いつ緒しよに盛り上がれるから、ぜひ×２見に来てね！






　……なるほど、放送部、こんなことやってたんだな……。あの日は砂すな川かわ先せん輩ぱいの依い頼らいで調査をしていたから、全然気きづくことができなかった。そしてこの文ぶん面めん……。以前、ギャル文字を調査の一いつ環かんで読むことがあったけれど、それともまた違う独どく特とくの文ぶん体たいだ。比ひ較かく的てき読みやすくなおかつ女の子らしいかわいさが滲にじんでいて、これまた女子力りよくが高い……。

「ありがとうございます」

　言って、俺おれはそれをポケットにしまった。

「あとで部室でじっくり読ませてもらいます」




　その後も、しばらく張り込みはつづいた。相変わらず何やらいちゃいちゃしながら勉強をする二人。正直、はたから見ていると受験直ちよく前ぜんの緊きん張ちよう感かんが全く感じられなくて、ちょっとこれはどうなんだろうと思う。

　下げ校こう時間に近づくと彼らは勉強道どう具ぐをしまい、帰り支じ度たくをはじめた。荻おぎ野の目め先輩と鉢はち合あわせになるとまずい。俺たちは無む言ごんでうなずき合うと、一いつ旦たん人ひと目めにつかない南みなみ校舎に移動した。

「今日きようはありがとうございました、ご協力いただいちゃって……」

　とりあえず到とう着ちやくした階段の踊り場。俺が頭を下げると、荻野目先輩は「何言ってんだ」と笑う。

「私が調査をお願いしてるんだから、協力して当然じゃないか。こっちこそありがとう」

　と、彼女は黙だまっている百瀬の方を向くと、

「千ち代よ田だちゃんも、ありがとうな」

　そう言って、もう一度笑えみを浮かべて見せた。

　……きっと、ここまで一ひと言ことも発さなかった百瀬に気を遣つかってくれたのだろう。先輩は俺が百瀬と揉もめていることを知っているし、なんとか場を和なごませてくれようとしたのかもしれない。

「……」

　百もも瀬せはそれに一ミリも反応せず、ぐしゃぐしゃと髪かみを搔かいている。

「この間野の々の村むらと、この調査が終わったら一いつ緒しよにお茶でも行こうと約束したんだ」

　粘ねばり強く言葉をつづけ、先せん輩ぱいが百瀬の顔を覗のぞき込んだ。

「千ち代よ田だちゃんも行こう。ちゃんとお礼がしたい。もちろん、おごらせてもらうから」

　しかし──

「……行きません」

　──百瀬はかすれた声で、そう返答する。

「二人で行けばいいです」

　……彼女のその態度に、俺おれは愕がく然ぜんとした。

　こいつは俺だけじゃなく先輩にまで……揉もめているのとは無む関係のこの人にまで、そんな態度をとるのか。気き遣づかってくれる相手にまで、悪あく態たいをつくのか。

　──頭がカッと熱くなる。

　──反射的に、百瀬への怒りがこみ上げる。

「……そうか」

　困ったような表情で、荻おぎ野の目め先輩は「あはは」と笑った。

「どうやら、嫌きらわれてしまったようだな……」

「……百瀬さ」

　たまらず俺は、声を上げた。

「いい加か減げんにしろって……。なんでそんな言い方するんだよ」

　百瀬は視線を落としたまま、黙だまり込んでいる。

「俺はまだしも、クライアントにまでその態度はないだろ」

「おい、野々村……」

「いいんですよ先輩。こいつのこういうとこ、直さないと本ほん人にんが一いち番ばん苦労するんですから」

　言って、俺は百瀬の方を向く。

「お前な、それ、まわりが優しいから許してるだけなんだからな。普通に考えれば、そんなんで世の中通つう用ようしないんだぞ。そういう態度とられた人がどう思うか考えろよ。せめて最さい低てい限げん、リアクションくらいしろって」

　……百瀬は両手でぐしゃぐしゃと髪を搔いた。

「だからほら、先輩に謝あやまれよ」

　言って、俺は両手で百瀬の肩をつかんだ。

「お茶行いくかどうかは任せる。そこまでは強きよう制せいしねーよ」

　彼女を荻野目先輩に向かい合わせる。

「ちゃんと謝っとけって」

　しかし百もも瀬せは俺おれの手を払いのけると、

「……バカ」

　小さくそうつぶやき──突然その場から駆かけ出した。

「──お、おい！」

　慌あわてて呼び止めるも彼女は止まらず、あっという間に廊下の曲がり角を曲がり、どこかへ行ってしまった。

　……なんだよあいつ。

　ほんとに、なんなんだよ……。

「……すまない」

　荻おぎ野の目め先せん輩ぱいが申もうし訳わけなさそうにこちらを見る。

「私が余よ計けいなことを言ったせいで、厄やつ介かいなことになってしまったようだな……」

「……いえ、いいんですよ」

　言って、俺は息を吐はきだした。

「単純に、今回のことはあいつが悪いです。本当に、失礼しました。見苦しいとこ見せちゃいましたね……」

　……きっと荻野目先輩、嫌いやな思いしたよな。

　せっかく気き遣づかったのにあんな仕打ちを受けるなんて、腹が立つだろうし不安にもなるだろう。

「でも安心してください、調査はちゃんと続ぞつ行こうしますから」

　せめて最さい低てい限げんのフォローはすべく、俺はそう言葉をつづけた。

「だからほんと、大だい丈じよう夫ぶっす！」

「……ありがとう」

　言って、先輩はもう一度、困ったようにほほえむと、

「ただ本当に……自分たちの恋も大切にしてくれよ？」

　気づかわしげに、凛り々りしい眉まゆを寄せた。




　部室に戻ると、すでに百瀬の荷物はなかった。どうやら、先に帰ってしまったらしい。仕方なく、久しぶりに一人で下げ校こうし自宅に到とう着ちやく。部屋に戻ると荷物を置き、ベッドに寝そべった。

　──これで、「三日待つ」と約束されたうちの、二日目が終了した。

　──明日あしたには、結論を出さなければいけない。

　小さくため息をつき、俺は自分の中で「答え」がはっきりと決まってしまっていることを自覚する。

　このまま関係をつづけたって仕方がない。

　お互い苦しい思いをするだけなのだ。

　なら俺たちはもう──距離を取るしかない。

　この二日間、俺おれは本ほん気きで考えてきた。

　百もも瀬せとの関係を振り返り、どうするべきなのかを眠れないほどに考えた。

　いまだに、「なかったことにする」のに対する不安や抵てい抗こうはぬぐえない。それでも、ここしばらくの俺と百瀬の間あいだ柄がらを考えると──どうしても「このままでいるのがベストだ」なんて言えなくなってしまう。

　体を横に向けると、勉強用ようの椅い子すに掛けたマフラーが目に入った。クリスマス、百瀬が俺にくれたプレゼント。

　あの頃ころは楽しかった。もうこれから俺と百瀬には、幸せばかりしかないのだと本気で思った。

　それが今や、俺は完全に疲れ果ててしまっていた。

　百瀬の性格に振り回されるのにも、彼女のことで悩むのにも、関係について考えるのも。

　そのすべてが……「普通の先せん輩ぱい後こう輩はい」に戻るだけで、解決する。

　だとしたら──素す直なおに百瀬の提てい案あんに従うしかない。

　それがきっと、正解なのだ。

「……」

　ふと思い立ち、俺はパソコンを起き動どうしてインターネットブラウザを立ち上げる。

　自分の日記一いち覧らんを表ひよう示じし去年の十一月末、百瀬に告こく白はくした頃の日記を一つずつ眺ながめはじめた。

　もちろん、はっきりそのことを報告しているような内容のものはなかった。あの頃も、日記はあくまでそれまでどおりの小説の感想や、どうでもいい日常の記録ばかりがされている。

　ただ……それでもどこか、その文ぶん面めんには浮かれているようなニュアンスが垣間かいま見みえて、妙みように切ない気分になってしまった。

　あれから二カ月で……たったそれだけの時間で、こんなにも関係は変化してしまうものなのか……。あの頃の俺は、この気持ちは永遠に続くのだと本気で思っていたのに。そしてそれを──百瀬に伝えもしたのに。

　胸が痛い。後こう悔かいの念ねんがこみ上げる。

　それでも俺は──パソコンを閉じることができない。

　この苦しみに向かい合うのはきっと──最後の義ぎ務むなのだ。

　三十分ほどかけ自分の日記を読み終えた俺は、続いてプロフブックの検けん索さく欄らんに「雛ひな形がた唯ゆい」と入力、検索ボタンを押した。彼女がプロフブックをやっているなら、このタイミングで確かく認にんしたいことがある。

　数秒の検索結けつ果か読み込み時間ののちに、一件の該がい当とうアカウントが表ひよう示じされる。ついさっきまで張り込みをしていた雛形唯本ほん人にんのアカウント。

　日記を一つずつ確認していく。荻おぎ野の目め先輩にもらったチラシと同じような文ぶん体たいで日常の報告がされていた。




　も→すぐ私し立りつ入試スタ→トだね！苦にが手てだった近代史しをＴＫＮＫ先生に教わったし、これで一通り出題範はん囲いの洗い直しはおわったかなー☆




　こんな感じの短い文章が、一日に何度もアップロードされていた。そしてそのすべてに、赤あか城ぎ先せん輩ぱいはこまめにコメントをつけていた。




　お疲れさま！ここまで詰めることができたら志望校こうはもうほぼ行けると思うよ。あと少しだけど一いつ緒しよに頑がん張ばろう！




　……予想どおりだ。彼らはネット上で、現げん実じつ世界と変わりなくいちゃつき続けている。

　俺おれはこれを──本来あるべきカップルの姿すがたを目にしておきたかったのだ。

　そう、カップルなんて本来はこうあるべきだ。二人で前を向いて、手を取り合って、お互いを思い合っているべきなのだ。

　俺と百もも瀬せは、こうはなれなかった、お互い疑って探って傷ついて……つらい思いをしてばかり。

「……はぁ」

　天てん井じようを仰あおぎみて、俺はもう一度覚かく悟ごする。

　やはり──百瀬の提てい案あんに従おう。

　関係を、元に戻そう。

　そして失しつ恋れん探たん偵ていも今回の依い頼らいで終わり。

　それが俺と彼女にとって──ベストの選択なのだ。

「……」

　頭がずきずきと痛む。胸は穴でも開いたみたいにからっぽだ。

　深く考えるのは一時中ちゆう断だん、友人やクラスメイトの書き込みを確かく認にんしよう。ちょっとこれ以上は、気持ち的に持ちこたえられそうにない。

　画面を何度かクリックすると、自分のアカウントのトップページが表ひよう示じされる。

　その中から、目についた新しん着ちやく更こう新しんを選んで画面に表示させた。

　今日きようも矜きよう持じヶが谷やさんは学校での出来事を、丁てい寧ねいにかつ簡かん潔けつにつづっていた。こういうのが、正しい日記のあり方だよなと思う。先日の映えい研けんの日につ誌しにも似た、きちんとした日々の記録。十年後ごに見たら懐なつかしい気分になれそうだ。それからついでに、彼女の日記の記き述じゆつの中に「西にし尾お凛りん」に関する記述があったのも嬉うれしい。先日、親友同どう士しだった彼女たちは恋れん愛あい関係のいざこざから完全に決けつ別べつしていたのだ。それでも少しずつ、その仲も回復しつつあるらしい。

　続いて、俺は先日の依頼で調査対たい象しようだった宮みや代しろ悠ゆう斗と君くんのアカウントを確認する。

　あれ以来、彼が元気をなくしたりしていないか、どんな活動をしているのか気になって、定期的に確かく認にんをしているのだ。

　正直、依い頼らい解決直ちよく後ごはなんだか落ち込んでいるような気け配はいも見られた。ただ、最近ようやく元気を取り戻しはじめたらしく、日記の内容も音楽に関するストイックなものに戻りつつある。

例えば、




　うちの部ぶ活かつの弱点はピッチのずれにあるような気がする。ベーでチューニングしたときには問題なくピッチが合うのに、それをいざ他の音、ツェーとかで合わせようとすると全然合あわなかったりする。これじゃ意味がない。技術的な部分もそうだけど、各かく自じ耳を鍛きたえて、すべての音で柔じゆう軟なんにピッチを合わせることができるようになる必要があるんじゃないかな。




　ふむ。ピッチっていうのは音おん程ていのことだろう。それをうまく合わせるべく頑がん張ばっているというわけだな。

「……」

　……うん。みんな上う手まくいっているようで、俺おれは嬉うれしいよ。

　赤あか城ぎ先せん輩ぱいたちも、矜きよう持じヶが谷やさんも、宮みや代しろ君も、みんな元気だ。それはすごく、俺個人にとっても嬉しいことなのだと思う。

　そして俺自身も──明日あしたには前に進むための決けつ断だんをする。

　そう、あくまでこれは、俺と百もも瀬せを正しい関係に戻すための決断なのだ。

　決して後こう退たいでも、逃げるのでもない。

　だから俺たちは──決して不幸ではないのだ

　──と、そのときだった。

　──パソコンのディスプレイを眺ながめていて、俺の頭に「あること」がひらめく。

　これは……もしかして……。

　慌あわてて俺は鞄かばんを開き、メモ帳を取り出す。俺のリストアップ分と、百瀬が読み上げた分を合わせたブース内の物全ぜんリスト。

　その内容をざっと確認し、俺は「それっぽいもの」を見つけ出す。

　続いて俺はパソコンであるワードを検けん索さく、目的の「ある一いち覧らん」を表ひよう示じさせ、それをリストのとある一いち行ぎようと照しよう合ごうした。

　結果──

「……わかった」

　──俺は、思わず震える声でそうひとりごちた。

「できちゃったよ……依い頼らいの……解決……」

　そうだ、「これ」をきっかけに赤城先輩は、雛ひな形がた唯ゆいの好こう意いに気付いたのだ。

「これ」なら間違いなく文化祭さい直後の部室にもあっただろうし、放送中ちゆうにもすぐに目についただろう。

　そして彼なら……普ふ段だんから雛ひな形がた唯ゆいとこまめにやり取りしていた赤あか城ぎ先せん輩ぱいなら、その意味にもすぐに気付くことができたはず。

　できればもう少し決め手がほしいけど……そうだ、あの録音で気になった「あの音」は、きっと証しよう拠こになるはずだ。

　……うん、何なん度ど考え直しても間違いない。

　何度見直しても間違いない。

　これが、荻おぎ野の目め先輩の依い頼らいの解答だ……。

「……連れん絡らく、しなきゃ」

　自分が調査を完かん遂すいできた、ということにめまいを覚えつつ、俺おれは携けい帯たいで荻野目先輩へのメールを打ちはじめた。
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「え、えっと、あの、依頼を解決できたんですよ……」

　翌よく日じつの放課後ご。部室にて。荻野目先輩を呼び出した俺は、探たん偵ていシートからそう切り出した。

「色いろ々いろ調査してるうちに、こう、閃ひらめいた、みたいな感じで、その……」

　それなりに身み構がまえてきたが上う手まく順序立だてて話せない。百もも瀬せのようにはいかないな……と焦あせってしまうが、荻野目先輩は真ま面じ目めな顔でそれを聴きいてくれる。

「そうか……ありがとう。じゃあ、その結果を聴かせてほしい……」

「わかりました……」

　言って、一度咳せき払ばらいしてから……俺は百瀬の方を窺うかがう。

　助手シートに座り、膝ひざに手を置きじっと机を見ている彼女。

　今日きようも百瀬は、いつもどおり俺より先に部室に来ていた。昨日きのうの流れを考えれば今度こそ来ないかもしれないと踏んでいたのだけど、待ってもらう予定の「三日目」ということもあってかすっぽかしはしなかったようだ……。

　とはいえ、その髪かみはこれまで見たことがないほどに乱れ、顔色は真まっ青さおだ。目の下には濃い隈くまが浮かんでいる。もしかしたら……昨晩は一いつ睡すいもしていないのかもしれない。

　この後……委員長への報告の後、俺は彼女に告げなければいけない。

「普通の先輩後こう輩はい」に戻ろう、と。

　百瀬は俺のその言葉を……どう受け止めるんだろうか。どんな気持ちで、どんな反応をするんだろうか。

「……えっと、じゃあ説明します」

　俺は何とか頭を切り替え、調査結けつ果かを脳のう内ないで反はん芻すうする。

　まずは荻おぎ野の目め先せん輩ぱいに、推すい理りの結果を伝えなくては。

「……何から話せばいいかな。えっと、今回俺おれは、荻野目先輩に段だん取どりしてもらったスタジオの見学、それから昨日きのうの張り込みと、チラシやプロフブックの観察から、事情を読み取りました。で、まず、スタジオの見学なんですけど……」

　言って、俺は制せい服ふくのポケットに忍しのばせていた「スタジオにあったものリスト」を取り出す。

「こんな感じで、あるものを全部書かきだしまして……おっと」

　手が滑すべってメモ紙を取り落としそうになる。それを荻野目先輩が空中でキャッチし、机に載のせてくれた。

「すみません……、で、こんな感じにリストアップできました。全部で……七十個くらいですかね」

「おお、こんなに書いてくれたのか。手て間まをかけたな……」

　荻野目先輩は腕を組み、リストを眺ながめはじめる。

「しかし……これだけ書いてくれていても、それらしいものはなさそうだな……。明らかに、ミチルを思わせるものは……」

「そうですね」

　俺はうなずいて見せる。

「最初は俺も、そう思いました。しかも、これだけたくさんあるんで一つ一つ調べるのは難しいですし。ただ……」

　もう一度制服のポケットに手を突っ込み、俺は先せん日じつ先輩にもらった文化祭さいのビラを引っ張り出す。

「……ちょっとですね、これをもとに……っていうか参考にして考えると、わかることがあるんです」

「ふむ……」

　うなずき、先輩は俺からビラを受け取ると改めて内容を確かく認にんする。

「なるほど、確かに変わった文ぶん体たいだし。ヒントが隠かくれていてもおかしくないな。野の々の村むらは、これのどの辺をヒントにしたんだ？」

「えっと、名前の表ひよう記きですね」

　言って、俺はメモを指さしながら説明した。

「これほら、自分の『雛ひな形がた』って苗みよう字じを『ＨＮＧＴ』って表記してるでしょう？　雛形唯ゆいは、どうも人の名前を書くときに、こういう表記をしたがったみたいなんです。こう……子し音いんだけ並べるっていうか……」

「ふむ、『野々村』だったら『ＮＮＭＲ』、『千ち代よ田だ』だったら『ＣＹＤ』と言った感じだな」

「ですね……。あそうそう、ちなみにプロフブックでも雛形唯はこの表記使つかってたんで、本ほん気きで気に入ってる感じでした」

「なるほどね。で、この表ひよう記きが、一いち覧らんとどう関係があるんだ？」

　言って、荻おぎ野の目め先せん輩ぱいはもう一度リストを見る。

「『ＡＫＧ』だとか『ＭＣＲ』みたいな表記は見当たらないんだが……」

「ですね」

　俺おれはうなずく。

「で、もう一個参さん考こうにしたのが、たまたまプロフブックで見た吹すい奏そう楽がく部ぶ員いんの書き込みでした。お見せします……」

　もたもたとスマホを起き動どう、ブラウザを立ち上げて宮みや代しろ君の日記を表ひよう示じさせる。




　うちの部ぶ活かつの弱点はピッチのずれにあるような気がする。ベーでチューニングしたときには問題なくピッチが合うのに、それをいざ他の音、ツェーとかで合わせようとすると全然合あわなかったりする。




「で、これ、最初あまり内容を気にしないで読み飛ばしてたんですけど……よく読んでみるとちょっとよくわかんないとこがあるんですよね。『ツェー』とか『ベー』とかなんですけど」

「……うん、確かによくわからんな」

「他にも『ピッチ』とか『チューニング』とかよくわかんないんですけど、音が合う合わないと言っているところを見ると、多た分ぶん……音の高さの話なんでしょう。だから『ツェー』とか『ベー』も多分音の名前です。そこにちょっと、引っかかったんですよね……」

　言って、俺は荻野目先輩の目を見た。

「だって……音おん程ていって、『ドレミファソラシド』じゃないですか……」

「……んー」

　荻野目先輩は顎あごを撫なでる。

「まあ、学校で習うのはそうだな。ギターのコードとかで、『Ａメジャー』とかあるから、アルファベットで表す場合もあるだろうが……」

「……」

　……あ、そうか。

　そういう言い方もあるんだ。実はこの後、ババーンと驚きよう愕がくの事実を伝えるつもりだったけど、出で鼻ばなをくじかれた……。

「そ、そっすね……。まあそんな感じで、他にも音程の表現方法ほうはあって、吹奏楽ではドイツ語発はつ音おんのアルファベットが音程の表記で使われるらしいんです。なんで、『ツェー』は『Ｃ』で『ド』の音。『ベー』は『Ｂ♭』で『シの半はん音おん下した』らしいです。で、気付いたんですけど……放送機き材ざいって、必ずしも英えい語ご圏けんで作られてないよな、と」

「……ああ」

　荻おぎ野の目め先せん輩ぱいが呻うめくような声を上げた。

「そして実際、リストの中にもドイツ製っぽいメーカー名の備び品ひんがありました。ちょっと、さっき放送室で借りて来たんでお見せします」

　鞄かばんに手を突っ込み、俺おれは先日の放送部ぶ員いんに無む理りを言って借りた『それ』を荻野目先輩に差し出した。

「これです──『エムツェーエールのヘッドフォン』ですね」

　言って、俺は委員長にそのイヤーパッドの表面に張り付けられたロゴを見せる。

「メーカーのロゴがあります──『ＭＣＲ』という表記の。『ＭＣＲ』……つまり、雛ひな形がた唯ゆいの名前の表記では『ミチル』に該がい当とうすることになります」

「……」

　どこか眉み間けんにしわを寄せ、荻野目先輩はそのロゴを小さく撫なでた。

「つまり、赤あか城ぎ先輩はこれをきっかけに、雛形唯の好こう意いに気づいたのではないかと……」

「……なるほど」

　うなずく荻野目先輩。それなりに納なつ得とくした様よう子すではあるが、しっくりはきていない様子だ。

「……えっと、まだあんまり確信が持てないようでしたらもうひと押し……先輩から送ってもらったあの日の放送のＭＰ３に、聴きいてほしい部分があります」

　言って、俺はあらかじめ調べておいたところまで再生ポイントを持って行った上で、再生ボタンを押した。

『──えー、そうなの？』

　雛形唯の声が、スマホ下部のスピーカーから流れ出す。

『でも当たりだったらびっくりするし、結けつ構こう焦あせるかも』

『……本当に？』

『じゃあ、わかったかもしれない……』

　と、そのタイミングで──スピーカーから「カッカッ」と音が鳴った。

『そっか……。わかったみたいだね……』

『当たりなんだ……』

　スマホの再生を止める。

「今のとこの、乾いたノイズみたいな音なんですけど」

「ああ……」

「これ、この音なんです」

　言って、俺はヘッドフォン、ロゴのある辺りを爪つめで叩たたいて見せる。

　──ＭＰ３から聞こえたのと全く同じ「カッカッ」という音が鳴った。

「赤城先輩は『好きな人を示すものがわかったかもしれない』と言った後、このロゴを叩いて雛形さんに見せた。それで、雛形さんは『わかったみたいだね』と、こういう流れだったわけですね、ここは」

「……なるほど」

　言って、荻おぎ野の目め委員長は深く息を吐はきだした。

「間違いなさそうだな……」

「……というわけで」

　ヘッドフォンを机に置き、俺おれはもう一いち度ど荻野目先せん輩ぱいの目を見る。

「えっと、『赤あか城ぎ先輩は……ヘッドフォンのロゴをきっかけに、雛ひな形がた唯ゆいの好こう意いに気付いた』ということでした」

「……」

　無む言ごんで髪かみを搔かく荻野目先輩。彼女は一度唇くちびるを嚙かんでから、

「……あー、そういうことだったかー！」

　その顔に、ニカっと笑えみを浮かべて言った。

「あいつ、そんなことで相手の気持ちに気付いたんだな！　なるほど、これでようやくすっきり関係を終わらせられる！」

　……相変わらず、豪ごう快かいで豪ごう胆たんな声こわ色いろの荻野目先輩。

　しかし、次の瞬しゆん間かん──彼女の目から、ボロボロと涙がこぼれだした。

「そっかー！　そうだったかー！」

「せ、先輩……」

　思わずそう声をかけると、荻野目先輩は制せい服ふくで目元をぬぐい、

「いや……すまんな！」

　明らかに無む理りやりとわかる笑みをその顔に浮かべた。

「嫌いやなこともいっぱいあったけど……あいつにはよく怒ったし喧けん嘩かもしたけど……こんな最悪の終わり方だったけど……」

　もう一ひと筋すじ、その目から涙の粒つぶがこぼれる。

「それでも──私はあいつが好きだったんだ」

　次の瞬しゆん間かん──荻野目先輩の表情がゆがむ。

　眉まゆは切なげに寄り、目から涙がこぼれ、唇が小こ刻きざみに震えはじめる。

　その表情に……初めて見る彼女の「弱み」に、俺は声を出すことすらできない。

「……いやだよ」

　震える声で、荻野目委員長は言った。

「悲しいよ……苦しいよ……何でこんなことになったんだ……」

　……初めて、俺はここで実感した。

　荻野目先輩は……恋をしていたのだ。

　その豪快な言げん動どうに隠かくれて見えなかったけれど、彼女もただの、恋する女の子だったのだ。

　そしてその恋が今ここで──終わる。

「でも……」

　言って、彼女はもう一度俺おれたちの方を向いた。

「ありがとう……」

　もう一度、無む理りやりほほえむ荻おぎ野の目め先せん輩ぱい。彼女は震える声で言葉を続ける。

「これで、私は気持ちよく前に進めるよ」

　彼女は椅い子すから立ち上がり、深々と頭を下げた。

　俺も慌あわててその場に立つ。

「今度お礼はする。本当に助かった。また、時間を作ってゆっくり話そう。じゃあな」

「あ、いえ……お気をつけて」

　先輩はくるりと振り返り、部室を出て行った。

　俺はそれ以上、彼女の背中に声をかけることができなかった。

　──あの人が、あんな表情を見せるなんて。

　──いつも凛りんとしていた、どんなときも笑顔だった彼女が、あんな風ふうに涙をこぼすなんて。

　きっと本当に、荻野目先輩は赤あか城ぎ先輩に恋をしていたのだ。

　彼女の言うとおり、気は合わなかったのだろう。

　喧けん嘩かばかりだったのだろう。

　それでも、きちんと彼女は赤城先輩に恋をし続け──それが終わってしまった。

「……」

　──と、その瞬しゆん間かん。

　俺はあることに気が付く。

　気が合わないのに……喧嘩ばかりなのに、彼女は恋をしていた？

　恋の終わりを、嘆なげいている？

　……何な故ぜだ？

　こんなひどい振られ方をしたのだ。むしろ、あるべき姿すがたに戻ったと言えるはずだ。

　そう──俺と百もも瀬せが「ただの先輩後こう輩はい」に戻るみたいに。

　それなのに何故……荻野目先輩は涙を流すんだ？

　──気付けば俺は、その場から駆かけ出していた。

　今ならまだ──荻野目先輩は校内にいるはず。

　話したい。

　彼女の考えを知りたい。




　部室を出るそのとき──百瀬が泣きだしそうな顔でこちらを見ているのが、ちらりと目に入った。
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「先せん輩ぱい！」

　荻おぎ野の目め先輩には、昇しよう降こう口ぐちに差し掛かった辺りで追いついた。

　そのすらっとした背中に呼びかけると、彼女は驚いた様よう子すでこちらを振り返る。

「野の々の村むら……どうしたんだ？」

　その目は真まっ赤かに腫はれていた。手にハンカチを持っている辺り、なんとか涙をぬぐおうとしていたのだろう。ただ、今は俺おれが追ってきたことへの驚きの方が大きいらしい。怪け訝げんな表情でこちらを見ている。

「こ、こんなタイミングで申もうし訳わけないんですけど……」

　何とか息を整えながら、俺は尋たずねた。

「相談しても……いいですか？」




　連れて行かれた北きた校舎、倉そう庫ことして使われている狭い小こ部屋にて。

　俺は荻野目先輩にこれまでのことをすべて話した。百もも瀬せと出会ってから今日きようまでのことを、要よう点てんをまとめながら。

「──そうやって、その志し穂ほ里りってやつのおかげで俺と百瀬は両りよう思おもいだってわかって……だから俺本ほん当とうに大だい事じにしようって思ったんです──」

「──ほう」

　荻野目先輩はそれを真剣な表情で聴きいてくれる。

　あの文化祭さいを作り上げた彼女が、全ぜん校こう生徒を引っ張った荻野目紗さ千ち佳かが力になってくれるというのは、やはり頼もしかった。

「──でも、なんだか変にあいつの言げん動どうにひっかかるようになっちゃって……どうやって、接すればいいかもわからなくなって──」

「──ふむ」

　数十分かけ、出会ってから今までのことすべてを話し終えた。

　荻野目先輩は腕を組み、深く息を吐はき出すと、

「なるほど、つまり……」

　自分の中で話を飲み込むように、さらに要点を短くまとめた。

「せっかくお互いの気持ちに気づき、両思いになれたのに、ここにきて関係がぎくしゃくしはじめた。そしてついには、千ち代よ田だちゃんからそれまでのことをなかったことにしようと言われてしまった、と」

「はい……」

「わかった……」

　言って、うつむく先せん輩ぱい。

　彼女は何かをためらうようにしばらく考えてから、ゆっくりこちらを向き、

「率そつ直ちよくに言おう」

　まっすぐ俺おれの目を見た。

　──心しん臓ぞうがドクリと脈みやく打うつ。

　彼女はこの状況をどう判はん断だんするのか。共きよう感かんしてくれるだろうか、同どう情じようしてくれるだろうか。新しい道を示してくれるだろうか、改かい善ぜん策さくを示してくれるだろうか。

　しかし彼女が続けた言葉は──そのどれでもない辛しん辣らつなものだった。

「私から見れば──うまくいかないのはすべてお前の責任だ」

　──一いつ瞬しゆん、言葉の意味を理解できない。

　頭がショートしたように熱くなって、言葉を飲み込むことができない。

　しかしそんな俺おれに、荻おぎ野の目め先輩はさらに言葉をつづける。

「お前がちゃんとしていれば、ここまで揉もめはしなかっただろう。正直、同じ女子として千ち代よ田だちゃんには同どう情じようしてしまうよ。鈍どん感かんさっていうのは人をそんなに傷つけるものなんだな」

　彼女が続ける言葉、その目が宿す批ひ判はんの色に……俺はじわじわと現実を認にん識しきしはじめる。

　荻野目先輩は──全面的に俺に非ひがあると判断した。

　こうなったのは、俺が悪いのだと認識した。

「な、なんでですか……」

　声が震えるのを自覚しながら、俺は彼女に食ってかかる。

「ちゃんとしてないって……何がですか！　こんなに苦しんで悩んでそれでもどうにもならなくて……それのどこが鈍感なんですか！」

「……苦しんで悩んで、か」

　言って、荻野目先輩は笑う。

「そうだな、確かにお前は苦しんで悩んだんだろう。人との距離が縮まったんだ。嫌いやなところも間ま近ぢかで見えるだろうし、そのしんどさもそれまでより強く感じられるだろう。人に近づくっていうのは、きっとそういうもんだ」

　……確かに、そういうことなのかもしれない。

　百瀬との距離が近づいた。以前よりも親しん密みつになった。

　だからこそ、彼女の無む配はい慮りよなところに傷ついてしまう。それまでよりも深く、それまでよりも頻ひん繁ぱんに。

「だったら！」

　俺は言葉をつづける。

「だったらもうどうしようもないじゃないですか！　距離が近づくことが苦しむことを意味するなら、もう百もも瀬せの言うとおり、なかったことにするしかないじゃないですか！」

「お前がそう考えるのを『ちゃんとしてない』と言っているんだ。だって──」

　と、彼女は睨にらむように俺おれの目を見ると、

「──お前、その裏で『自分の気持ち』からは目を逸そらしてるだろ？」

　はっきりと、そう言いきった。

「だからこそ、千ち代よ田だちゃんはあそこまで傷ついて、お前もどんどん泥どろ沼ぬまにはまってるんだよ」

「……どういうことですか」

「千代田ちゃんの視点で考えてみろ」

　言って、彼女は視線を落とす。

「先せん輩ぱいを好きな気持ちに気付き、両りよう思おもいになれた。彼は俺を信じろと言ってくれた。ただ、失しつ恋れん探たん偵ていがはじまった以上、学校では仲良くできない。他の女じよ生徒たちは、問題なく彼と仲良くしているのにだ。さらに、そうこうしているうちに彼の言げん動どうがおかしくなり、なんだかよそよそしくなり──最終的に、これまで許してくれていたはずのことで酷ひどく怒られる。しかもその間──」

　先輩は、俺の目を見た。

「──お前、あの子に好きだって気持ち、一回でも表現したのか？」

　……完全に、言葉を失った。

「手をつないだり抱きしめたり言葉でそう伝えたり、キスしたり体触さわったりしたのか？」

「……そ、それは」

　しどろもどろで、俺は答える。

「……しなかったです」

　……そうだ。

　俺は両思いだとわかって以い降こう、俺たちは「両思いらしいこと」をあまりきちんとできずにいた。キスはおろか抱きしめることだってしなかった。

「けど……でも！」

　俺は必ひつ死しで声を上げる。

「それはあいつに対して誠せい実じつであるためで！　……ちゃんと、同どう意いを取ったうえでしたくて……」

「噓うそだな」

　切って捨てるように、荻おぎ野の目め先輩は言う。

「お前は本当は、怖こわかっただけなんだ。自分のそういう気持ちを、千代田ちゃんに知られることが。知られて、嫌きらわれることが。だから、なかったことにして、そんな気持ちから目をそらして、誠実さのせいにしてきた」

　──心しん臓ぞうを撃うち抜かれたようなショックを受ける。

　……そうだ。俺おれは本当は恐れていたんだ。

　自分が思っていることを──口に出せないような欲求を彼女に悟さとられることを。

　そしてそれを──拒きよ絶ぜつされることを。

「それに思い返して見ろ、これまでの千ち代よ田だちゃんの言げん動どうで……お前にそういう『好きの表現』を求めてるようなものがなかったのか？」

　……俺は思い返す。

　フラッシュバックする、百もも瀬せのいくつかの言動。

「二人だけのときはうんと優しくしてください」という言葉や、俺と矜きよう持じヶが谷やさんがプロフブックでやり取りしているときに見せた表情、ベッドの上で変にくっついてきたこと……。

　あれは、彼女のサインだったのだろうか……。

「……あるみたいだな」

　俺の顔色から察したらしい、荻おぎ野の目め先せん輩ぱいはため息をついた。

「そういうのをスルーされたら、女の子として不安になるのは当然だ。それにな……今のこの状況は、もっと最悪だ」

「……どういうことですか？」

「おそらく、千代田ちゃんは私と野の々の村むらが仲良くなりつつあるのに気づいてるだろう。昨日きのうの態度だって、その前ぜん提ていがあったからこそだろう。自分の好きな人と仲のいい女が、二人っきりでどこかに消えたんだぞ。自分を置いて。しかも女の方は失しつ恋れん直後だ。心配しないはずがない」

「あああ……」

　思わず、声が漏もれた。

　確かに、先輩の言うとおりだ。

　百瀬が俺の「好きだという気持ちの表現不ぶ足そく」で苦しんでいたなら──この状況は彼女にとって最悪だ。

　──胸にとんでもない罪ざい悪あく感かんが込み上げる。

　俺は百瀬を──そんな風ふうに傷つけていたのか。

　不安にさせ、さらに喧けん嘩かをしてその傷きず口ぐちをえぐってきたのか……。

　なら、百瀬があんなことを言い出したのも当然だ。なかったことにしようなんて……。

　今すぐに百瀬のところに駆かけつけたいと思う。

　彼女にちゃんと話して、荻野目先輩とは何もないと説明したいと思う。

「私は思うんだ」

　先輩は言う。

「百個気きの合わないところがあっても、一個本ほん気きで好きなところがあれば、きっとそれで恋は成立するんじゃないかって。もちろん、それはもう努力しなくていい、っていう意味じゃあない。折り合いをつけられるよう、頑がん張ばり続ける必要はあると思う。それでも、好きな気持ちが変わらずあれば……関係は成り立つはずなんだ。すくなくとも、私のミチルに対する気持ちはそういうものだったと思う」

　そして、と彼女は俺おれの目を見た。

「野の々の村むらにも……それだけの気持ちがあるように見えるんだよ……。文化祭さいのあの日にはまだ見えなかった、千ち代よ田だちゃんに対する気持ちが。それがあれば、お前たちは一いつ緒しよにいられるはずだ。だから──そこから目をそらすなよ」

　……あの日のことを思い出す。

　まだお互い夏服を着ていた。今より距離のあったあの頃ころ。

　確かに、文化祭の日、俺は百もも瀬せを手のかかる後こう輩はいくらいに認にん識しきしていた。

　ただ同時に──そこから一歩踏ふみ出しはじめたのもあの日だった。彼女に敬けい意いを抱き、女子として意い識しきし、これからに期待しはじめたのもあの日だったのだ。

　そして、今いま自分の胸に育った気持ちは──。

　この胸を締め付けるような苦しみは──。
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　部室に戻ると──百瀬は助手シート前の机に突つっ伏ぷしていた。

　窓からは暮れかけた冬の日が差し込んでいる。

　赤みを帯びはじめた光に満たされ、狭い部室内はなんだか少しずつ暖かく感じられた。

「……百瀬」

　探たん偵ていシートに腰かけ、俺は呼びかける。

「話したいことがあるんだけど……」

「……」

　百瀬は微び動どうだにしない。まるでそこだけ時間が止まったかのように、彼女は机に突っ伏し続けている。

　しかし、

「……もう」

　その腕の隙すき間まから、彼女のそんな声が漏もれて聞こえた。

「早く終わらせてください……」

　ひどく震えた、今にも崩くずれそうなその声。

　俺はそれに──自分がしてきたことを思い知らされる。

　俺はここまで百瀬を傷つけ、不安にさせ、追いつめてしまったのだ。

「先輩が……私のことを好きじゃないのはよくわかりました。もういいです……普通の先せん輩ぱい後輩に戻れなくてもいいです……。生なま殺ごろしの方が、よっぽどつらいです……」

　言って、彼女は顔を上げた。

　その顔は……涙でぬれ、メイクは完全に崩くずれ落ち、これまでに見たことがないほど、憔しよう悴すいしきっていた。

「早く……とどめを刺してください……」

　とどめ、か。

　どれだけ百もも瀬せは苦しんだんだろう。

　つらい思いをしたんだろう。

　そしてどうすれば俺おれはここから……百瀬に信じてもらえる？

「ごめんな……」

　まず口をついて出たのは、そんなセリフだった。

「ごめん、俺……百瀬がどんな気持ちでいるか、全然わかってなかった……。どういうこと考えてるのか、全く想そう像ぞうすることができてなかった……」

　百瀬がこちらから視線をそらす。

　ぼさぼさになった髪かみが、オレンジの陽よう光こうをまとって滲にじんで見えた。

「でも俺……」

　小さく覚かく悟ごを決め、俺は百瀬に言う。

「百瀬のこと、好きじゃなくなったりなんか、してない……。俺の気持ちは、あのときから変わってないよ……」

「噓うそだ」

　百瀬は静かに目をつぶった。

「優しくしてって言ってもしてくれない。くっついても何もしてくれない。なのに、他の女の子とは仲良くして、私にはいつも不ふ機き嫌げんで……それで今いま更さら好きなんて、信じられません」

　……そのとおりだと思う。

　俺が同じ状況に置かれれば、百瀬と同じことを思っただろう。

　きっとこの人は、自分に対する興きよう味みを失ったのだろうと。

「……でも、違うんだ」

　言って、俺はギュッとこぶしを握る。

　ここからは──もう、本ほん音ねをぶつけるしかない。

　隠かくしてきた気持ちを、さらけ出すしかない。

　たとえ、気持ち悪がられたとしても。拒きよ絶ぜつされたとしても。

「本当は俺……百瀬に言えないこと、いろいろ思ってたんだ」

「どういうことをですか……」

「……もっと髪かみ、触りたいとか」

　俺は今自分の中にある「彼女への欲求」を、一つずつ口に出しはじめた。

「ほっぺた触りたいとか、寝ね顔がお見たいとか……」

　……百もも瀬せの表情は晴れないままだ。

「あとはその……手、握りたいとか、抱きしめたいとか……キ、キスとかもしたいって……いつも思ってるし……」

「そんなの……」

　百瀬は声を震わせる。

「そんなの、いくらでも出まかせで言えます……。絶対先せん輩ぱいは、私を傷つけないように噓うそをついてるだけです……」

　……わかってる、こんな程てい度どのことを話しても、百瀬は俺おれを信じてくれない。

　だから俺は──「最後の覚かく悟ご」を決める。

「……ごめん、本当はそれだけじゃなくて……もっといろいろあって」

「……例えば？」

「……む、胸とか、触りたいって思う……」

「……」

　面めん食くらった様よう子すで、百瀬は目を見開いた。

　当たり前だ、何を言ってるんだと思うだろう。

　それでも俺は、必ひつ死しで言葉を続けた。

「そ、それだけじゃないんだよ……。男はきっと……いや、男とかじゃなくて、正しよう直じき俺は、たぶん百瀬が思ってる以上にずっとやらしいこととかも考えてて……。胸だけじゃなくて、体中、触ってみたいと思うし……そ、その……裸はだかとか、見てみたいし……できればその……エロいこととかも……してみたいとか、思うんだ……」

　百瀬は口を開け、呆ぼう然ぜんと俺を見ている。

　呆あきれただろうか。引いただろうか。

　こんな場面で、エロいことをしたいなんて言い出す俺に。

　それでも、それが俺にとっての本ほん音ねで、隠かくし続けてきた本ほん心しんで……そして今はもう、それをすべて彼女に伝えることしかできない。

「でも」

　言って、俺は視線を落とした。

「俺はそれを……実際に行動には移せなかった……。そうしたいと思ってることを、百瀬に話すこともできなかった……。怖こわかったんだよ……百瀬にそれを、拒きよ絶ぜつされるのが……。引かれるのが……」

　そうだ。

　いつの頃ころからか、俺は百瀬に気持ちを悟さとられるのを避けるようになっていた。

　自分の中で大きくなっていく気持ちを、ヒートアップしていく気持ちを読み取られないよう、平へい静せいを装うようになっていた。

　それはすべて──怖こわかったからなのだ。

「だから、その気持ちを絶対表おもてに出さないようにしようって、悟さとられないようにしようってやっきになってるうちに……気持ちの表現自じ体たいが、できなくなってたんだ……」

　俺おれは顔を上げ、百もも瀬せの方を見る。

　彼女の目は相変わらず驚きを宿したまま、俺に向けられていた。

「だから……ごめん。そのせいで、百瀬のこと傷つけたと思う。考えの違いとかでも、ひどいことたくさん言ったよな……。あんなの、これからゆっくりお互い歩み寄ればいいところだったのに……。ごめん……」

「……それは、本当ですか？」

　百瀬が尋たずねる。

「今の発言はすべて本当で……噓うそではないですか？」

　彼女の目は、まっすぐ俺を見ていた。

　すべてを見通しそうな、心の底まですべて読み取ることができそうな──黒くろ目めがちの瞳ひとみ。

「……もちろんだよ」

　言って、俺は百瀬の目を見返す。

「今言ったことは……本当に全部、俺の本ほん心しんだよ。ひとつも噓なんかじゃない」

「そうですか……」

　百瀬は息を吐はき出した。

「先輩は、その気持ちを伝えると、私に嫌きらわれると思ったのですか……」

「……そうだよ。ていうか、今だって怖いんだ……。こんなこと言って、どう思われたかって……」

「……わかりました」

　言って、百瀬は髪かみを搔かく。そして、突然その場に立ち上がると──静かに二、三歩歩いて俺の前に立った。

「……ど、どうしたんだよ？」

　目的がわからずうろたえる俺に、百瀬は身をかがめると顔をよせ──キスをした。

「……!?」

　突然のことに混乱する。

　唇くちびるに触れる柔やわらかい感かん触しよく。百瀬が自分からこんなことをするなんて──。

　一いつ瞬しゆん身を引きそうになるが、百瀬の腕が頭を支えていて離れられない。

　そして、俺はそのままバランスを崩くずし──椅い子すから転げ落ちた。

「痛いって……」

　腰をさすりながら、俺はその場に立ったままの百瀬を見上げる。

「え、ちょ……百もも瀬せ、お前何なにを……」

　しかし……彼女は答えない。

　代わりに彼女は膝ひざを折り、俺おれの上に馬うま乗のりになった。

「お、おい、百瀬、何して……」

　腰の辺りにかかる彼女の体重。ほのかな温かみが妙みように生なま々なましい。

　彼女は俺の右手をとると、自分の頰ほおに添えた。

　手のひらに伝わる、彼女のぬくもり。

　さらに百瀬は俺の手をその唇くちびるに触れさせ、そこからゆっくり下にさげてゆき──

「……え？」

　──自分の左胸に、ぎゅっと押し当てた。

「……」

　言葉が出ない。

　時間が止まったような感覚に襲おそわれる。

　ただ、妙みようにはっきりと、柔やわらかいなと思った。

　丸くて、柔らかくて、温かい、百瀬の胸の感かん触しよく。

「……ねえ、先せん輩ぱい」

　そういう百瀬の声は、彼女の手と同どう様ようにひどく震えていた。

「引くわけが……ないじゃないですか。拒きよ絶ぜつするわけがないじゃないですか」

「……」

「私は──先輩が好きなんです。本当に好きなんです。できるだけ、したいこと、全部させてあげたいんです」

　その目から、もう一いち度ど涙がこぼれる。

「本当は今も、すごく恥はずかしいです。できれば学校じゃなくて、家とかで、時間をかけてこうしてほしかったです。でも……」

　言って、彼女は苦しそうにほほえんだ。

「先輩がそうできないなら、私が教えてあげます。私は両りよう思おもいになった段階で──先輩のそういう気持ちを、受け止めるつもりなんです」

「……」

「これで私の気持ちは──わかってくれました？」

　……俺は無む言ごんでこくこくとうなずいた。

「今日きようはここまでで、許してください」

　百瀬は俺の手を胸むな元もとから外し、その場に立ち上がる。

「正直、先輩の要よう望ぼうすべてに応こたえられるかはわかりません。私も気持ちの準備がありますし、そのときの状況にもよります。でも──もしも何かしたくなったら、相談してください。できるだけ、応こたえたいと思っていますから」

「……わ、わかった」

　言いながら、俺おれは制せい服ふくを払いながら立ち上がる。

　右手には、まだ百もも瀬せの胸の感かん触しよくが残っていた。

　──安あん堵どと愛いとおしさが同時にこみ上げる。

　百瀬は俺を──こんな身み勝がつ手てな自分を受け入れてくれるのか。

　自分勝手な欲求を認めてくれるのか。

　あんなにも苦しませ、悩ませてしまったというのに……。

　──そして、俺は

　自分にも「言うべきこと」があることに気づく。

　ずっと言えなかった、踏み出せなくて心にとどめ続けてきた「大切な提てい案あん」が。

「……じゃ、じゃあさ！」

　それを告げる緊きん張ちよう感かんを何とか飲み下くだし、俺は声を上げた。

「まだ俺たち、ただ両りよう思おもいってだけで……普通に『先せん輩ぱい後こう輩はい』のままだよな？」

「……そうですね」

　俺が何を言うか察したのか、百瀬は緊張気ぎ味みの表情で俺の目を見た。

「だったらその……はっきりさせたいから。特別な関係なんだって思いたいし、実感したいから……」

「……はい」

　短く息を吸い込み、俺は「その言葉」を告げる。

「──俺の、彼女になってくれないか？」

　百瀬はかすかに目を見開いた。

「俺と──付き合ってください」

　──短い沈ちん黙もくが、部室を柔やわらかく包む。

　窓の外を見ると、夕方の宇う田た路ろ市しにはちらちら雪が降りはじめていて──百瀬に初めてキスされたのも、雪の降る日だったなと思い出す。

　数秒間かんの心地ここちよい静けさののちに、

「いいんですか？」

　百瀬は不安げに眉まゆを顰ひそめ、首をかしげた。

「私きっと、これからも先輩に迷めい惑わくをかけます。世の中には、もっとかわいくてできた子もたくさんいますよ？　それでも──私でいいんですか？」

「当たり前だ」

　俺は百瀬にうなずいて見せる。

「百瀬がいいし、百瀬じゃなきゃ嫌いやなんだ」

「そうですか」

　百もも瀬せはぐしゃぐしゃと髪かみを搔かいた。

　そして、もう一度俺おれの顔を見ると、

「……では、よろしくお願いします」

　真まっ赤かな顔でそう言って、ぺこりと頭を下げた。
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　──翌よく週しゆう。

　放課後ごのミス研けん部室にて。

「で、やりました？」

　ニヤニヤ笑いながらそう尋たずねる志し穂ほ里りに……俺おれはもうため息しか出ない。

「九つ十く九も先せん輩ぱいとモモが付き合いはじめて、そろそろ一週間くらい経たつッスよね？　それならさすがに、最後まで行ったんじゃないッスか？」

「……」

　志穂里の言うとおり、百瀬と俺が付き合いだして、今日きようでちょうど一週間になる。

　どうやら俺は、内ない心しん「彼かれ氏し彼女の関係ではない」という事実に後ろめたさを感じていたらしい、はっきり関係に名前がついて以来、自然に彼女に好こう意いを示すことができるようになった。

　というわけで、あの日からちょっとずつ、ほんのちょっとずつ二人の関係は進しん展てんしはじめているのだけど……、

「……あのさ」

「なんスか？」

「なんでお前、そんなこと訊ききたがるんだよ……」

　……志穂里に以前にもまして状況確かく認にんをされるのが、本当にめんどくさい……。

　なんだろう、なぜかこいつ、妙みように楽しげに俺と百瀬の関係の進展を探ろうとするのだ。

「ああ、それはあれッスよ、親友であるモモの恋の行方ゆくえをちゃんと知っておくべきかなと」

　悪びれもせず、志穂里はそんなことを言う。

「で、実際どうなんスか？　もうしました？」

「……んん」

　一度手て元もとのジュースを飲み、しばし逡しゆん巡じゆんしてから、

「……してねえ……」

　吐はき出すように、俺は答えた。

「まだその、お前の言う感じまでは……」

　……そう、俺たちは付き合いはじめたというのに。

　お互い「そういうことをしてもいい」という了りよう承しようをとったはずなのに……結局最さい後ごまでことに及ぶ機き会かいもなくここまで来ていた。

　もちろん、二人でいるときに「そういう雰ふん囲い気き」になることは何度かあった。こう、ベッドの上で二人だけで、密みつ着ちやくしちゃうような状況になること自じ体たいは。

　それでも……結けつ構こうマジで百瀬が恥はずかしがったりして、結局俺たちは志穂里の思うようなところまではたどりついていなかった。

「へー」

　にやりと笑って志穂里はこちらを覗のぞき込む。

「なんでスか？　チャンスくらいはあったッスよね？」

「まあそうだけど……理由はさすがに言わねえよ。俺おれ個人の話じゃないし、なんか百もも瀬せにもわるいし……」

「そうスか」

　言って、志し穂ほ里りは椅い子すに座り直した。

「なら仕方ないッスね。それにまあ、モモ本人からすでに教えてもらってるんで別にいいッス」

「あいつ言ったのかよ！」

　なんだよ!!　なんでそういう恥はずかしいこと人に言えるんだよ!!　気を遣つかって損したわ！

「ええまあ、モモと私は親友スからね。にしてもかわいいじゃないスか、恥ずかしくて踏み出せないって。うぶな感じで」

「……まあ、そうだな」

　確かにそれはそのとおりだった。顔を真まっ赤かにして「ちょっとだけ……待ってください……」と胸むな元もとを押さえる百瀬は、鼻はな血ぢを噴ふき出してしまいそうなほどにかわいらしい。最近は、その姿すがたを見たくてちょっかいをかけてるような部分もある。

「でもまあ、モモ自身も九つ十く九も先せん輩ぱいにそういう風ふうに求められるのは嬉うれしいらしいんで、今いま本当にいい関係にあるみたいスね」

　言って、志穂里は静かにほほえんだ。──初めて見る、本当に安心したような笑えみだった。

「こうなったら、あとは安定飛ひ行こうできるんじゃないスかね」

「……」

　彼女のその表情に、なんだか感かん慨がい深ぶかい気分になる。これまで志穂里がこんな風に俺たちを評ひよう価かすることは一度もなかった。常にからかい交じりに問題を指し摘てきするばかりだった。そんな彼女に「大だい丈じよう夫ぶそうだ」なんて言われると、悔くやしいながらも心しん底そこホッとしてしまう。

　と、志穂里は突然いつもの表情を取り戻し、

「まあでもあれスよ」

　ニヤリと笑ってそう切り出した。

「子供とかできないようにちゃんと注意はしてくださいね」

「……当たり前だろうが！」

　本当におせっかいなその発言に怒ど鳴なり返したその瞬しゆん間かんだった──

「──何ができるんですか？」

　部室の扉とびらが開き──外に立っていた百瀬がそう尋たずねた。

「っぶへぁ!?」

　全力で噴き出した。




　しばらく部室で過ごした後、百瀬と並んで帰り道を歩く。

　……今日きようも彼女は、耳当てをしていなかった。

「……そういえばさ」

　今なら訊きける気がして、俺おれは百もも瀬せに切り出してみる。

「百瀬最さい近きん、耳当てしてないけど……あんまり気に入らなかった……？」

「……」

　驚いたように目を見開き、百瀬はこちらを見た。

「気に入らないなんて、あるわけないじゃないですか」

「……そうなの？」

「ええ」

　うなずく百瀬。彼女はやや迷ったように口を開け閉めしてから、

「こんなことを言っては、重いと思われるかもしれませんが」

　そう前置きして話しはじめた。

「私はあれを──死ぬまで大だい事じにしたいんです。初めて先せん輩ぱいがくれたプレゼントですから、高校を卒業しても、大人おとなになっても、おばあちゃんになっても大事にしたいんです。でもあのもこもこのファーは、使えば使うほどふわふわじゃなくなりますよね？」

「……ああ、そうだな」

「だから私は考えたのです。あのファーはおそらく、丁てい寧ねいに使って五年くらいは持つ。ただ、私はそれを六十年使つかいたい。なら、大だい体たい十日に一回程てい度ど使えば、六十年もつのではないかと」

「……」

「まあ、本当にめちゃくちゃな計算であることは、自分でもわかっていますが」

　俺が驚いているのに気が付いたのか、彼女はなんだか恥はずかしげにそう言った。

　……そんな意い図とがあったのか。

　百瀬はあの耳当てを、そんなに大事に思ってくれていたのか。

　それなのにあんな勘かん違ちがいをして、本当にひどいことをしてしまったな……。

「ところで先輩は、私の上げたマフラー、毎日してくれていますね」

「あ、ああ……」

　ごまかすように話を切り替える百瀬に、俺はそのマフラーの端はしをつまんで見せる。

「そうだな……なんかその……すごく、あったかい気がして」

　……言ってから、なんだかすごく気き障ざなことを言ってしまった気がして後こう悔かいする。

　頰ほおが赤くなっていくのが、自分でもはっきりと感じられる。

　百瀬はそんな俺をしばらく眺ながめてから、

「……うう」

　なぜかそんな、うめくような声を上げた。眉み間けんにしわを寄せ、妙みように苦しげな表情で。

「……先輩？」

「どうしたんだよ」

「ちょっとこっちに来てください」

　言って、彼女は俺おれを通りから外れた狭い街路へ連れていく。

　そして──何も言わずにぎゅっと抱き付いてきた。

「ど、どうしたんだよ……!?」

　屋おく外がいでそんなことをしてきた百もも瀬せに驚いていると、彼女はその腕にさらに力をこめ、

「先せん輩ぱい……」

　そんな声を漏もらす。

「かわいすぎです……」

「……」

　……百瀬にそう言われるとは思わなかった。

　ていうか、それは完全に俺が言うべきセリフだろう。

　それでも、その言葉に百瀬の気持ちをはっきり感じて、ずっとこの関係が続いて欲しいなと俺は本ほん気きで思う。

　俺のこれまでの恋はすべて終わりを迎えてきた。

　同じクラスだったあの子への気持ちも、公園で出会ったお姉ねえさんへの気持ちも、小学校の音楽の先生への気持ちも、すべて過去のものになってしまった。
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　それでも、百もも瀬せに対するこの愛いとおしさが、死ぬまでずっと現げん在ざい進行形であって欲しい。そうであればいいと思う。

　百瀬がもう一度腕にぎゅっと力を込めた。

　そして彼女は、

「……大好き」

　囁ささやくような声で独ひとり言ごとみたいにそうこぼした。







　　　あとがき




　何かで一番になるというのは本当に難しいもので、これまで僕はしょぼい人生の中で一度たりとも「これに関しては自分が絶対一番だぜ！」と胸を張ることが出来ずにおりました。

　でもあれですね、堕だ落らくするのは簡単ですね。やるべきことを後あと延のばしにするのは簡単ですね。

　何が言いたいかといいますと、現在あとがきの締め切り数十分前です。

　前巻で「こんなに早くあとがきを書いた新人賞投とう稿こう者しやはいないでしょう！」とか誇った直後に「別にそんなん何の意味もないな」と落ち込んだりもしたけれど、こんなギリギリまで用意できないよりはよほど立りつ派ぱでしたね。

　というわけで『失しつ恋れん探たん偵ていももせ２』をお手に取っていただきありがとうございます。

　読み終わった方はお楽しみいただけたことを、これからお読みになる方はお楽しみいただけることを、そして読もうかどうか迷っている方はレジに持っていく決心をしていただけることを切に願っています。

　前作でデビューとなる僕が続編を書くのは、今回が初めての事でした。これまでは、生み出したキャラクターとたった一冊分の物語でお別れしなければいけないことが悲しくてしょうがなかったのですけども、こうやってもう一度百もも瀬せと九つ十く九ものお話を書くことができたわけです。もう本当に、執筆中幸しあわせで仕方がありませんでした。

　それから、前作に関して感想をいただけたのもうれしかったです。ツイッターで声をかけていただけたり、友人から「あとがきがよかった」「イラストが可愛かわいかった」と本編に一切触ふれない褒ほめ言葉をもらったり。あとあれです、両親から購こう入にゆう報告をもらう気まずさですよね。

　ちなみに本作に出てきた暗号ですが、あれは実際に十五年ほど前、当時中学生だった僕が考えたものです。あのころクラスのごく一部では暗号を作るのが流は行やっており、その中でできたのがあの暗号だったのです。きっと暇ひまだったのでしょうね……。それでも、こうやって十五年後に日の目を見ることが出来たので、あの暇な日々も決して無む駄だではなかっあもう締め切り時間だわ!!

　ちょ、とりあえず謝しや辞じを……。

　今回もイラストを描いてくださったNardackさん。最近はNardackさんのイラストに大きく影えい響きようを受けつつ百瀬たちを動かしているような気がします。本当にありがとうございます！　担たん当とう編集清きよ瀬せ氏、僕のやりたいことを的確に把は握あくしたアドバイス、本当に心強いです。ありがとうございます！　そして何より読んでくださった皆さん。皆さんのおかげで僕はこの続編を出すことが出来ました。感謝してもしきれません。今後も皆さんにお楽しみいただくため、全力を尽くす所しよ存ぞんです。また次の作品でお会いすることが出来れば幸いです。


岬みさき　鷺宮さぎのみや
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岬みさき 鷺宮さぎのみや

世紀末に青春を過ごした系ライトノベル作家。

恋愛ものの小説を読み、ときめきのあまり布団の上でのたうちまわる生活を送っていたが、一念発起して自らも創作を開始。以降、執筆の苦しみからも布団をのたうちまわることとなった。成人男性。しし座。
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Ｎａｒｄａｃｋナルダク

『東雲侑子』シリーズ（ファミ通文庫）を始め、韓国・タイなど様々なライトノベルのイラストを手がける気鋭のイラストレーター。
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「……あれ!?　野の々の村むらじゃん！」

　三月になったばかりのある日。

　穏おだやかに晴れた放課後。

　ミス研部室を訪れたクライアントは、扉を開けるなり素すっ頓とん狂きょうな声を上げた。

「お前、なんでこんなとこに……もしかして、失恋探偵ってお前なの!?」

　何度も瞬まばたきしぽかんと口を開け、相当驚おどろいた様子だ。

　まあ、それも仕方がないことなのかもしれない。

　今部室の入り口付近に立つ男は四よん本ほん松まつ恒つね夫お──ついさっきまで同じ教室で授業を受けていた、俺のクラスメイトだったのだ。

「おお、四本松か。いや……探偵はこっちだよ」

　読んでいた小説を閉じると、俺は隣となりに腰かけている女の子を紹介する。

「調査の指揮と推理は、この千ち代よ田だ百もも瀬せがやってるんだ。俺はあくまで記録とか、クライアントのケアとかするだけの助手だね」

　──失恋探偵。

　その名の通り、失恋の謎なぞを解く探偵活動に、俺は助手として参加していた。

　ここ、ミス研部室を拠点として行われている活動も、開始から早くも一年近くが経たとうとしている。これまで色々な依い頼らいを受けたくさんの問題を解決してきたけれど……今日もまた、新たなクライアントがこの部屋を訪れた、というわけだ。

「へー……」

　不思議そうな表情で、四本松は何度もうなずいた。

「そうなのか……野々村はそういうこと積極的にしないやつかと思ってた……。でも」

　と、彼は目を細め、独り言みたいに言った。

「……知り合いが失恋探偵の助手なら、やりやすいかも……」

「ああ、じゃあお前やっぱり依頼に来たんだ」

　意外だった。大柄な体にでかい声。身体的にもメンタル的にもタフな四本松が、調査を依頼するなんて。

　女子に振られたとしても一日二日へこんで、それで終わりにしそうなイメージを持ってたんだけどな……。

「いや、そうじゃなくて、俺はあくまで付き添いで来ただけでさ」

　我に返ったように首を振ってから、彼は後ろに隠れていたらしい人物を呼ぶ。

　そして、四本松と入れ替わりにこちらに姿を見せたのは、

「ほらこいつ、熊くま野の御み堂どうが依頼者なんだ」

　小さめの体に長めのサラサラな髪。気弱そうな表情で俺たちを見る、ちょっと性別不ふ詳しょうな男子。こちらも俺のクラスメイトである、熊野御堂隆たかしだった。

「あ、うん、僕だよ……ごめん野々村、よろしく……」

　言って、熊野御堂はぺこぺこと頭を下げた。

「そっちの探偵さんも、よろしくお願いします……」




　百瀬に俺たちの関係を説明してから、さっそく事情を話してもらう。

「こうやってここに来てるわけだしな。大体どうなったかは読めると思うんだけど」

　そう言って話し始めたのは、熊野御堂ではなく四本松だった。

「こいつさ、先週急に彼女に振られたみたいなんだよ……」

　……熊野御堂は無口な上なかなかの引っ込み思案だ。今もクライアントシートで居心地悪そうにそわそわしているし、そんな彼に代わって四本松が説明しているのだろう。

　個人的にはその辺のおせっかいがちょっと苦手で、こいつとは距きょ離りを取るようにしていたりするのだけど。

「ほら、こいつ去年から東雲しののめ女じょ子しの女の子と付き合ってただろ？　あの子に別れようって言われたらしいんだ」

「……あー、マジか」

　確かに、熊野御堂はこの宇う田た路ろ中ちゅう央おう高校の近くにある女子高、東雲女子高校の生徒と付き合っていたはず。去年の文化祭で出会ったのがきっかけだったとかなんとか、そんな話を聴きいたことがあった。一時期は、漫まん画がにでも出てきそうなその展開を羨うらやましく思ったものだった。

「彼女はどのような方だったのでしょうか？」

　百瀬が熊野御堂の方を向いて尋ねる。

「え、えっと……」

　緊きん張ちょうも露あらわに彼は答え始めた。

「星ほし野の璃り子こ、って名前なんだけど……明るくて、元気な子だったよ……。四本松とか、向こうの女子も含めてグループで仲良くしてて……みんなといるときも、場を引っ張ってくれる感じで……」

　自分を振った相手も決して悪く言わないあたり、熊野御堂らしい優しさだなと思った。こいつのこういうところは、結構好印象だ。

「付き合ってた期間は短かったけど、僕もリードしてもらうことが多かったな……。だからうん……どっちかっていうと、ポジティブで朗ほがらかなタイプだね……」

「そうですか」

　一度髪を搔かいてから、百瀬はさらに深いところまで尋ねる。

「その星野さんに振られたのは、どのような流れでだったのでしょうか？」

「……ごめんな熊野御堂、ちょっと辛つらいかもしれないけど、教えてくれると助かるよ」

　俺がフォローすると、熊野御堂は「そうだね……」と短く息を吐はいた。

「でもあんまり……これといった流れも、脈みゃく絡らくもないんだよね……。急に呼び出されて、もうそういう気持ちになれないから、別れようって……」

　そういう気持ちになれない……か。

　あんまり釈しゃく然ぜんとはしないけれど、そう別れを切り出す人は少なくないのかもしれない。なんとなく気持ちがなえてしまって恋が終わる、というのは珍めずらしいことではないだろうし。

「でも、気になったんだよね……。向こうから告白してきたのにこんなにすぐ振られるなんて、何かあったのかなって……」

「あ、コクってきたの、向こうなんだ」

「うん……」

　照れたように言って、熊野御堂は頰ほおを染めた。

「なんだか気に入ってくれたみたいで……何回か一いっ緒しょに遊びに行った後に、付き合おうって言われたんだよ……。だから、本当に気分が変わっただけならいいんだけど、他にきっかけがあるなら知りたいと思ったんだ……」

　……なるほど。

　となると、今回の依頼はオーソドックスなものになりそうだな。「振られた本当の理由を知りたい」という、失恋探偵にとって基本中の基本みたいな依頼に。

「……んー、まあ俺は、理由とかないと思うんだけどな」

　それまで黙だまっていた四本松が、腕を組みつつ口をはさんだ。

「本当に、単純に心変わりしただけなんじゃないかと思うんだよ。星野の性格的に考えても、隠し事してるようには思えなくて。でも、やっぱ熊野御堂は気になるっていうし、前に噂うわさを聴いたことがあった『失恋探偵』に連れてきたんだ」

　やはりそういう経緯だったんだな。

　タイプがかなり違うとはいえ、二人はクラスでもよく一緒にいるようだった。実際仲もいいのだろう。熊野御堂の悩みを解決するため、行動派の友人である四本松が手を貸した、というわけだ。

「それでは、今回の依頼は」

　ぐしゃぐしゃと髪を搔き、百瀬が話をまとめる。

「『星野璃子がなぜ自分を振ったのかを突き止めてほしい』でよろしいですね？」

「……はい」

　相変わらず不安げに熊野御堂はうなずいた。

「調査の結果、思いもよらない事実が判明することもあります。予想以上に残ざん酷こくな事実や、受け入れるのが難しい事実に直面する可能性もあります。それでも──調査を望まれますか？」

「うん、お願いします……」

　再びうなずく熊野御堂。

　そして珍しいことに、

「では最後に、もう一点確認です」

　百瀬はさらにそんなセリフをつづけた。

「それは本当にあなたの──熊野御堂さんの本心ですか？　ご自身が、そうしたいと思うのですか？」

　……どうしたのだろう？

　これまで百瀬がクライアントにこんなことを尋ねたことは、一度もなかった。何か調査に関係あるのだろうか？　引っかかることがあったのだろうか？

　熊野御堂は一いっ瞬しゅん目を泳がせてから、

「……はい、本心です」

　覚悟を決めるように百瀬の方を向き、首を縦に振った。

「僕は──自分が振られた理由を知りたいです」

「なるほど、わかりました」

　百瀬はぐしゃぐしゃと髪を搔く。

「失恋探偵百瀬とその助手野々村、間違いなく、あなたの依頼を受理しました」

「よろしくお願いします……」

　……よし、これで依頼の受付は完了だ。

　四本松たちを見送り次第、さっそく百瀬と打ち合わせして調査の方向性を考えよう。出来れば熊野御堂には、早めに調査結果を教えてやりたい。

　その時だった。

「──あのさ」

　突然、四本松が手を挙げた。

「すまん、あの……ちょっと調査に関して提案があるんだけど──」




「──とりあえず、ジュース買ってきたよ」

「……ありがとうございます」

　一通り話を終え、依頼者が帰った部室にて。

　机の上に並ぶ紙パックから、百瀬はちょっと躊ちゅう躇ちょしてフルーツジュースを選んだ。

「しかし……初めてだな、こういう調査」

「そうですね」

　俺がミルクコーヒーを片手に息を吐き出すと、戸惑った様子で百瀬もうなずく。

「やはりちょっと、慣れません」

「まあでも……なんとかやれるでしょ？」

「それはそうですが……」

　百瀬は表情を一層曇くもらせる。そわそわと何度も座り直し、ひどく落ち着かない様子だ。

　正直、俺もその気持ちはわかるよ……。「こんなこと」をするのは初めてだし、百瀬の性格を考えればこの状況は相当きついはず……。

　結局俺と百瀬は、四本松の「提案」を呑のんだ。「こんなこと」を要求されるのは初めてだったし、できれば却きゃっ下かしたかったのだけど……クラスメイトからの頼たのみということもあって、断り切れなかったのだ。

「調査はいつも通り始めよう」

　ため息をつき、俺がノートを開くと、

「そうですね……」

　百瀬は両手でぐしゃぐしゃと髪を搔く。

「調査対象が他校の生徒ということで、これまでと同じようにはいかない部分もあるかもしれませんが、基本は普ふ段だん通りで大だい丈じょう夫ぶでしょう」

「……だな」

　確かに、校内の生徒だけが対象だったこれまでと違い、他校の生徒相手の今回は少々勝手が変わってくるかもしれない。主な調査の舞台は校外になるだろう。そのせいで苦労する場面も多々あるだろう。それでも、基本的な調査の方針はこれまで通りで行けるはず。

　ただ、

「……あーでも、考えてみればちょっと危なくない？」

　腕を組み椅い子すに背を預け、そう尋ねた。

「なぜですか？」

「あのー、他校の人に話訊きいて回ったりしたら、さすがに怪しまれそうな気がするんだよ。向こう女子高だから警戒されやすそうだし、無む駄だに目立ちそうだし」

「……やり方は、いくらでもあると思いますが」

　不満げに百瀬は言う。確かに、やり方はいくらでもあるだろう。

「でも、一応慎しん重ちょうには慎重を期したほうがいいだろうし、相手に怪しまれる隙すきは作らないほうがいいんじゃねえかなって」

「んん」

　百瀬はぐしゃぐしゃと髪を搔き、息を長く吐き出した。

「まあ、熊野御堂さんのことを思えばそうしたくなるのもわかります。では、代わりに何か『こうすればいい』というような案はないのですか？」

「そうだな……」

　腕を組み、ごく短く唸うなってからこう提案した。

「……もういきなり直接様子を見に行っちゃえばよくない？」

「いきなりですか？」

「だってほら、話を聞いて回るのは微妙だけど、こっそり後ろについてって様子を窺うかがうくらいなら問題なくできそうだし」

「確かに、それはそうかもしれませんが」

　言いつつも、相変わらず百瀬は納得のいっていない表情だ。

　これまでも、基本的には聞き込みをしてから張り込みという流れが多かったし、ノープランでの直接観察には気が乗らないらしい。かく言う俺だって、本当は百瀬に同感だった。この辺が、四本松の「提案」の面めん倒どうなところだ……。

「もちろんさ、絶対聞き込みはしないでおこうって話じゃないよ。しばらく張り込んでみて、それでも結果が出なかったら聞き込みも考えればいいと思う。何も最初から危険な方法を選ぶことはないんじゃないか、ってことだよ」

「ふうむ」

　不満顔で髪をぐしゃぐしゃと搔く百瀬。

　しかし、特にそれ以上反対する理由も思い浮かばなかったのか、

「そうおっしゃるなら、そうしましょうか」

　話を結論づけると、荷物の片づけを始めた。

「あまりここで長々と話しても、仕方がありませんしね」
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 　その晩。

　入浴を終えて一息ついたところで、俺はスマホを手に自室のベッドに寝そべった。

　最近、空あいた時間は百瀬とメールするのが日課になっている。

　今夜は特に宿題もないし、見たいテレビもない。何か適当な雑談でも振ってみるか……。

　メールの新規作成画面を開いて、文章を打ち込み始める。

『もう晩御飯食べた？　うちはさ、最近親が急にアボカドにハマりだしたから──』

　しかし、俺はふと思い直して連絡先フォルダを開き、百瀬の番号を呼び出した。やっぱり今夜は……電話にしておこう。

　ちょっとばかり、話しておきたいことがある。

　しかし、指を通話ボタンに伸ばしたその瞬間──スマホが震ふるえた。

　画面に表示されている文字は──着信：千代田百瀬。

「──もしもし!?」

　妙に焦あせりながら、俺はスマホを耳にあてた。

『ど、どうしました。なにやらすごい勢いですが』

「あ、ごめん、その……ちょうど俺も百瀬に電話しようとしてたから……びっくりして」

『そうですか』

　言って、百瀬は短く間をあけると、

『奇き遇ぐうですね』

　ちょっとだけ声を弾はずませそういった。

「そうだな」

　──こういう些さ細さいなことが、最近妙に幸せだ。言葉よりなにより、お互いの気持ちをはっきり感じることができて。

　そして同時に……やはり百瀬も「今回の調査」について話したがっているのかと思う。俺もその件で電話しようと思ったのだ。

「……今回のことだろ？」

　そう尋ねると、

『ええ』

　百瀬は短く肯こう定ていした。

「すげえやりにくいよな……」

『そうですね』

　流されて呑んでしまった「四本松の提案」だったが、まだ調査も始まっていない現段階で、すさまじいやりにくさを感じていた。落ち着かないし気を遣うし、こんな状況で調査に入るのにはかなり抵抗がある。

「……やっぱ断るか」

　意を決し、俺はそう切り出した。

「一回ＯＫしたのを覆くつがえすのは気まずいけど……まともに調査できないよりはいいだろ」

『うぅん』

　低く唸る百瀬。彼女はしばし考えてから、

『私も一度はそれを考えたのですが──やはりこのまま続けましょう』

　決心したようにそう言った。

『やりにくいのは事実です。まともに調査できない場面も出てくるかもしれません。それでもなんだか──これはこれで、依頼を解決する手掛かりになるような気がするのです』

「……手掛かり？」

『ええ』

　……なぜ百瀬がそんな風に思うのはわからない。

　少なくとも俺には、今課されている「縛しばり」がただただめんどくさいものだとしか思えない。

　それでも──百瀬が言うならきっと意味があるのだろう。

　これまでも、この子は俺には到底見いだせなかった事実を何度も何度も見破ってきたのだ。

「……よしわかった。このまま調査を続けよう」

『そうですね、お願いします。星野さんへの張り込みの日程は、また調整しましょう』

「了解」

『よろしくお願いしますね』

　百瀬はそう言って、ふうと一息ついた。

　そして彼女は突然、脈絡もなく──

『早く先輩に会いたいです』

　──そんなことを、言い出した。

「……へ？」

　思わず、変な声をあげてしまう。

「会いたいって、今日会ったばっかだろ」

『そうですけど、もっと二人でゆっくりする時間が欲しいんですよ』

　……その声に甘えるようなニュアンスが混ざっているのに気づいた。

　頰が一気に熱くなる。

　確かに、このところずっとバタバタしていて、二人でのんびりできる時間はあまりなかったな……。

「そ、そうだな……そうかもしれん……」

『ですから先輩』

「おう……」

『この調査が終わったら、二人っきりで過ごす日を作りましょうね』

　二人っきり。

　その言葉に、飛び出しそうなほど心臓がはねた。百瀬はこんなに……積極的なことを言う子だっただろうか……。

「う、うん、わかった……」

『先輩』

　どこか面おも白しろそうに、百瀬は俺を呼ぶ。

『思いっきり声が震えてますよ』

「……！」

　……もう本当に恥はずかしくなってしまって、俺はスマホから耳を離はなすと、ベッドに突っ伏した。
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 　そして数日後。

　張り込み当日の放課後。

　俺たちは、東雲女子高校の正門近くの物陰に隠れていた。

　各自、服装はすでに私服に着替えてある。中央高校の制服よりも、この格好の方が目立たないだろう。

　俺はわずかに首を伸ばし、視線を東雲女子高校舎にやった。

　公立高校である宇田路中央高校と違い、私立であるここの校舎は小こ綺ぎ麗れいに整備されている。ミッション系なこともあってか、毎週火曜日の放課後には全校集会が行われるらしい。今日は火曜日。まだ生徒たちは校舎内にいることになる。

　ちなみに、熊野御堂に星野さんの写メを送ってもらったから、彼女の顔は把は握あくできている。ここで待っていれば、そのうち現れるはずだ。

　そして案の定、数十分ほど経ったところで──

「お、来たな」

「そうですね」

　──校門からぞろぞろと出てきた生徒たちの中。友人二人を連れた星野さんの姿を見つけた。

　パーマのかかった茶色い髪にばっちりされた化粧。スカートは短くてコートの裾すそに隠れてしまうほどだ。それなのに、彼女はまだ雪の残る道の上で笑顔を振りまいている。話に聴いていた通り、かなり元気のいいタイプらしいな……。

「よし、行こう！」

　言って、物陰から出ると、

「ちょ、ちょっと、待ってください」

　百瀬は慌あわてた様子でそれに続いた。

　彼女のマフラーが、冷たい風に吹かれて短くはためいた。




　星野さんたちは慣れた様子で駅前まで歩き、駅舎に併設されているハンバーガー店に入っていった。

　どうやら、お茶でもしていくつもりらしい。様子を窺う絶好のチャンスだ。

　俺たちも店に入ると、彼女たちが確保した席のすぐ後ろに陣じん取どった。

「ていうか、今日の数学全然わからんかったし」

「あー、わたしもー」

「受験で使わないならもう捨ててよくね？」

　飲み物を買って席に戻ってくると、星野さんたちは会話を再開する。

　その話題はあっという間に数学からクラスメイトの噂になり、流行の朝ドラの評判に飛び火。店に入った五分後には──

「そういえば！　ミホ、誰だれかにコクられたとか言ってたよね？」

「あー南みなみ高こうの人だっけ？　あれどうなったの？」

「それがさー、まだ返事してないんだ……」

　──ごく自然に恋バナに移っていた。

　早いな、この人たちの話題の変へん遷せん……。一つの話題、二分くらいしか続けてないぞ……。

　まあ、その「恋バナ」を聴きたかった俺としては、好都合極きわまりないのだけど。

　そして、さらにしばらくしたところで、

「……ていうかさ。私、例の中央高校の彼氏と別れたんだけど……」

　……星野さんのターンが回って来た。

　中央高校の彼氏──間違いない。熊野御堂のことだ。

「あー、言ってたね、かわいい系の男の子だったよね」

「先週だっけ。別れたの」

「うん、そうそう」

　どこかさみしげに声を潜ひそめ、星野さんはうなずく。

「学校の近くの公園に来てもらってさ……『別れよう』って話したんだ……。ほんと急だったし、相手にも悪いことしたなって思うんだけど……」

「マジかー。ていうか、なんで別れたの？」

「もしかして、喧けん嘩かとかした？」

「あ、ううん、そうじゃなくてね……特にはっきりした理由があるわけではないんだよね……」

「……あー」「あー」

　──友人二人はこくこくとうなずいた。

　その場に流れる「わかるわかる」的空気感。

「あるよね、そういうこと……」

「なんか特に理由もなく醒さめちゃう、みたいなね……」

「うん……まさにそんな感じで……。付き合いだしたときは、本当に好きでしょうがなかったんだけどね……。だから、別れたい理由を彼に説明するのも難しくて……」

　……なるほど。

　つまりこれは……四本松も言っていた「マジで特に理由はない」パターンか。

　裏も隠し事も全くなく、本当にただ好きじゃなくなった、というわけだ。

　好きな気持ちが醒めるときっていうのは、案外そんなものだったりするのだろう。そもそも、好きになるのにも特に理由がなかったりするのだ。その気持ちがなくなるのにも、常に理由があるとは限らない。

「じゃあ別に、他に気になる男子がいるとか、そういうわけじゃないんだ？」

「そうだねー……」

　星野さんは物もの憂うげな表情で頰ほお杖づえをついた。

「だけど、自分からコクったのに本当に申し訳なくてさ……」

　星野さんは手元の飲み物を一口飲む。

「だから恋愛関係は、しばらくおとなしくしてようと思ってる……」

　コップの中に入っているのは、おそらくコーラなのだろう。それでも、苦々しいその表情のせいで、まるでブラックコーヒーでも飲んでいるように見えた。

　──その後も、彼女たちの話題は勉強やファッションなどいろいろなところに転がり、たっぷり二時間にわたり大いに盛り上がり続けた。




「これではっきりしたな」

　東雲女子高の三人が帰った後。

　ストローでコーラをすすりながら、百瀬にそう切り出した。

「やっぱりあの子は、特に明白な理由もなく熊野御堂を振ったんだ……」

「確かに、先ほどの話を聞く限りではそう考えるのが自然ですね」

　百瀬はアイスティーを片手にうなずく。セリフとは裏腹に、あまり納得はいっていないらしい。眉み間けんにはわずかにしわが寄っていた。

「だいぶあっさりだけど、割とよくあることじゃない？　なんとなく気持ちが醒めることなんて。熊野御堂はショック受けるかもしれないけどさ……」

「んん」

　顎あごに手を当てしばし考える百瀬。

　そんな彼女に追い打ちをかけるように言葉をつづける。

「例えばこれが人づての情報だったりしたら、俺ももうちょっと調べてみようって思うよ。でも、さすがに本人の口からああ言ってる以上間違いないだろうし、友達としゃべってるだけだから噓うそをつく必要のある状況だったとも思えないし……。やっぱりこれで……決まりなんだと思うけどな……」

「そうですか──」

　言うと、彼女は指で何度か唇くちびるをとんとん叩たたいてから、

「──そうですね」

　視線を上げると、声こわ色いろを切り替えて短くそう言った。

「確かに、本人の口からそのような発言が出たということは、間違いないでしょう」

　……ふむ、受け入れたか……。

　これまでは、百瀬が「わかりやすい事実」をそのまま受け入れることなんてなかったし、割とこれは、珍しい状況といえるだろう。

　……しかし、

「では、これをそのまま調査結果報告の場で説明すれば、それで問題ないですね」

　そういう百瀬の変に晴れがましい表情に、俺は考えを改める。

　そうだ、百瀬は意図的にこの状況を「納得」しているんだな……。

　彼女にはきっと──「こうする狙ねらい」がある。

「……じゃあ、これにて調査は終了ってことで！」

　空からになったコーヒーのカップを持つと、俺は席を立った。

「結果報告の日取りは、また熊野御堂に連絡とって決めよう」

「ええ、そうしましょう」

　百瀬もそう言って、俺に続いて帰宅の準備を始める。そして彼女は俺の視線に気づくと──一瞬だけ、小さくウインクをして見せた。




　数十分後。

　俺と百瀬は、二人の家の中間地点にある公園に寄り道していた。

　並んでブランコに腰かけ、ぼんやり空を見上げる。

　紫とピンクの複雑な色合いに染まった雲と、沈みかけの夕日。町の建物にはそろそろ明かりがともり始めていて──俺はなんだか懐なつかしい気分に襲おそわれる。

　なぜだろう、きれいな景色を見たとき、感動的な光景を見たときに、「懐かしい」と思うことがある。その光景を「いつか見たものだ」と思うことがある。それが実際に過去に見たことのあるものであっても、そうでなくても。

　そしていつか、俺はその感覚を「大切な人がそばにいるとき」に味わってみたいと思っていた。それが今──百瀬がいてくれることで叶かなったわけだ。

「どうされました？」

　俺の視線に気づいたらしい、百瀬がこちらを向いて首をかしげる。

「……なんでもない」

　首を振って視線を前に戻した。

　──百瀬も、同じようなことを思っていてくれればいいなと思う。

　この奇妙な懐かしさを、胸にこみ上げる感情を、俺と同じように感じていてほしいと思う。

　……しかしなんだろう、このなつかしさ、気のせいとは思えないほどに鮮明だな……。確かにこの公園には以前はよく通ったものだったから、いつか本当に、こんな光景に出会ったことがあったのかもしれない。

　さて……そんな感傷はどうでもいいとして、

「百瀬」

「はい」

「──調査はこれで終わりじゃないよな？」

　言って、百瀬の方を向くと、

「──もちろんです」

　百瀬はこちらを向き、ブランコから立ち上がった。

「もう一通り調査が必要です。張り込みと、それから聞き込みも。いつも通りの調査をきちんと執とり行いましょう」

「だよな」

　俺も足に力を入れ立ち上がると、手についた錆さびをパンパンと払った。

「じゃあさっそく明日から、調査再開だな──四本松の提案は、なかったことにして」
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 　翌日。俺と百瀬は調査を振り出しからやり直した。

　周囲の人間に聞き込みをし、星野さん本人への張り込みを繰くり返すという、これまで通りの手順で。

　そして、数日経ったある日。

　星野さんを張り込み、メルヘン交差点近くまで歩いてきた俺たちは、

「……やっぱりな」

　目の前で起きた出来事に、そろってため息をついた。

「まあなんとなく、こんなことだろうと思ってたよ……」

　──それは、決定的な光景だった。

　一目見れば、今回の依頼の裏側がわかる。そんな明白で、単純で、残酷な光景だった。

「ですね」

　証拠として使うつもりなのだろう、百瀬は携帯で「その様子」をカメラに納めていく。

「これで、ここまでしてきた調査はすべて覆りました。『あんな状態』で張り込みをするのはやりづらくてしょうがなかったですが、うまく尻尾しっぽを摑つかめたのでよしとしましょう」

「そうだな……」

「近いうちに調査の結果発表もしたいので、日程の調整をお願いしますね」

「オッケー」

　うなずいて、俺はスマホのメール作成画面を起動。さっそく熊野御堂たちへのメールを打ち始める。

「でもまあ……」

　チクチクとした胸の痛みを覚えながら、俺は言葉をつづけた。

「心苦しい結果になったな」

「そうですね」

　……「目の前の光景」は、熊野御堂にとってかなり残酷なものだった。彼の気持ちを考えると不ふ憫びんで仕方がないし、こんなことにならなきゃよかったのにと思う。

「なんでこんな目に遭あわなきゃいけないんだろ、あいつ……」

「それでもやっぱり」

　ほんの少しだけ申し訳なさそうに、百瀬は眉まゆをひそめる。

「本当の事はすべて話させていただきますよ。それが失恋探偵の仕事なので」

「もちろん。大丈夫、俺もわかってるよ」

　うなずいて、俺は百瀬の顔を見た。

「それに百瀬……熊野御堂にその意思があるのか不安だったから、依頼を受けるとき、あんなにちゃんと確認したんだろ？」

　百瀬は驚いたように目を見開いた。

「わかっていたのですか」

「まあな」

　なんだか照れくさくなって、俺は百瀬から視線をそらした。

「百瀬が最近、たまにそうやってクライアントの気持ち考えてくれるようになったの、結構うれしいから」

　──少しずつ。

　少しずつではあるのだけど、最近百瀬は人の気持ちがわかるようになってきた気がする。以前のように聞き込みで無む茶ちゃをすることもなくなったし、クライアントの心情も読み取れるようになった気がする。

　それはきっと、彼女が失恋探偵の活動の中で身に付けた変化で、もしかしたら、俺といる影えい響きょうも少しはあるのかもしれなくて。俺はそんな彼女を見るたびに、じんわり幸せな気分になる。

「だからやっぱりあいつには……熊野御堂には全部伝えよう。それがきっと、あいつの望んだことだ」

「そうですね」

　言うと、百瀬はポケットに携帯をしまい、もと来た道を戻り始めた。

「私たち失恋探偵には──そうすることしかできないのだと思います」
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 　メルヘン交差点での張り込みから二日。

　放課後のミス研部室にて。

「さて、本日は、調査の結果を報告させていただくためお越しいただきました」

　四本松と熊野御堂を前にして、百瀬はそう切り出した。

「は、はい……！」

「よろしくね」

　相変わらずどこかおどおどした熊野御堂と、何やら満足げな表情を浮かべている四本松。そんな彼らに、百瀬はいつも通りの平へい坦たんな声色で説明を始める。

「今回は、星野さんへの張り込み、聞き込みを通じて調査をいたしました。結果、まずたどり着いたのは──星野さん本人による『特に理由がないけど気持ちが醒めた』という証言でした」

　言い切ると、百瀬はぐしゃりと髪を搔いた。

　四本松がしかつめらしい表情で何度かうなずく。

「星野さんを張り込んだ際、駅併設のハンバーガー店で彼女はそのように話していました。『ただ何となく醒めてしまったのだ』『他に好きな人ができたりしたわけではない』と。確かに、きっかけもなく恋が終わることはあるでしょう。しかも今回、そう証言しているのは星野さん本人です。通常であればここで調査は終了となります。ただ──」

　言って、百瀬はまっすぐ熊野御堂の目を見る。

「──私と助手は、その調査結果に全く納得がいっていませんでした」

　……四本松の表情に、疑問の色が浮かぶ。話の展開が予想外だったらしい。

　百瀬は熊野御堂の方を向き、説明をつづける。

「そもそも、今回の依頼は特殊な条件の下行われたものです。そのうえで出た結論を鵜う呑のみにする気には、どうしてもなれませんでした。というわけで、私と助手はその後も調査を続行したのですが──結果、あっさり隠された事実を摑むことができました」

　言って、ここで今日初めて、百瀬は四本松の方を見る。

「四本松さん──あなたが星野さんに告白したから、彼女は熊野御堂さんを振ったのですね」

「……」

　四本松の表情が、苦虫をかみつぶしたようにゆがんだ。

　熊野御堂は呆ほうけたように沈ちん黙もくしてから、

「……どういう……ことですか？」

　どこか夢うつつ、といった様子で尋ねる。

「ちょっとよく……事情がわからないのですが……」

「そもそも、私の中には最初から四本松さんに対する疑念がありました」

　言って、百瀬は右手でがさごそと髪を搔いた。

「クライアントを連れてきたうえに、事情の説明にまで口を出し──さらには調査に同行するなんて言い出した人は、失恋探偵発足以来、初めてでしたから」

　──そう。

　依頼の際、四本松が俺たちに提案してきたのは「俺も調査に同行させろ」ということだった。

　どうしても、友人が振られてしまった理由を知る手助けをしたいのだと、彼はそう主張したのだ。

　そして、渋々ながらもそれを呑んだ結果──彼の存在は、調査に妙な影響を与え続けることになった。

「依頼に来て下さったその日から、四本松さんはあからさまに私たちを誘ゆう導どうしようとし始めました。最初のうちはジュースを買ってきてくれるなど、単純に気を遣ってくれているようにも見えましたが、すぐに『聞き込みはやめて張り込みをしよう』と提案するなど、明らかに自分の思う通りに調査を動かそうとし始めたのです」

　……俺もはじめは、こいつの図々しさがまた発はっ揮きされただけなのかと思った。

　クラスでも気にかかっていた、あの性格が出ただけなのかと。

　しかし「裏に何か意図があるのでは？」と勘かんぐり始めるまでに、時間はそうかからなかった。

「疑いが確定的になったのは──『張り込み』がうまくいきすぎたことがきっかけでした」

　百瀬は顎に手を当てる。

「四本松さんの提案で張り込みに出かけた私たちは、あっさり下校する星野さんと友人を発見。あとを追い駅舎のハンバーガー店に入りました。そこで先ほど言った『特に理由はなく別れた』という発言を星野さんの口から聴くことになるのですが、そこまでの流れが、奇妙なほどにスムーズだったのです」

　確か「特に理由はない」発言が出たのは、店に入ってから十分も経たない頃だったと思う。張り込みを始めて一時間以内に事の真相がわかるなんて、それも調査対象の口からそれを聴けるなんて、失恋探偵初めての出来事だった。

「さらに、それを受け四本松さんが『これで調査は完了だ』と言い出したところで、私の中で仮説が生まれました。この人は『何らかの理由があって裏で星野さんと結けっ託たく。失恋探偵をだますためにこのような場を用意したのではないか』と」

　四本松の方を窺う。

　普段は自信に満ち溢あふれている彼の顔が、あからさまに青ざめ始めていた。

　罪の意識からか、あるいは焦りからか、額には汗の球が浮かんでいる。

「その後、私と助手は二人だけで調査を再開しました。これまでの調査と同じく、聞き込みや張り込みをする、という手法で。前日の張り込みとは違いスムーズにいくことはありませんでしたが、しばらく聞き込みをするうちに、星野さんに関する三つの情報を手に入れることができました」

　言って、百瀬は指を三本立てて見せる。

「『星野さんに新しい彼氏ができた』『告られたから前の彼氏を振った』『前の彼氏、新しい彼氏、ともに宇田路中央高校の男子』という三つです」

「……なるほど」

　熊野御堂は小さくうなずく。

「おそらく、四本松さんが聞き込みを拒こばんだ理由はこれでしょう。二人の関係は、東雲女子高校にはある程度知られていた。ゆえに、私たちにランダムに聞き込みをされるのはまずかったのです。張り込みの際に一緒にいた友人たちがそのことを知らなかったのは、事前にそう演技するよう頼んでおいたのでしょう」

　真剣な表情で話を聞く熊野御堂。そして四本松は、その隣でこぶしをぎゅっと握り、ほんのわずかに震えはじめていた。

「そして決定的な証拠は二日前、メルヘン交差点で張り込みをした際に撮影したこの画像です」

　言って、百瀬は携帯を取り出すと「ある画像」を表示し、それを熊野御堂に向けた。

　そこに映っているのは──四本松と手をつないで歩いている、星野さんの姿だった。

「この光景と聞き込みで集めた情報を総合すれば、事情は明白です。星野さんは、四本松さんに告白され熊野御堂さんを振った。もちろん」

　百瀬は四本松の方を向く。

「四本松さん本人から反論があるようでしたら、伺うかがいたいと思います。この状況でもまだ、一応自分の無実を主張することはできると思いますので。例えば、星野さんの新しい彼氏はほかの人だ。この写真も何かしら理由があって手をつないでいたのだ、ですとか」

　四本松はうつむき、歯を食いしばっている。

「いかがでしょう？」

　緊張感を煮詰めたような、妙に密度の濃い沈黙が部室を満たす。

　時間の感覚がじんわりマヒしていく。

　そして数秒か、数十秒か。苦しい静けさが続いてから、

「……ああ、そうだよ」

　四本松はくぐもった声でそう吐き出した。

「お前らが言った通りだよ……。俺が璃子にコクって、だから璃子は熊野御堂を振ったんだ……」

　……やっぱりそうだったか。

　もちろん、そうであることはほぼ確信していた。それでも、こんな風に当事者からの「自白」を聴くのは初めてで、俺はなんだか妙に高揚した気分になる。

「……こんなことして、なんになるんだよ」

　呪のろいでも吐くように、低い声で四本松は唸る。

「せっかく俺が……ことを荒立てないように根回しして……璃子やその友達にまで協力させて熊野御堂が傷つかないようにしたのに……それを全部暴いて、何正義面づらしてんだよ！」

　四本松はギッと百瀬をにらみつけた。

「本当のことをこいつに教えたって、何のためにもならないだろうが！」

「なるほど。つまり、自分は熊野御堂さんのことを思ってそうしたのだと。私たちが事実を解き明かしたことにこそ問題があると、そう主張したいのですね」

「そうだよ。お前たちがそうして、誰が幸せになるんだよ！」

「確かに、四本松さんの考えがうまく行っていれば、熊野御堂さんが事実を知ることはありませんでした。友人の裏切りを知ることもなく、傷つくこともなかったかもしれません。ただ──」

　百瀬はまっすぐ──見透かすような瞳ひとみで四本松を見た。

「傷つくかどうかの選択をするのは──四本松さんではなく熊野御堂さんのはずです」

　──全員の視線が、熊野御堂に向けられた。

「知って傷つくか、知らないまま平和でいるか。選ぶべきは熊野御堂さんで、そして実際──すでにその選択をされたのだと思っていましたが」

　熊野御堂が、ゆっくり視線を四本松に向ける。

　そして彼は、

「僕は──」

　これまでになくはっきりした声で、そう切り出した。

「──知りたかったよ」

　四本松は、ひどく驚いた様子でその目を見開いた。

「それがどんな理由であっても……たとえ今回みたいなものであっても、僕はなんで振られたのかを知りたかったよ」

　四本松の表情がゆがむ。

「気遣ってくれたのはうれしい。友達の悲しむところを見たくないって思ってくれたのなら、ありがたいって思う。でも僕は、本当のことが知りたかったから……あんまり、変なことはしないでほしかったな……」

「……」

　弾かれたように視線をそらす四本松。

　そして彼は、何も言わずにその場に立ち上がると──呼び止める間もなく足早に部室を出ていった。

「……行っちゃったな……」

　彼が去った部室。

　俺が息を吐き出しそう言うと、

「そうだね……」

　熊野御堂は残念そうな表情でうなずいた。

「もうちょっと粘ってくれるかなって気もしてたんだけどな……」

「──では、以上で調査結果の報告を終わります」

　流れを元に戻すように、百瀬は探偵シートで髪を搔いた。

「この事実をどう受け止めるかはあなた次第です。でも、いつかまたあなたに恋の終わりが訪れたら、そしてそれにどこか引っかかりを感じていたら、もう一度ここにいらしてください」

　そう言うと、百瀬は熊野御堂にニコリと笑いかけた。

「──失恋探偵が、あなたの恋の終わりをお手伝いします」

「はい」

　熊野御堂はクライアントシートから立ち上がった。

「本当にありがとうございました」

　そういう彼の顔には、どこか晴れやかな笑みが浮かんでいた。
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 　昇降口まで熊野御堂を送って行くことになった。

「……いろいろ残念だったな……」

「……そうだね」

　困ったような表情で熊野御堂は微笑んだ。

「友達に彼女取られるっていうのは、やっぱへこむよ……。元々向こうからコクられたとはいってもさ……」

「だよなー……」

　言って、俺は右手で髪を搔く。

　熊野御堂は本当のことを知りたいと思った。それはつまり、この状況を真正面から受け止める、という覚悟なわけで。そうと決めた以上、当然痛みだって背負わなければいけなくなる。失恋探偵は性質としてそれを「推すい奨しょう」しているわけだけど、個人的にはクライアントたちの苦しみが少しでも少なければいいのにと願ってしまう。

「ちなみに、結構冷静っぽいけど……」

　恐る恐る、俺は尋ねる。

「熊野御堂、怒おこってないの？　四本松にあんなことされて」

「んー……」

　踊り場にさしかかり、熊野御堂はそう言って考え込む。

「……実はちょっと、こうなるような予感はしてたんだ」

「……ほう」

「四本松が星野さんのこと好きなんじゃないかなっていうのは、ちょっと前から思ってたんだ。なんていうか、普段の言動からね」

「……そうだったんだ」

「だから内心、どこかで覚悟してたのかも。こういう風になっちゃうことは。それに実は」

　言って、熊野御堂はその眉をちょっとだけ寄せる。

「友達ではあったけど、僕、四本松が苦手だったんだ」

「……マジか」

「根は悪いやつじゃないんだけど、ほら、僕、あいつにいろいろ言われるとうまく断れなくて……。だから、もうすぐ学年が変わってクラス替えがあるし、ちょうどよかったんだと思うよ」

「……そうかもしれないな」

　うなずくと、俺は視線を前に戻した。

　なら確かに、熊野御堂にとってはいいタイミングだったのかもしれない。三年生になる前に、変にこんがらがった人間関係を整理することができたのならば。

「もうすぐ春休みだねー」

　熊野御堂はうーんと伸びをする。

「それが終われば三年生で、僕たちは受験かー」

「そうなるな……」

　考えてみれば早いものだ。つい最近高校に入学したばかりだというのに、もう大学受験の準備を始めなければいけない。この分だと、あっという間に大人になって就職して歳としをとっていくんだろう。

「まあ、先のことはどうなるかわかんないけど、来年も野々村と同じクラスになれたらいいな」

　ごく当たり前みたいにそんなことをいう熊野御堂に、

「……そうだな」

　なんだかうれしい気分になって、俺はちょっとだけ笑いながらうなずいてみせた。
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